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この 報 告書 は,日 本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部 で あ

る機 械 工業 振 興 資 金 の補 助 を受 け て昭 和56年 度 に実 施 した

「文 章情 報 デ ー タ ベ ー スの総 合 利 用 に関す る調 査研 究 」 の成

果 を と りま とめ た もの で あ ります 。
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は じ め に

本 報告 書 は,{肋 日本 エ ネ ル ギ ー経 済 研究 所 に委 託 して実 施 した 「文 章 情報 デ

ータベ ース の総 合 利 用 に関 す る調 査」 の成 果 を と りま とめ た もの で あ る。

近 年 の 貿 易摩 擦 問 題 等 に も見 られ る よ うに,国 際 情 勢 の 変化 は,即 時,わ が

国 各 界 に大 きく波 及 し,こ うした 事 態へ の 迅速 ・的確 な対 応 は も と よ り,事 前

に予 知 で き る体制 づ く りが急 務 と な って い る。

このた め には,内 外 の情 報 資 源 を 活 用 し,常 時 こ うした動 向 を把 握 で きる情

報処 理 シ ス テム 体制 を確 立 す る必 要 があ る。

と くに,記 事情 報 等 の文 章 情 報 を デ ータベ ース 化 し,コ ンテ ンツ ・アナ リシ

ス等 の高 度 な手法 を駆 使 して情 報 内容 を 分析 し,客 観 的 な判断 材 料 を求 め る こ

とは有 効 と思 わ れ る。

また,こ れ らの処 理過 程 にお い て は,な るべ く人 手 を介 さな い,自 動 的 な機

械 処 理 が可 能 な形 が望 まれ てい る。

こ うした こ とか ら,本 事 業 にお い て は,文 章情 報 デー タベ ース を 効果 的 に利

用す る に必 要 な総 合解 折 シス テ ム を 開発 す る こ とを 目的 と して,初 年 度 にあ た

る本 年 度 は,基 礎 的 な調 査 研究 を 実施 した 。

今 後は,実 用 レベ ル で の シス テ ム 開発 に着 手す ると と もに理 想 的 な シ ステ ム

構 築 に向 け て研 究 開発 を 推 進 し てい く こ と とした い。

最 後 に,本 調 査研 究 にあ た っ て,ご 指 導,ご 協 力 をい た だ い た委 員 並 び に関

係 各位 に感 謝 の意 を表 し ます 。

昭 和57年3月
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1.事 業 概 要

11目 的 と 背 景

■

コ ン ピ ュー タ 情報 処 理 は,広 く深 く社会 に浸 透 し,情 報 化 社 会 は 名実 と も

に確立 され つっ あ る。

近年 の オ フ ィス ・ナー トメー シ ョンや パ ー ソ ナル ・コ ン ピ ュー タの急 激 な

普 及 に もみ られ る よ うに,職 場や 家 庭 にお け る一 般利 用 者 の比較 的容 易 な操

作 に よる コ ン ピ ュー タ利 活 用 が 可能 な 時代 とな った。

こ う した状 況 の 背 景 には,ハ ー ドウ ェ ア,ソ7ト ゥ ェァ の技 術 向上 に伴 う

諸 条件 整備 は もと よ り,情 報 資源 に対 す る社 会 及 び 個人 の 関心,意 識 の 向上

が大 き く作 用 してい る と思 わ れ る。

情報 そ の もの の 重 要 性 が認識 され,情 報 量 が拡 大 され る に伴 い,デ ー タ ベ

ー ス や ,情 報 検 索 シ ス テ ム とい った 情報 流 通機 能 の 需要 も拡 大 す るの は必 須

であ り,益 々増 大 す る情 報 利 用者 の ニー ズ に対応 すべ く,情 報 の量 的,質 的

整備 と簡 便 な 利 用 体 制 づ く りを中心 と した情 報処 理 シス テ ムの確 立 が急 務 と

な っ て きた。

と くに文 章 情 報 デー タ ベー ス は 日本 語 情 報 処理 の普 及 や海 外 か らの文 献 情

報 デー タ ベー ス 等 の 導 入 に よ り,そ の蓄 積 及 び利 用 は急 速 に高 ま る もの と思

われ るo

そ れ ら を効 果 的 に利 用 す る には 通 常 の情 報検 索 に加 え て,デ ー タ ベー ス の

持 つ各 種 の情 報 を コ ンテ ナ ンツ ・アナ リシ ス等 の 高 度 な分 析(キ ー ワー ドの

頻 度 の時 系 列 分 析,出 現 頻 度 の相 関分 析,意 味 論 的分 析)を し,利 用 す る こ

とが極 め て重 要 で あ る。

この た め,文 章 情 報 デー タ ベー ス を効 果 的 に利 用 す る に必要 な総 合解 析 シ

ステ ム を開発 す る こ と を目的 と して,調 査 研究 を実 施 す る。



1.2事 業 計 画

本事 業 の計 画 概 要 は 図1-1に 示 す とお りであ る。

第1年 度 は,文 章 情 報 デー タ ベー ス の総 合解 析 シス テ ム に必要 な 各種 分 析

手法 並 び に具備 す べ き諸 機 能 の検 討 を中心 と した 基礎 的 な調 査 研 究 を実 施 す

る。 また,第2年 度 以 降 の シ ス テ ム開 発 に向け て基本 構 想 を作 成 す る こと と

し,こ の際,現 状 で実 現 可能 な シ ス テ ム を検 討 す る と同 時 に,理 想 的 な総 合

解 析 シス テ ムの あ り方 も研 究 す る。

第2年 度 は,第1年 度 の調 査 研 究 を継 続 す る と と もに海 外 先進 例 の実 態 調

査 を行 い,シ ス テ ム開発 の 参 考 に資す る。 また,新 デー タ ベー スの構 築並 び

に一 部 シ ステ ム開 発 に着 手 す る。

第3年 度 は,第1,2年 度 の研 究 成果 に基 づ き,可 能 な と ころ か ら実 用 化 レ

ベル で の シス テ ム開 発 を実 施 し,併 せ て,総 合 解析 シス テ ム と して あ るべ き

姿 を追 究 す る。
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13実 施 経 過

本 調査 を実 施 す る にあ た り,「 文 章 情 報 デー タ ベー ス総 合 利用 調査 委 員会」

を設 置 し,4回 の 委員 会 を開催,本 調 査 研 究 全 体 を推進 ・統 括 した。

また,具 体 的 には,

① カ ン トリー リス ク ・エ ネ ル ギー 動 向 把 握 の た め の文 章 情 報 コ ンテ ン ツ

・アナ リシ ス 手法 の 研究

② 海外 情報 の有 効 活用,問 題 別 把握,分 析 を行 うた め の翻 訳 シ ス テ ム実

用 化 の基 礎 研 究

の テー マ に基 づ く調 査 研究 を,委 員 会 メ ンバ ー を 中心 とす る ワー キ ン グ ・グ

ル ー プ形 式 で実 施 した。

経 過概 要 は表1-1に 示す とお りで あ る。

一4一
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表1-1昭 和56年 度 調査 実 施経 過 表

シ 5 6 7 8 9 10 11 12

51ン
1 2 3

1実 施計画の策定 ( ,

H委 員 会 の 開 催 ○ ○ ○ ○

皿

文 章 情報 コン テ

ンツ ・アナ リシ

ス手 法研 究 D

一

研究課題の検討 4,

キーワード自動抽出法の研究 喝 ,

入力デー タ作成上の課題 鴫 ●

既存 システム利用事例研究 鴫 ,

4シソーラス辞書作成の研究

定量化利用方法論の研究 峨 ,

新記事情報利用システムの研究 《

IV

翻訳 システム化

実用化基礎調査

研究

研究課題の検討 壱 ,

実用可能性の研究( ■

機械翻訳技術の研究( ■ ,

構文解析技術の研究 喝 ,

入 出 カ イ ン ター フ エー ス の 研

LC-MARCの 実 験準備

●

`,

V報 告書 の作成 4 ,



14本 報 告 書 の構 成

本 報 告 書 は第 一 部 総 論 と第2部 各 論 か らな っ てい る。

総 論 編 と して,第2章 に文 章 情 報 デー タ ベー ス総 合利 用 の た めの 基 礎 調査

を,第3章 に今 後 の シ ス テ ム開発 に向 け て文 章 情 報 デー タ ベー ス総 合 解 析 シ

ステ ムの基本 構 想 を ま とめ た。

第2章 は,21に 情 報 処理 技 術 や デー タベー ス流 通 の 現 状 と問 題 点 を,2

2に 文 章 情報 有効 活 用 の ため の総 合 解 析 シス テ ム を開 発 す る必 要性 を,23

に文章 情 報 の解 析 手 法 の研 究 と して,定 量 化利 用 を中心 と した 内容 分 析 の方

法 論,分 析 デー タの 高 度利 用 法 を各 々 ま とめ た。

第3章 は,31に 総 合 解 析 シス テ ムの 全体 像 と機 能 別 の シ ス テ ム概 念 を図

示 して,シ ス テ ム ・イ メ ー ジの統 一 を図 った 。 この際,将 来 の あ るべ き姿 と

本 事 業計 画 にお け る 開 発範 囲 の両 面 か らの検 討 を行 った。3.2は,3.1の シ

ス テ ム像 に基 づ き,具 備 すべ きシ ス テ ム諸 機 能 につ き解 説 した。 さ らに,3.3

に シス テ ム開発 へ の課 題 と して,今 後 に残 され た問 題 点 を中心 に述 べ た 。

各 論 編 は,ワ ー キ ン グ ・グル ー プ で実 施 した研 究 成果 を,第1章 文 章 情報

定量 化 利 用 研 究,第2章 自動 翻 訳 シ ス テ ム研 究 と して詳述 した。

また,付 属 資料 と して,文 章 情報 の 解 析 や 自然 言 語 処理 に関連 した文 献 の

一 覧 を付 し,今 後 の 参 考 に資 す る こ と と した。
●
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2.文 章情報デ ー タベ ースの総合利 用調査

21文 章 情 報 デ ー タ ベー ス 利 用 の 現状

■

211デ ー タベ ー ス の普 及

情 報処 理技 術 の進 展 に伴 い,コ ン ピュ ータ を利 用 した 情 報 の 蓄 積'提

供 ・利 用が 急速 に普 及 し,大 きな関 心 を集 め て い る。

デ ータ ベ ース とい う用語 は,広 く使わ れ意 味 が 定 着 しつ つ あ る が,微

妙 に異 な った使われかたをす る場合 が あ る。 こ こで は デ ータベ ー スを,「 機

械 可 読 な形 に なっ て い る情 報 で,何 らかの検 索 シ ス テ ム を 介 して ユ ー ザ

に 提供 され て い る もの」 と定 義す る。

現 在,利 用 され て い る主 要 な デ ータ ベ ー ス は2種 に大 別 で きる。1つ

は,数 値 デ ータ を主 とレ た もので"数 値 情報 デー タ ベ ー ス"。 他 方 は,

非 数 値 す なわ ち言語 で 書 か れた デ ータ を 主 と した も の で"文 章 情 報 デ ー

タ ベ ー ス"と 呼 ば れ る。

数 値 情 報 デ ータベ ース は,さ らにデ ー タの内 容 か ら・統 計 デ ー タ ・ 企

業 関 係 の財 務 デ ータ,株 式 ・商 品 等 の 市況 デー タ ・ 科 学 数 値 等 に分 け る

こ とが で きる。最 も代 表 的 な数 値 情 報 デ ー タ ベー ス は,統 計 の デ 一 夕 ベ

_ス で あ り,中 心 は経 済 社 会 統 計 で あ る。各 国 の 中 央 統 計 局 や 国 際 機 関

等 の統 計作 成 機 関 自身 の ものか ら,統 計作 成 機 関 か ら デー タ の 提 供 を 受

け て構 築 された もの まで さま ざ まであ る。例 え ば 前 者 で は カ ナ ダ 中 央 統

計 局 のCANSIM,国 連統 計局 のUNSIS,後 者 で はGEの 米 国 産 業 統

計 デ ー タベ ースSIC72,日 本 経 済 新聞 社 のNEEDS-IFSが 挙 げ ら

れ る。企 業 財務 デ ータ の デ ータ ベ ース は,民 間 の 調 査 機 関,銀 行 な どに

よ り数 多 く作 成 され 利 用 され て い る。Standard&Poor's社 の

COMPUSTATや 日本経 済 新 聞 社 のNEEDS-TS/1な ど は そ の 例 で あ る

一7一



表2-1 数 値 情 報 データ ベ ー ス(経 済,財 務 ・市況)

出所:デ ータベースの利用法 ㈱旭 リサーチセンター

F

.^.■

データベース名
F

F

内 容 プロデ ューサー
9

デ ィス トリ'
ピ ュ 一 夕

PTStNTERNATIO・ 世界の主要50ケ 国(隙 米国)に PredicaSts.hc. Lockheed

NALTIMεSER【 εS 関する的50主 要系列からなる
2.500の 予萬時系列(実 習デー
タと干蘭データ)及 び1957年

i から現在までの年間データを世界

中の約125.OOO系 列として収録

経 PTSIN〔ERNAT‥ 世界各国(験 米国)の 出版された Predica5t5.Ioc. Lockheed
ONAL 予ぷデータを実績とともに収録。
FO只ECASTS マクo経済.直 菜統ξ十,消 費統1f

に及ぶ 『

CANADlAN カナダのマ夕日経済.人 口統計。
I

DRI. DRI
ECONOMICDB 米国と連動 した短期マクロモデル Stati5tic8Canada.

済
. 予測 CANSIMDivi.ion .

NEEDS-lFS lMF作 成の国別財政,金 融デー 日本経済新聞社 日本経済新聞社
'・200ケ 日,15、000系 列

CITlBASE 米国マクロ経済,産 藁および予眉 Citibank GE
データ,約3.800項 目の時系列

情 .

デ ー タ

PTSU,S. 米国に関する1957年 からの実 Predica訂5.hc. Lockhε εd

TIMESERlES 績データと1990年 までの出版
s

された予歯デー'約500の 時系
列,及 び来日の食置.消 費などの

約30.OOり 系列の実績統計

報 PTSU.S. 報廷 新聞,報 告書などに発表さ P【edica`tS.Inc. Lockheed

FOR£CASTS れた米田の▼クロ経済,責 貢など

の予戊データを収埠・(短 期予商,
長期手掴)

SIC72 米国の568の 童蒙分類《SIC) U.S.Department GE
の1U項 目の時X列 デー'.各 量 ofCommerce

集の出荷額,付 加価値口,原 材料

費.使 寮員数,賃 金などを含む

U.S.Centra| 束国経済観調に不可欠な経済統計 DR1 D則
DB データ約15ρ00系 列を収録 1

毎月更新の短期マクo予測。
.

UCLA 米田のマ'ロ 経済・産粟の460 University。f GE

系列の実ぼゲ一夕及び短期,長 期 Califomia.
予粛データ Lo5Angde5

(UCLA)

DRICAP 未固のマクロ経済推称(本700系

列)

DRI CDC
「

EVANSECONOMl一 米田のマクo経 済情報2万 系列. EvansEcommics, C㏄ :
CS'USA

DATABASE

予損も可能 lnc. `

,'「 ・. '.「.. ・ 一 一

81/DATA 世界70ケ 田の150項 目にわた Bu⑨ine5sInterna一 GE
る田民経済,お よびその子掴の時

系列データ

tionalCorporation

P

EUROPEへN 欧州谷口の綴針当局から直接λ手 DRL DRl
ECONOMICDB した経済統8fデ ータバンク、lMF, lNSEE(仏)

OECD,世 銀などのデータも収埠。 1FO(西 独)

欧州主要8ケ 日経済のモデル予苗。CSO(英)

NRI!E 日 本 の ● ク ロ ・∈ ミ マ'ロ 経 済 ・ 野村総合研究所 GE

彦裏・相場など約2.500項 目の
時系列データ

NEEDS-TS/∬ 日経総合経済プアイル(国 内約 日本経済新聞社 日本経済新聞社
6,800系 列の経済データ).主要 .

,

製品の生直 ・出荷・在日統計.瀕

費・家1f統計など。

NEEDS-TSパ.O 産票連関表(74部 門衷) 日本経済新聞社 日本経済新聞社

ENERGYDB 米国内外のエネルギー材の消費, DRl DRl

輸人,価 格など22,COO系 列をカ
バ ーす る デ ー タ ・こン ク.

政痢'技 術などを敏感に反映する

需給両面分析用のモデル予測。

NEεDS-IEE 約2.300系 列のエネルギー関連 日本経済新聞社 B本経済新聞社
P データ,短 期宿題の予聞及び中長

期予戊も可能
日本エネルギー経済研究所

'

一8一
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データー← ス名 内 容 プロデューサー
"

デ ィス トリ
ビ ュ ー タ

COMPUSTAT 京田内外τ500社 の財務■衷 St3ndard&Poor'● DRI

CompuがatS●Tvic稔 ⑨,

hc.

C㏄

DISCLOSURE SECに 拠出された束全寮!1.000 Di3closu【 εhc. Lockheed

社 の10-K,10≡Q.8-Kリ ボ

.財 一ト,昼 官設賓会社のNIR.NIQ

り「ポ ー ト

εlSlNDUSTRIAL 米国の年間売上高550万 以上の Economchfor一 Lockheed務 pLANTS:EBlS' 約67.000社 の的13万 の事■所 mationSy3爬m..
・CDC

に関するリスト売上,従 鍵貝乱 1".

.
●

マーヶ7ト シ・アなどから成る

EXSTAT 米国以外の2000社(欧 州,オ ExtelStati5tir3i CDC
「 一ス ト,Vア ,日 本)の 財8箇 衷 Se"ice..しtd.

市 FTCDATA 米国の42蔵 票分目における114 U.S, GE

項目の財務データを跨系列データ F6deralTrade

況 とする連鏑炭質ペースのデ一夕ベ Co㎜i53ion
一 ス

.

STANDARD4 来田の9000以 上の企察の活動 S巳ndardaハd Locヒheed

情 POOR'SNEWS 状況及びSEC提 出用の財務デー
タ

Pooピ8Corporalion

報
VALUEUNE 未国の著名全寮1600社 の250 AmoldB稔mard GE

項目の財鋳7一 夕及び売上.収 益, &Co.,L,d. DRl
扶価の予口も可能.

巳ANK州AL 米田の上位145の 頗付の財務デ Robi悶orHumphery CDC
一夕・収益の予痴も可能 Company

L

EURABANK 欧 州,南 米,北 ゑ,オ ー ス ト ラ リ εur叩ean-AmeriCan CDC

アなど72ケ 日のLOOOの 飯行 B3nk&T「u3tCom}
の マ 呂 亀ア ル リポ ー トよ り作 成 し pany

た財務プ一夕

「
FlNANClAL 未田の金融機関約1LOOO社 の財 Fed●ralDeρ08it CDC

lNSTITUTION 8'一 夕 lo5umnc●CorP..

DATABASE Fed●r81HomeLo●n

(FDIC/FSLIノ Bank80ard.Na"ona|

NCUA) CreditUnion
Admini5【r創ion

INSURANCε 米国の生命.財 産保険会社5ρ0り NationalAs⑤ocia一 CDC

INDUSTRY 社の損益計算書 honofI時u臼ncε

DκrA8ASE Comissioner5

頂JDATA 東証上●約100社 の財務フ一夕 日本真桑口行 GE

(1964年 ～)

TSRDATA 頁白山ヒ■的1.700社 と非上■約 東京商工り◆一チ GE

15ρOO社 の財8デ ー'及び企貢

属性

上場会社(L700辻)の 助演デー 8本 経済新関社 8本 経済新聞社NEεDS-TS/1

〔日経財8ヂ ～タ) 夕浪び中間財聾チータ,決 算予想
・速 報7一 夕

舞岡株価 二・一●→ク柾券取引所の上場の 共同通信社 GE

全銘柄の廃価(日 次)

時事良日 東庄1,2郎 上場L700銘 柄, 時事通信社 GE
全債券の日次白梅夏び昌・一■一
タ鉦券取引所,ア メリカン医鼻取

引所上場の全銘柄の株価

.

. =

CAPLOAN 欧州市場を中心としたシンジケー Caploanlnternati一 GE
「 ト ロ ー ソ デ ← タ,《 約aoOOの on31Fi旭nc●Data

貝行と2.500の 借手) Co, 旨

NEEDS/TS-1

1

.東証全銘柄.大 庄単独銘柄の株価 日本経済新聞社 8本 経済新聞社

(日経株価フ7イ ル)
.

.

QUICK 田内の上場会社の橡価⊃ 市況情報センター 市況情報センター
ビ デ オ ー1.ビ ヲ「ズ 一 口 市況惰眠 経済ニ一一ス

QUlCKピ9オ マスタ エ.一 ● 一 夕,ロ ンFン な ど 海 外 ロイター通信社 ・イタ'玲 信社
← の主要取引所の株価,商 品情報 市況情報センター

1LOOO件
`

馳
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(表2-1参 照)。

・一 方 ,文 章 情報 デ ー タベ ー スは,科 学 技 術 ・学 術 情 報,特 許 情 報,法

令,図 書 目録,新 聞 ・雑 誌 等 の デ ータ ベ ース に 分け る こ とが で きる。

最 も代 表 的 で 多種 あ る もの は科 学 技 術 ・学術 情 報 の デ ー タ ベ ー ス で,

国 際的 に広 く知 られ た もの に は,化 学 文 献 の抄 録 デ ー タ ベ ー ス のCA

SEARCH,生 物科 学 ・医 学 のBIOSIS,PREVIEWS,医 学 のMED-

LARS,物 理 のINSPEC等 が あ る。 わ が国 で は 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン

タ ー(JICST)が 理 工 学 文 献 の デ ータベ ース を作 成 し,提 供 して い る。

特 許 情 報 の デ ー タベ ース は 世 界45カ 国 の特 許 を集 め たINPADOCや,

わ が国 の特 許 情報 を提 供 し て い る(財)日 本 特許 情 報 セ ンタ ー(JAPA-

TIC)のPATOLIS等 が知 られ て い る。

科 学 技術 関 係 の デ ー タベ ー スは,米 国 にお い て科 学 技 術 振 興 政 策 に 沿

った形 で 比較 的早 くか ら公 的機 関 等 を通 じ て開 発 さ れ 利 用 さ れ て き た 。

わ が国 で も,CAS,MEDLARS等 の海 外 デ ータ ベ ー ス を 含 め て 昭 和40

年 代 始 め か ら利 用 され最 も普 及 した 分野 であ る。

これ ら科 学技 術 文 献 デ ータ ベ ース に加 え て,最 近 で は 経 済 社 会 関 係 分

野 の 情 報 を主 とした 文 章 情 報 の デ ータ ベ ース も増 え つ つ あ る(表2-2

参照)。 米 国 内外 の 企 業 ・産 業 情 報 を 索 引 化 した,Predicasts社 の

PTSF&SINDEX,経 済 ・産 業 関係 の 情 報 を 抄 録 化 した 同 じ くPredi-

casts社 のPTSPROMTな どは その 例 で あ る 。 ま た ・ ニ ュー ヨ ー ク ・

タ イ ム ズ ・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・バ ン クは主 要 新 聞 雑 誌 の 記 事 抄 録 デ ー

タ ベ ース を提 供 し て い る。 ニ ュー ヨー ク ・タイ ム ズ 紙 に つ い て は,ナ ン

ライ ンに よ る全 文 記 事 が検 索 で きる デ ータベ ースが 利 用可 能 で あ る。

わ が国 で は,日 本 経 済 新 聞 社 が 自社 発 行 紙誌 の 要 旨 ・抄 録 を デ ー タ ベ

ース化 し,NEEDS-IRと して提 供 してい る。

デ ータベ ース の 利 用 を 促 進 し て い る背 景 の1つ に 国 際 間 で のオ ンライ ン

検 索 が で きる国 際 通 信 サ ー ビス の 普 及 が あ る。国 際 的 に広 く 知 られ た 各
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表2T2 文 章 情 報 デ ー タ ベ ー ス(企 業 経 営,新 聞 情 報)

出所:デ ー タベースの利用法 ㈱旭 リサーチセンター

.
1
:
.・

...

データベース名

.「

内 容
一

プロデ ューサー
ディス トリビ
ュー タ

A8t/1NFORM「 企葉経営、管理に関†る文献 DataCourier,lnc・
■Locヒheed

:
韓lNFORM のS㏄

:企
CBPI カナダの経済,産 票に関する文献 InrormationAc亡es5 SDC

ofToronto
'業

ECONOMlCABST一 世界のほ済.企 票経営に閲する文 Leamedlnformr しockheed
RAC↑SINTER一 献 tionLtd.
NATIONAL

L

7経 1

.
MANAGEMENT 意思決定や子房の役に立つ,企 婁. Mana8ementCont● 一 Lockhe●d
CONTENTS 庄官に調ナる文但 nt●,hc.・ SDC

・営
PTSF4S 米国内外の会～L製 品,直 泉清見 Prεdica5t8,Inc, LockhGed

: INDEXES 企泉買収,合 併や新製品開発.社

情 会政治的宴㊤に関する情報も含む,

PTSPROMT 世界の企薬の活動,企 宴国境,市 場, Predica5t8.hc. Lockheed

・報
新蚕品開発,消 費者等に関し.徴

千の新聞.■ 雄.報 告●から遇ば

SDC

… れた文叙
.

AMI 広告やマーケティン〆に有用な新 TheNewYorkTime5 N,Y、Time5

.づ 」 製品,簡 費性向などに閲†る情報 InformatiooSer▼ice

Co,

」.W●|terThompson

CompaW
.

.

.〒 一 .. ・.一..一

.

NEεDS・lR 日経新聞,日 経流通新聞.日 経直 日本経済新聞社 電電公社
F

禁 所 聞,日 経 ピ ジ 率 ス,口 径 エ レ
F

(tg81/4よ り

. ク ト● ニ クス,日 経'カ 二 方 ル カ・ ●一ビス開始)

らの配享宴灼と妙品.
`

TheNewYork TheNεwYo'kTimesな ど N.Y,Times N.Y.Time5
… Time51nfoぬti㎝ の欧未の有力新聞,■ 雄など約
,

…新 Ea"(The【n`or-

mがionBank)

908か らの抄録.

.
NATIONALNEWS一 Th●Chri5ti●nScience lw`orma"on しockheed

PAPERlNDεX monitor.TheNewYork Acc"5Corp.

聞
P

、

Time5.TheW●nStr■ ●t.

Jourm}か らの記事抄o
・

CNl カナダの主要新聞5蛇 一 Inform"ionAcce鵬 ● SDC
MontrロlStar.Toronto oIToronto

「

Globe&MaiLToron⑳
「

Star,VancouverSun,

情 WinnipegFreeP【e・sか ら

の抄但

幽

NEWSPAPER「NDEX 米田主■新聞7緩 －Th稔San BelI&Hσ 賜11 S㏄
(NDEX) Franci●coChronicle.The

報 DotroitNe".↑heChica一

goTribune.TheLo■An一
9GI"Time●.TheHoロ5い
onPO・t,TheNewOrle一

加$TimePic8yune,The
W"hingtonPo●tか らの抄最

「

QUEBEC・ カナ〆.ケ ベ,ク 州の新聞3艇 Be|14Howel| SDC
ACTU▲LlTE 《LeDevo…r.LaPre53.

.

LeSo|犀il)の ブ,ン ス 語 に よ

る抄録o

KIT NewYorkTimeエ 紙,The N.Y.Times N.Y.Tim●s

A.50ci8tedPr2s5w畠shi'

ngt頭New㎝ire・e四ic●

飽50以 上の出版物からの政治.
.

経済,社 会の主要記事の抄良o

MONITOR Chri⑨ti●nSeience Be日&Howd1 SDC
M◎nitor紙 からの記事抄録ザ

,

. 一

LlBCON 米国会国書匂の図書目録情報 3-MLibrarγ SDC

Sy馳em5

ClS〆INDEX 米国由金掻事埠.各 委員会報告, Congre・5i。nal SDC
国会文書 lnformationServi一 Lockheed

ce.hc.

GPOMDNTHLY 米国損金を含むすぺての米国連邦 U.S.Go題r"m■ 川 Lockhε8d
CATALOG 政府口開が見行ずるリポート,研 PrintingOffice

究根管,会 ㊤録等。
. 一.」

COMPREHENSlVE 1861年 以降のすべての米国学 Xer。xUni鴨r5ity ■Loekh●ed

DlSSERTATION 位捻文のリスト,全分野にわたる MiαofiIm3 SDC一
A5STRACTS';

CD1一
.

,

S㏄1ALSCISE一 1,000庇 の■宴度の高い社会科 1鵬titu,efor Lockheed

ARCH 学関係の報紘と2.200雄 の自然 ScientificIn∫orm一 SDC
科学銘からの位要な社会糾学関連 a`ion
の文殻の索引,引 用関係の情報を

含 む ・
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種 の デ ータ ベ ース が,簡 単 に利 用 で き るメ リ ッ トは 大 き い 。 国 際 電 信 電

話 ㈱(KDD)のICAS(国 際 コ ン ピ ュ ータ ・ア ク セ ス ・サ ー ビ ス)が

開 通 し て,米 国 の優 れた デ ータ ベ ース が利 用 しや す くな っ て き た 。 三 大

文 献 情 報 デ ータ ベ ース検 索 シス テ ム と いわ れ る ロ ッキ ー ド社 のDIALOG

SDC社 のORBIT,そ し てBRS社 のBRS検 索 シス テ ム 等 を通 じ て,デ ー

タ ベ ー ス が よ り身近 に 利 用で きる よ うに な っ て きた。

偽

212文 章 情 報デ ータベ ース 利 用 の 問 題 点

前 項 に述 べた よ うに,デ ー タベ ー スは 多 くの 分野 で 作 成 さ れ て き て お

り,今 後 文章 情 報 デ ータベ ース に関 す る関 心 は ます ま す 高 ま り,利 用 は

急 速 に広 まる もの とみ られ る。利 用者 に とっ て,内 容 豊 富 で 良 質 な デ ー

タベ ース が低 コス トで 利 用 で き る こ とが望 ま し い。 この た め には,デ ー

タベ ース の作 成 ・提 供 にあ た って情 報 公 開 の促 進,回 線 の 共 同 利 用 な ど

基本 的 な課 題 も少 な くな い。

文 章 情 報 デ ータベ ー ス 固有 の(特 に新 聞雑 誌 等 を 情 報 源 と す る一 般 的

な文 章 情 報 デ ータベ ース)問 題 点 の うち,利 用者 か らみ た主 要 な もの を

あ げ る こと にす る。 その 際 に,デ ータ ベ ー スの作 成 ・提 供,利 用 の 各 面

か ら問 題 を 考 え てみ る。 もち ろん これ らは 相 互 に 関 連 し合 っ て 利 用 者 に

影 響 を及 ぼ し てお り,そ れ ぞれ の相 互 依存,相 乗 作 用 を 考 え る 必 要 が あ

る 。

(1)作 成 ・提 供 上 の問 題

デ ータベ ース作 成 ・提 供 上 の 問題 と して,

(0必 要情 報 の 全 体量 が 不 足 し て い る。

(ロ)オ リジナ ル 情 報 が不 足 し て い る。

⇔ 利 用 まで の タイ ム ラ グが大 きい・

等 が挙 げ られ る が,そ れ らのほ とん どは,入 力時 の コス ト及 び 労 力 が

か か りす ぎる こ とが原 因 し てい る とい って も過 言 で は な い 。 特 に わ が

●
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国 にお い ては,欧 米 に比 較 す ると文 章 情 報 の デ ー タベ ース化 は遅 れ てい

る 。 そ の 要 因 と し て は,日 本 語 の わ か ち が き問 題 や 文 字 種 に よる問題

が 大 き く作 用 し て い る と思 わ れ る。 また,デ ータベ ー ス作 成 時 にお け る

キ ー ワ ー ド付 け,抄 録 作 成 な どはほ とん ど人手 に よる作業 の た め,多 大

な時 間 と労 力 を 要 す る。 この た め,タ イ ム リー な情 報 提 供 が で きに くい

状況 にあ る。 これ らの こ とを 利 用者 か ら見 れ ば,網 羅 性 に欠 け る情 報源

と な る,全 文 に ょ る照合 がで きな い,利 用 時 に お け るデ ー タ内容 の価 値

が 低 下す る,等 の不 満 を残 す 結果 とな る。

しか し,上 記 の 問題 は いず れ も技 術 的 進歩 に伴 って解 消 され つ つあ る

問題 で あ る。 そ の 例 としては

① 朝 日新 聞 社 のNELSON,日 本 経 済 新 聞 社 のANNEXサ ンケ イ 新聞 社

のSUCCESS等 の 新 聞編 集 シス テ ム にお け る記 事原 稿 の コ ン ピ ュータ

可 読 化

② 印 刷,出 版 分野 で の 電算 写植 に よる全 文 の コ ン ピ ュータ 可 読化

③ オ ンライ ン利 用 に よ る海 外 情報 の容 易 な 入手

④AP,共 同 通 信 社 な どの受信 情 報 の活 用

⑤OA機 器 な どの 普及 に ょ る抄録 作 成 等文 書 編 集 の簡 略化

⑥ 特 許 情 報 セ ンタ ーのJAPATICシ ス テ ム にみ られ る ドaf・ユ メ ソ ト類

の 直 接 入力 に よる デ ータベ ース作 成 の 自動 化

⑦JICSTの キ ーワ ー ド自動抽 出 シス テ ム

等 が挙 げ られ る。

こ の よ うな動 向 は,文 章情 報 デ ータ ベ ース の作 成 を有 利 に し,か つ蓄

積 情 報 を豊 富 に し,.よ り多 角 的 な使 用 を 可能 とす る もの であ る。

(2)利 用 上 の 問題

データベー ス利 用 上 の問題 と し ては,

伶 情 報 の高 度 解 析 利 用 の 問題

(ロ)自 国語 と他 国 語 の問題

一13一



内 検 索 方 法 の簡 易 化 と標 準 化

等 が挙 げ られ る。

利 用 者 に と って従 来 の一 般 検 索 に よ り得 られ る情報 の み で は不 足 の場 合

が 多 い。 に もか か わ らず 情 報 の時 系 列 的 な変 化 を分析 した り,情 報 の傾 向

や特 色 を把握 す る とい った高 度 な解 析 は,現 状 の シ ス テ ムで は 不充 分 で あ

り,情 報 ρ高 度利 用 は 遅 れ て い る。 また海外 情 報 量 の増大,海 外 情報 に対

す る ニー ズ の高 ま りに よ り,デ ー タベ ー ス利用 の機 会 が増 え てい る。 しか

し 自国 語 に くらべ 他 国語 を利 用 す る場合 は,理 解 力 が劣 る,翻 訳 に時 間 を

要 す る等 の阻 害 要 因 が あ る。 情 報 源 とな る言 語 も英 語 の み に限 らず,各 種

言語 に拡 大 す る傾 向 にあ る。 さ ら に検 索 方法 につ い て も,書 誌 情報 な どに

使 わ れ る分 類 コー ドの不 統 一 や,キ ー ワー ド選 定 の難 し さな ど,検 索 時 の

煩 雑 さは初 心 者 の検 索能 率 の障 害 とな ってい る。

しか し,こ れ ら の問 題 につ い て も,い くつか の新 しい試 み が な さ れて い

る。 た とえ ぱ,

①JICSTに お け るシ ソ ー ラス検 索

②IBMに お い て実 験 中 で あ る 自然 語検 索 シ ス テ ム"や ち また"

③ 海 外 に おい て は,医 療用 応 答 シス テ ム"MYSIN"の 稼 動

④ 米 国議 会 図書 館 のLC-MARCシ ス テ ム に見 られ る よ うな検 索 コー ド

の統 一化 の方 向

⑤ 工 業技 術 院情 報 計 算 セ ン ター に お け る技 術 文献 表 題 の 英文 和 訳 シ ス テ

ムの実 用化

等 が あ げ られ る。

この よ うな,文 章 情 報解 析 技 術 の進 展 と実 用 シス テ ム開 発 の気 運 の 向上

は,今 後 の文 章 情報 デ ー タベ ー ス利 用 を さ らに促 進 す る もの で あ る。

22総 合 解 析 シス テ ム の 必 要 性

221情 報需要の変化
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情 報化 社会 ・知 識 集 約 型 産 業 社会 といわ れ てす で に久 しい 。複 雑 化 した

社 会環 境 に応 じて情 報 に対 す る需 要 も変化 し て きて い る。最 近 の 情報 需 要

と し て,次 の3点 に顕 著 な傾 向 を見 いだす こ とが で きる。

第1の 特 色 は 情 報需 要 の 「国際 化」 傾 向 であ る。 海外情 報 の需 要 は従 来

に も増 して急 激 な 高 ま りを み せ て い る。 例 えば イ ラ ン革 命,ポ ー ラ ン ド危

機 等 各 地 で発 生 す る様 々な 事 件 は,国 際 的 に大 きな 波 及効 果 を及 ぼ して い

る。 相 互 依 存 関係 が深 ま る につ れ て 海外 の政 治 ・経 済 動 向 が わ が国 の政 治

・経 済 に及 ぼ す 影響 も大 き くな っ てお り,海 外情 報 を的 確 か つ迅 速 に収 集

し,分 析 す る こ とが 大 きな課 題 にな っ て い る。

海 外 投資 の増 加,取 引規 模 の大 型 化 に よっ て,海 外 の情 報 の 需 要者 が大

企 業 か ら従 来 関 心 が 乏 しか っ た 中小 企 業 に まで広 が って い る。 海 外 との取

引 は 「もの 」 中心 の取 引 か ら技術 ・ノ ウハ ウな ど 「情 報 」 の取 引 へ と拡 大

し,情 報 の相 互 利 用 を積極 的 に促進 す る こ とが要 請 され る よ うに な った 。

① 海 外 情 報 を得 る た め 海 外 の新 聞,雑 誌 等 の輸 入 量が年 々増加 してい る。

②DIALOG,MARK皿 な ど 国際 間 の デ ー タ通信 シ ス テ ムを利 用 した情

報 サ ー ビ スが普 及 して,国 内 で入手 で き る海 外情 報量 は 極 め て 大 き くな

っ てい る。

③ 日経NEEDS-IRな どわ が 国 の オ ン ライ ン情 報 サー ビ スシ ス テム に よ

るデ ー タベ ー ス も,海 外情 報 を得 る一 手段 として 利 用 され てい る。

こ うした傾向は さらに増 大 す る と予 測 され,海 外情 報 に対 す る分 類 ・索 引

の作 成,抄 録 ・翻 訳 等 の処 理 が容 易 に行 え る必 要 があ る。

しか し,前 節 で述 べ た よ うに,膨 大 な情 報 量 に対 して人 間 が手 作 業 で処

理 を行 うには 自ず と限界 が あ り,コ ン ピ ュー タを利 用 した 自動的 な分 類,

イ ンデ ック ス作 成,翻 訳 等 の処 理 シ ス テ ムの 開発 が望 まれ て い る。

第2の 特 色 は情 報 の 「総 合 化 」 需 要 の 傾 向 であ る。 従 来 の文 章 情 報 の検

索 は デー タベ ー スの 中 か ら個 別 の情 報 を と り出す こ とが 中心 であ った。 今

後 は従 来 の検 索 につ け加 え て,デ ー タベ ー ス に蓄積 され た 文章 情 報 の 内 容

・-15一



を把 握 し要 点 を 分析 す る こ とが極 め て重 要 視 さ れ てい る。

た と えば カ ン ト リー ・リスク,経 済 安 全 保 障,通 商 摩擦等 のテーマに とり

組 む こ とを 考 えて み よ う。 これ らの テー マ に対 処す る には 個 々の 断片 的 な,

情 報 を 抽 出 す るだ け で は 問題 点 を 理 解す る こ とが 容 易 でな く不 十 分 で あ る。

個 々の情 報 では 把握 し に くい これ ら のテ ー マ に 関係 す る情 報 を分析 して 内

容 の傾 向や 特 徴 を 簡 単 に取 り出せ る よ うにす る こ とが必 要 で あ る。 ま た,

利 用可 能 な 情 報 量 が 膨 大 にな るにつ れ て,利 用 者 は すべ て の情 報 にあ た っ

て み る こ とは不 可 能 で あ る。 大 きな政 治 ・経済 ・社会 問 題 を と くに表 出 す

る前 に あ らか じめ予 知 で き る よ うにす る には,デ ー タ ベー スの中 の情 報 か

ら何 らか の 方法 に よっ て,見 落 しが ち な変 化 や わず か な 兆候 を発 見す る こ

とが重 要 とな っ て い る。

この よ うな需 要 に対 し,最 近 の情 報解 析 技 術 の進 歩 と,分 析 に適 した デ

ー タベ ー スの構 築 が す す め られて い る こ とか ら,情 報 の総合 的利 用 が行 え

る シ ス テ ムの 開 発へ の期 待 が高 ま って い る。

第3の 特 色 は情 報需 要 の 「多様 化」 傾 向で あ る。 この傾 向 は従 来 か ら み

ら れ るが,近 年 著 し く強 ま ってい る。

そ の背 景 と して は 情 報 を必 要 とす る需 要 者 の 拡 大 が挙 げ られ る。 大企 業

に偏 よ りが ち であ っ た情 報需要 者は中小 企業,家 庭 ・個 人へ 広 が りをみ せ て

い る。 企 業 内 でみ る と,特 定 の部 門(た とえば 調 査 部 門)に 集 中 しが ち で

あ っ た もの が あ らゆ る部 門 に拡 大 してい る。 とか く専 門 家 に限 られ る き ら

い の あ っ た文 章 情 報 デー タベ ー スの利 用 者 が,い わ ゆ る情 報 の"素 人"に

い た る まで情 報 を 求 め る層 が広 が って い る。

この よ うな,需 要 者層 の広 が りに伴 っ て,情 報需 要 者 の利 用 目的 ・利 用

方法 は 急 速 に拡 大 し て その要 求 内容 は 極 め て 多様 化 し てい る。個 々の需 要

者 の要 求 を満 た す ため には,従 来 の利 用 シ ス テ ム とは 異 な っ て,よ りキ メ

の細 か なサ ー ビスが 必 要 で あ る。 特 に需 要 に応 じ て処 理 方 法 ・提 供方 法 ・

提 供 媒 体 ・提 供 形 態 等 を,利 用者 が 自由 に選 べ る よ うな需 要者 オ リエ ンテ
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ッ ドな サ ー ビスが で き るシ ステ ム の開発 が 求 め られ てい る。

2・2・2総 合 解 析 シ ステ ム 化 の 方 向

前 項 で述 べ た よ うに,最 近 の情 報 需 要は 新 しい傾 向 を示 して い る。 この

傾 向は 今 後 さ らに強 まる もの と予 測で き る。

この た め,需 要者 が求 め てい る情 報 の質 ・量 と もに拡 大 し,需 要 に比 例 し

て デ ー タベ ー スの作 成 がす す み利 用 で き る情 報 量 は 飛躍 的な 増 加 が見込 ま

れ てい る。 また,需 要 者 が求 め て い るサ ー ビ スは デー タベ ー スか ら検 索 し

て提 供 を うけ るだ け では ない。 さ まざ まな 目的 に応 じた需 要者 本 位 のサ ー

ビス を 要求 して い る。

しか し,現 状 の 問 題 点(2.1.2項)で 指摘 した よ うに現在 の デー タベ ー

ス利 用 シ ステ ムで 対 応す る には 限 界 が あ る。 迅 速 か つ的 確 に処 理 して ニー

ズ に合 っ た個 々の情 報 を提 供 す るだ け に と どま らな い。 個 々の情 報 を利 用

者 が望 む か た ち で提供 で き る よ う加工 分 析 し,そ の うえ,そ れ ら の情 報 を

有 機 的 に組 み 合 わ せ て解 析 し総 合 化 で き る処 理 シ ステ ム ー 総 合 解析 シ ス

テ ム ー の開 発 が 不 可 欠 とな っ てい る。

総 合 解 析 シ ステ ム が持 つべ き主要 な機 能 は以 下 の とお りで あ る。

(1)文 章 情 報 を処 理 す るため の言 語 処 理 能 力

・利 用 者 が希望 す る言 語 で情 報 を入 手 で き るた め の翻 訳機 能 。

・利 用者 の求 め に 応 じて,長 文 の文 章 情 報 を要 約 あ るい は 抄録 に して提

供 で き る機 能 。

・利 用 者 が検 索 しや す い よ うに ,蓄 積 対 象 の 文章 情 報 のキ ー ワー ドを設

定 した り,索 引 を作 成す る機 能 。

(2)文 章 情 報 を分 析 し て内容 を把 握 す る解析 能 力

・情 報 内容 を分析 して特 徴 を とらえ る機 能 。

・情 報 内容 の 時 系 列 的 分析 が で き る機 能。

・蓄積 された 情 報 内容 の傾 向 を とらえ る機 能 。
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(3)文 章 情 報 のな かか ら数 値 デ ー タ部 分 を抽 出す る能 力

・統 計 資料 の よ うに ま とま っ て い ない 断 辺 的 な統 計 数 値,予 測 値 等 を文

章 情 報 か ら抽 出 して 利 用 で き る機 能 。

(4)文 章 情 報 を分析 して 内容 を数 値 化 して処 理 す る機 能 。

(5)文 章 情 報 か ら数 値 化 した デ ー タ と,数 値デ ー タベー ス のデ ー タを組 み

合 わせ て 分 析 す る機 能 。

2.23文 章情 報デ ー タベ ー ス高 度 利 用 に よ る 効 果

文章 情 報 デー タベ ー スを総 合 解 析 シ ステ ムや,内 容 分析 手 法 等 を駆 使 し

て高 度 に多 角的 に利 用す る こ と に よっ て,以 下 の よ うな効 果 が期 待 で き る

で あ ろ う。

① 国際 政 治 情 勢 の 分析

・カ ン トリー ・ リス ク分析

・エ ネル ギー 問 題 分 析

・通 商 問 題 分析

・経 済 安全 保 障 分 析 等

② 企業 経 営 ・産 業政 策等 意 思 決 定 へ の支 援

・マー ケ テ ィン グへ の 応 用

・新 製 品開 発 計 画 へ の応 用

・広 告 ・PRへ の応 用

・国際 会 議 の 運 営補 助 等

③ 公 共サ ー ビス

・海 外情 報 の 日本 語 翻 訳 サ ー ビス

・図 書 館 の イ ンデ ック ス発 行 サ ー ビス 等

この 他,利 用 して い く過 程 に お い て 更 に有 効 な 使 い道 が数 多 く見 い 出 さ

れ る と予 測 され,そ の種 類や 内 容 は無 限 に含 まれ てい る とい っ て も過 言 で

は な い と思 わ れ る。

●
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23文 章情報解析手法の研究

2・3・1定 量 化 利 用 の発 展 過 程

報 告 書,議 事録,新 聞 記 事 な どの 大 量 の文章 情 報 を 有効 に活 用す るた め

には,文 章 情 報 を数 量 化 し て扱 う技術 が不 可 欠 で あ る。 そ の た め,い わ ゆ

る内容 分析 の方 法 が注 目 され て き てい る。 内 容 分析 は,文 章 化 された 情 報

を個 人 の主 観 的 判 断 に頼 らず に,体 系的 かつ 数量 的 に分 析 し,そ こに必 ず

し も明示 的 に 表 現 され てい ない 筆 者 の意 図 を推 論す る こ とを 目的 どしてい

る。 例 えば,一 連 の論 説 が,特 定 の方針 に対 し,賛 成 の立 場 を と るの か,

反 対 の 立場 を とるの か,そ れ と も中 立 の立 場 を と るの か を 判 断 したい 場 合

に,内 容 分析 は そ の 客観 的 な 判 断基 準 を提供 して くれ る。

近 年,内 容分 析 は 国 際 政 治 の 研究 分 野で盛 ん に利用 され て き た が,そ の

理 由 の1つ には,内 容 分 析 の もつ,厳 密 で数 量 的 な 史料 操 作 の有 効性 が あ

る。 国 際政 治 の 分野 で過 去 の政 策 決 定 の プ ロセ スを数 量 的 に分 析 す る場 合

既 存 の史料(公 文 書,政 治 の発 言 記 録,新 聞記 事)の 数 量 的 分析 が必 要 だ

か らで あ る。 さ ら に内 容 分 析 が関 心 を ひ いた のは,国 際政 治 の 中で の コ ミ

ュニ ケー シ ョンの 役 割 が認 識 され,メ ッセ ー ジが 当事 国 あ るい は 相手 国 と

の 関係 にお い て,さ ま ざ まな 形 で分 析 され て きた か ら で あ る。

内容 分 析 は 国際 政 治 の分 野 ば か りでな く,心 理 学,精 神 分析 学,民 俗 学,

文学,歴 史学,言 語 学な ど多 くの 分野 で研 究,活 用 され て きた手 法で あ る。

内 容 分析 と呼 べ る手 法 が最 初 に使 わ れ た のは,1900年 代 の アメ リカの

新 聞 調 査 で あ る。 当時 の調 査 は,ス ポー ツや フ ァ ッシ ョ ン とい っ た トピ ッ

ク ス に払 われ る関 心 を測 るの に,そ の話 題 に さか れ て い るス ペ ー スの 大 き

さ(コ ラ ム のイ ンチ 数な ど),紙 面 の位 置,見 出 しの 大 き さな どの形 で数

量的 に分析 す るの が普 通 で あ っ た。

政 治 学 の分 野 で内 容 分析 が用 い られ は じめた のは,1920年 代 か ら30

年 代 にか け て であ る。 ラ ス ウ ェル,ラ イ ツな どが,主 に プ ロパ ガ ンダ の研
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究 で,文 章 内 の言 葉 や 主 題 の頻 度 を数 え る とい う形 で 数量 的 な 分析 を試 み

た。も

第 二 次 世 界 大 戦 中 は,米 国 の 国 家的 要請 もあ り,内 容分 析 は敵 の メ ッセ

ー ジ を分 析 し,敵 国 の将 来 の行 動 を予 測 す る こ とに重 点 が置 か れ た。 この

時 期 は 宣 伝 の裏 に ひ そむ意 図 の 発見 とい う点 で長 足 の進 歩 を した が,理 論

的 な進 歩 は あ ま りな か った。

第 二 次世 界 大 戦 後 の1950年 代 に 入 る と,単 に言 葉 の数 を数 え るだけ で

な く,そ の言 葉 の 持 つ意 味 的 内容 まで考 慮 した 内容 分 析 の手 法 が,オ ズ グ

ッ ドに よ り開 発 さ れ た。 これ が2.3.2の(3)で 説 明 す る評 価主 張 分 析

(EvaluationAsertionAnalysis)で あ る。

1960年 代 には,ノ ー スは この 分析 法 をベ ー ス に した,コ ン ピュー タを

使 用 した 自動 内容 分析 法 を開 発 し,国 際 政治 に応 用 し多 くの成 果 を あげ た 。

ノー スの 開発 した この 分析 法 は 内容 分 析 の 発展 の可 能性 を 示 す もの と言 え

る。

2・3・2内 容 分 析 の 方 法

(1)頻 度 分 析(FrequencyAnalysis)

頻 度 分 析は 内 容 分析 の手 法 の中 で,最 も古 くか ら用 い られ て きた基 本

的 な手 法 で あ る。

この方 法 は,文 章 の 中 に繰 返 し出現 す る言 葉 または 主 題 の頻 度を 分析

す る こ と に よ り,筆 者 の意 図 とか,興 味 の対 象 を 分析 し よ うどす る もの

で あ る。 あ る主 題 が記 され て い る記 事 の件 数 を 時 系列 的 に調べ た り,ま

た そ の記 事 の 書 誌 デー タ との ク ロスセ クシ ョ ンを調 べ た りす る こ とに よ

り,有 益 な 結 果 が得 られ る。

頻 度 の カ ウ ン ト方法 を改 善す る ことに よ り,内 容 分 析 の精 度 を高 め,

よ り効 果 的 に使 用 す る こ とがで き る場 合 が 多 い。 そ の1つ は,カ テ ゴ リ

ー を 構 成 す る言 葉 に ,そ の重 要性 に応 じた ウ エ イ トを与 え,ウ エ イ ト化
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さ れ た頻 度 を カ ウ ン トす る方 法 で あ る。 言 葉 の重 要 性 を測定 す る方 法 に

つ い て は,オ ズ グ ッ ドな どに よ り,各 種 の方 法 が研 究 され てい る。

つ ぎは 言 葉 の分 布 に関 す る問 題で あ る。 出現 頻度 が高 い カテ ゴ リー で

あ っ て も,そ れ が1つ のセ ク シ ョン に集 中 してい る場 合 は,そ のカ テ ゴ

リー が文 書 を代 表 してい る とは 言い 難 い。 理想的 な指 標 は,出 現 の 頻 度

と分 布 の両 方 を考 慮 じた もので な け れ ばな らない。

(2)関 連性 分析(ContingencyAnalysis)

関 連性 分 析 は,頻 度 をカ ウ ン トす る とい うこ とでは,(1)で 述 べ た単 純

な 頻 度 分 析 と同 じで あ るが,そ の 目的 お よび形 態 は 異 な っ て い る。 頻 度

分 析 が,あ る言 葉 が何 回 出現 す るか を問 うの に対 し,関 連性 分析 は,あ

る言 葉 が 他 の言 葉 との 関 連 にお い て何 回 出現 す るか を問 う。 前 者 が単 純

な確 率 を問 題 にす るの に対 し,後 者 は条 件 付 の確 率 を問 題 にす る。

つ ま り,ど の言 葉 と言 葉,主 題 と主 題 が同 じ文 章 中 に出現 す るか を 調

べ る こ とに よ り,例 えば情 報 の 送 り手 の 連 想語 をつ き とめ,そ れか ら送

り手 の連 想 のパ ター ンを推 測す る こ とが可 能 にな る。

2つ の言 葉 また は 主題 の同時 出現 を記 録 す る文 脈 の単 位 と しては,"

XとYが5語 以 内 にあ る"と い うよ うに単 に語数 で 区切 る方 法,"Xの

前5語 以 内にYが あ る"と い うよ うに方 向 を も指定 す る方法,文 また は

文 章 の段 落,文 章 全体 とい う自然 な単 位 を指 定 す る方法,さ らには"X

がYの 修 飾 語 であ れ ば"と 云 っ た シ ンタ ック スで指 定 す る方 法 も考 え ら

れ る。

同時 出現 の 測定 の結果 は図2-1の よ うに関連性 マ トリックス として表

現 す る こ とが で き る。 この マ ト リックスの対角線 の左下 半分 には,実 際 に

測 定 さ れ た 同時 出現 確 率 が,ま た対 角 線 の右上 半 分 には,例 え ば カ テ ゴ

リーAと カ テ ゴ リーBが 同 時 に出現 す る期 待値 が 記 入 され る。 この期 待

値 はPA・PBで 計 算 され る。

も し実 際 の 同時 出現 確 率 が,そ の期 待 値 よ り大 で あれ ば,こ うした 事
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象 は偶 然 以 上 に よ く出現 す る,言 い か えれば,た とえ ばAとBは 関連 性

があ る と解 釈 され る。 偶 然 との有 意 性 の検 定 は カ イ 自乗検 定 な どの統 計

的 な 方法 に よ り検 定 す る こ とが で き る。

この 関連 性 マ トリ ック ス を用 い た 各種 の分 析 手 法 が開発 され てい る。
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図2-1関 連 性 マ ト リ ッ ク ス

期待値

(3)評 価 主 張 分析(EvaluationAssertionAnalysis)

あ る主 題 の 出現 頻度 を調 べ る だけ で は,そ の主 題 が筆 者 に よって好 意

的 に扱 わ れ てい るの か,中 立 的 な のか,あ るいは 敵対 的 な の か を知 る こ

とは で きな い 。 この よ うな筆 者 の対 象 に対 す る態 度 の強 度 を測 定 す るた

め に 考案 さ れた の が,オ ズ グ ッ ドの評 価 主張 分析 で あ る。

オ ズ グ ッ ドは,言 葉 の意 味 を そ の使 わ れ 方 に着 目 し分 析 した 場合,多

くの言 葉 に共通 す る基本 的 な 意 味 が見 出 され る こ とを発 見 した。 オズ グ

ッ ドは それ を,

「よい 一 わ るい 」 で代 表 され るEvaluation(E)

「つ よい 一 よわ い」 で 代 表 さ れ るPotency(P)

「Active-Passive」 で代 表 され るActivity(A)

と名 づ け,各 言 葉 の方 向及 び 強 度 を,各E,P,Aに つい て,十3か ら

一3の7段 階 の評 価 値 で表 わ した。

評 価 主張 分析 で は,ま ず文 章 を,
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① 誰 に よれ ば

② 誰 を

③ 何 に関 し て

④ ど う評価 して い る

の4つ の要素 を 含む 命 題 に 分 割 す る。 つ ぎに各命 題 単 位 に,命 題 に 含 ま

れ てい る評 価語 のE,P,Aの 評価 値 を求 め る。 命 題 に2つ 以 上 の評 価

語 が あれ ば,平 均 を とるな どの処 理が な され る。 つ ぎ に これ ら命 題 を,

主 体 または 客体 の 区 分 ごと に ま とめ,そ の平均 値 を求 め る。 こ うす る こ

とに よ り,AのBに 対 す る態度 の評 価値 が得 られ た こ とにな る。

●

2・3・3内 容 分 析デ ータ の 高 度 利 用

あ る文章,メ ッセ ー ジ につ い て 内容 分析 を試 み る場 合,そ の分 析 目的 は

そ れ らの 情 報 に表 現 さ れた メ エッセー ジ の送 り手 の意図,方 向性,態 度 の 強

さな どを よ り科 学 的 に,数 量 的 に 把握 し よ うとす る こ とで あ る。

と ころ で,あ る文 章,メ ッセ ー ジ を分 析 す る場 合,我 々は そ の意 図 の経

済 的,社 会 的,政 治 的状 況 を関 連づ け て分 析 しなけ れば な らな い ケー スが

多い 。 特 に複雑 な社 会 現象 を分 析 す る場 合 に は,多 くの 変数 間 の 関係 を 同

時 に分 析 し なけ れば な らな い。 こ うした ケー スに,内 容 分析 と合 せ 良 く用

い られ る手 法 に 多 変 量解 析,数 量 化理 論 な どの分析 手 法 が あ る。

また複 雑 な 国 際 関 係 を分析 す る場合 には,メ ッセー ジ の 内容 分析 と共 に,

シ ミ ュ レー シ ョン ・モ デル な ど も有効 に用 い られて きてい る。 国際社 会 環

境 にお け るほ とん どの メ ッセー ジ,す な わ ち 内容 分 析 の対 象 とな る情 報 は,

そ の受 け手 の反 応 を考 慮 して,送 り手 の 意 図 や方針 が表 現 され てい る。換

言 す れば,コ ミュニ ケ ー シ ョンを行 っ てい る二者 又 は二 国 間 が,互 い に相

手 の次 の行 動 を 自己 の 価 値体 系 の 中 で予 測 しな が ら,メ ッセ ー ジを送 っ て

い る と言 え よ う。

そ こで,自 己の 意 図 を相 手 に正 確 に伝 達 し,か つ その 目的,例 えば 輸 出
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の増 大,緊 張 緩和 を 達 成 し よ うとす る とき,何 ら か の形 で 相手 の 対 応行 動

を 予測 しな けれ ば な らない 。 この よ うな状 況 下 では シ ミュレー シ ョンが有

効 な 手 段 とな る。

各種 の 文 書,メ ッセ ー ジを 内容 分析 の手法 を 用 い て そ の意図 を さ ぐ り,

統 計的 手 法 に よ り,相 手 の置 か れ てい る環 境 を 把握 し,自 国 の もつ選 択肢

の うち,最 良の もの を見 い 出す た め に,そ の選 択 肢 を 変数 とした シ ミュ レ

ー シ ョンを 実 施 す る とい っ た,総 合 的 な シ ステ ム体 系 の構 築 が必 要 とされ

て こ よ う。

》

一24一



3.文 章 情 報 デ ー タベ ー ス総 合解 析 シ ステ ムの基本構想

31総 合 解 析 シ ス テ ム 像

3t1総 合 解 析 シ ステ ム の 概 念 像

前 章 で も述 べ た様 に,文 章 情 報 の コ ン ピュー タ可 読 媒体化,処 理技術 の向

上,及 び ハ ー ドウ ェア の機 能 向上,低 コス ト化は,今 後 ます ます 進展 す る

もの と思 わ れ る。

本事 業 では,そ れ ら の条 件 をふ まえ,コ ン ピ ュー タを有 機 的 に利用 す る

こ とに ょ り,大 量 の 文章 情 報 を 分析 し,事 態 の客 観 的 把 握,さ らに政 策 立

案,決 定 を行 う際 の有 力 左サ ポー トシス テ ムを 作成 す る こ とを 目指 す もの

で あ る。 但 し,初 め か ら高 度 な レベ ル の シス テ ムを 目指す もの では な く,

既 存 技 術 を もれ な く応 用 し,技 術 の 進歩 を適宜 と り入 れ られ る拡 充 性 を有

した シ ス テ ム とす る。

まず,内 外 の新 聞,本,文 献,報 告書 な どの文 章情 報 を 解析 し,そ の後

の 対 応 が 効果 的 に行 え る よ うな 文 章 情 報 デ ー タ ベ ー ス総 合 解 析 シ ス テ

ム とは どの よ うな もの で ある か とい うこ とに つい て考 え てみ た。

概 念 図 を 示す と図3-1の とお りで あ る。

こ こ では 基礎解 析,内 容 検 索 ・分析 の部 分が メイ ン と な り,知 識 ベ ー ス

作成 及 び翻 訳 部 分 はそ の サ ポー ト機能 とな る。 今後 は 日本 か ら海 外へ 情 報

を 出す 必要 性 が 生 じた り,こ れ まで以上 に海 外 の情 報 分析 の 必要 性 が 高 く

なる こ とが予 想 され,翻 訳 シス テ ムの重要 性 が,今 後 さ ら に増 加 す るこ と

が考 え られ る。

しか し なが ら,ど の部 分 を と り 出 して も,い くつ か の レベ ルが あ り,解

決す べ き問 題 も含 まれ てい る。

それ ら につ い ては3.3に 詳 述 す る。
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一 次 情 報

(内容分析対象の情報源) 知識ベース作成用情報源

」

口
[
○

○∪

二次情報

(集 約された情報)

内容検索と分析

検索結果
分析結果

図3--1

ス

成

一べ

作

識知

の

呂

知識ベ ース

(文 法規則 な どの辞 書類)

文章情報総合解析 システムの 概念図
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3.1.2基 礎 解 析

基 礎解 析 の 目的は,一 次情 報(広 義 の 内容 分析 対 象 とす る もの)に 情 報

の抄録,イ ンデ ックス,キ ーワー ド,構 文 解 析 や 意味 解析 結 果,文 章 中 に含

まれ る数 値 情報 の 抽 出,単 語頻 度数 な どの一 次 情報 の集 約 され た 情 報{二

次 情報)を 付加 し,デ ー タ構造 の一 元 化や 文章 情 報 の定 量 化 を行 うこ とに

よっ て,次 の ス テ ップで あ る内 容 分 析 が効 果的 に行 え る よ うに一 次情 報 を

解析 し蓄 積 して お くこ とで あ る。

本事 業 で 目指す よ うな 総 合的 な解 析 シス テ ムが存 在 し ない 現 状 で は,前

述 した 二 次 情報 の 中で,ど うい う解 析 が 効果 的 で あ るか とい う結 論 を 出す

のは 難 しい。 従 っ て,当 面 は翻 訳 技 術 の ノ ウハ ウを 利用 し た一 次情 報 の 一

元 化 と簡 単 な定量 化 に と どめ,効 果 的 な 内容分 析 の手法 が 明 確 化 して来 た

段階 で よ り よい二 次情 報 を 作成 す る方 向 で順 次発 展 的 に検 討す る のが よい

と考 え る。

図3-2基 礎解析 の概念 図

3・1・3知 識 ベ ー ス 作 成

知 識 ベ ー ス の 作 成 は, 基礎解析,内 容分析および翻訳 に必要 な辞書 類や
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シ ソー ラス を 作 成 す る もので あ るが,今 ま で の辞 書 や シ ソー ラス には な い

意味,.属 性 を 含 む こ とで,よ り事 実 に近 づ い た抽 出を 可能 とす る もので あ

る。

従 来,辞 書 や シ ソー ラス等 の 作成 は,手 作業 に よる ものが 多 く,期 間 や

費用 の 面 で膨 大 に なっ た り,担 当者 や作 成 時 期 に よ って,同 一 デ ー タか ら

作 成 した シ ソ ー ラ ス が 異 な る こ とが 生 じた り,時 間 を 経 るに従 って 辞書

や シ ソー ラスが 陳 腐 化 す る傾 向 に あ る。 こ の よ うな状況 を 改善 す るた め,

今 ま で の翻 訳 シス テ ム の技術,経 験 を生 か し,コ ン ピュー タ を利用 して,

辞 書 や シ ソー ラス な どの知識 ベ ー ス を 作成 す る こ とに よ って,期 間 お よび

費用 の 削減 や そ れ ら 自身 の増 殖 の 可 能性 を 容 易 に して,陳 腐 化 を妨 げ る こ

とが 当 シス テ ムの 目標 とす る とこ ろ で あ る。 また,最 近 の ハ ー ドウ ェ ア

も含 めた テ キ ス トプ ロセ ッサ技 術 な どの 向上 を併 せ て考 え る と,当 シス テ

ムの 開発 には 好 条 件 で ある と言 え る。

[口O
i[コ[l
L___________一 一_____」

ご 欝欝
図3-3知 識 ベ ー ス の概 念 図
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3.1.4内 容 検 索 と分 析

内 容 分 析 は,基 礎 解 析 の次 の ス テ ップ とし て行 われ る もの で あ って,次

の(1),(2)の よ うなこ とが らが 内 容 分析 の 効果 と して あげ られ る。 また,こ

れ らの 効 果 が よ り一 層 に有 効 と な り,利 用 者 に とっ て利用 しやす い 解析 シ

ス テ ム に機能 ア ッ プされ た り,改 善 され て行 くた め には,以 下 の(3)～(5)に

示 した こ とが 利用 者 か らの要 求 に基 づ い て随 時行 わ れ る必要 が ある。

(1)二 次 情報 か ら利 用者 が 内容 分 析 した い情 報 源 を抽 出す る。(母 集 団 の

抽 出 また は 内容 検 索)

(2)抽 出 した母 集 団 に対 して,利 用 者独 自の分 析 方法 を マ ンマ シ ン ・イ ン

タ ー フ ェー スで 実 行 した り用 意 され た手 法(例 え ば,統 計 的 手 法)を 利

用 して 分析 す る。

(3)母 集 団 の 再抽 出(変 更)を 行 う。

(4)利 用 者 が上 記 の様 に再 抽 出 した り,デ ー タを整 理 す るた め に辞書,シ

ソー ラス な どの知 識 ベー ス の増 殖 機 能や 追 加 また は 変 更 で き る マ ン ・マ

シ ン ・イ ン ター フ ェー ス を充 実 させ る。

(5)抽 出 され た結 果 を分析 す る手 法 の 充実 。

内 容 分 析 の現状 は,抽 出 したデ ー タを グ ラ フ化 した り,統 計 的手 法 で頻

度数 な ど を整理 し,そ の結 果 を 利用 者 独 自の考 え に基 づ い て分析 し,結 果

を導 き出 して い る場 合 が 多 い。 この こ とを考 慮 して,当 面 の シス テ ム化 の

課 題 と しては,情 報 の一 般 的検 索 と統 計 的 分析 手 法 の み とす るが,一 般 的

検 索 結 果 か ら行 っ た分 析 手 法 の な かで 効 果 的 な方法 で あ る とい う評 価 が で

きる よ うに な った もの につ い ては,随 時,機 械 化 し,分 析 方法 を 充 実 させ

てい くこ と を考 え る。
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デ ー タの

抽 出 また は検 索

(再 抽 出)

抽 出

デー タ

1分
1析

1結

已
L________」

図3-4内 容検 索 と分 析 の概 念 図

① 二 次 情報 か らデ ー タを抽 出 す る検 索 の ルー ト。 必 要 なら ば知 識 ベ ース

も利 用す る。

② 分析結 果を 他 シス テ ムで利 用 す る場 合(例 え ば,翻 訳 シス テ ム)の 携

帯 性 を考 慮 した と きの ルー ト。 な お,抽 出デ ー タにつ い て も他 シス テ ム

で利 用 す るこ とが 考え られ る。

3.1.5翻 訳 に つい て

情 報 には,日 本 語 の 文 章 ば か りで な く海 外 の もの も存 在 す る。 内外 にお

け る 日本 の状 況 を 考慮 す る なら ば,日 本 語→ 外 国語,外 国 語→ 日本 語 の 両

方 向 へ の翻 訳 が重 要 な こ とは い うまで も ない。 日本 語⇔ 欧 米 語以 外 の 翻 訳

は,翻 訳 者 が 少 ない とい う点 を カバ ー した り,巾 広 い情報 を収 集 す る とい
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う意 味 で 機 械 翻訳 の 必 要 が あ る。 また,日 本 語○ 欧 米語 の翻 訳 は,多 量 の

デ ー タか ら早 く,適 切 な情報 を得 る とい うた め には機 械 化 の必 要 が あ る。

こ の シス テ ムに お け る翻 訳 機 能 では,海 外 の情 報 を 日本 語 で検 索 し,分

析す る ため には 日本語 へ の翻 訳 が 必要 であ り,結 果 を 海 外へ 知 らせ る とい

うた め には,日 本 語→ 他 国語 へ の 翻 訳が 必 要 と なる。

■

32シ ス テ ム 機 能

3.2.1シ ス テム 機 能 の概 要

内外 の 新 聞 ・雑 誌 等,文 章情 報 有 効 利用 の要 求が 高 ま って き てい る。 こ

の た め には コ ン ピ ュー タ処 理 の過程 で個 別 デ ー タを取 り出す一 般 的 な情 報

検索 機 能 に加 え て,文 章情 報 デ ー タベー ス か ら何 ら か の 潜 在 的 な事 象 ・傾

向 を とらえ られ る統計 的'意 味 論 的手 法 に よる総 合 解 析 機 能 が 重要 と なる。

この た め に具 備 す べ き シス テ ム機 能 は 以下 の とお りで あ る。

これ ら の 文章 情 報 デ ー タベ ース を検 索 ・解 析 利用 す る た め には,あ らか

じめ二 次 情報 と して圧 縮 加工 して蓄 積 して お く必要 が あ る。 一 般 的 に は こ

の作 業 は 大 部 分 を 人手 にた よ ってい るが,し か し,人 手 では 多大 な経 費 ・

期間 を要 し,か つ 個 人 差 な どに よる精 粗 の ば らつ きに 問 題が あ る。 こ れ を

避 け るた め には,可 能 な限 りコ ン ピュー タに よ り自動 化 す べ きで あ る。 こ

の場 合,現 状 で不可 能 な部 分は 人 間が 介 在 して担 当 し,将 来 技 術 の進 展 を

み な が ら段 階 的 に機 械 側 に移 行 して い く方 法 に よ り実 用 的 な シス テ ムを 目

指 す こ とが 重要 で あ る。

二 次情 報 へ の加 工 機 能 として 次 の ものが あげ られ る。

・単語 の 切 り出 しと 品詞認 定

・キー ワー ドの 自動 抽 出

・事 実 の抽 出 及 び 自動 イン デ ックス作成

●シ ソー ラス の 自動 生 成

・数 値 情 報 の取 り出 し
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これ ら の二 次 情 報 は,一 次 情 報 と共 に蓄 積 され,情 報 の検 索 ・分析 に利

用 され る。

検 索機 能 は 通 常 の キ ー ワー ド,シ ソー ラス を用 い た検 索 に加 え て,キ ー

ワー ドの 文 中 での 役 割 りを 加味 した検 索 機 能 に よっ て検 索 効 率,精 度 を上

げ るこ とが で きる。 検 索 機 能 に よ り文 章 情 報 中 の書 誌 的 情報,'記 事 抄録 ・

全 文 あ るい は 分析 を 行 う主題 に関 して の母 集 団 デ ー タが 出 力 され る。

分 析機 能 は キー ワー ド(単 語)の 出現 頻度 を ベー ス と した 出現 頻度 分析

・時 系列 分析 ・相 関 分析 あ るい は 文や 文 章 を 対 象 と した 意 味 論 的 分 析 に よ

り,大 量 の 文章情 報 の中 か ら,諸 現 象間 の 関係 を明 らか に した り,共 通 の

意 味 内容 を ひ き 出 し,総 合 判断 の 素材 を 提 供す る機 能 で あ る。 各 種 の 分析

手法 を パ ッケ ー ジ化 し てお き,容 易 に利 用 可能 に し てお く必 要 が あ る。

近年,機 械 翻訳 も実用 に近 づ い て き てい るの で,検 索 結 果 の 出力 に あ た

って 欧 米語 の 書誌 的 情報,抄 録,全 文 な どは 機械 翻 訳 シ ス テ ムに よ り日本

語 に翻 訳 し,対 訳 的 に 出力 表示 す る こ とに よ り利 用 の 便 宜 を は か る こ とが

で きる。 また,検 索質 問 中 の キ ー ワー ドを 日本 語 で 指 定 して,欧 米 語 の文

章情 報 デ ー タベー ス を検 索 で き る機 能 もあれ ば便 利 で あ る。

文章 情報 の 中 には,数 値 情 報 が含 まれ てい る場 合 が 多 い 。 これ らの 数値

情報 は 速報 性 が あ り,ま た 文章 情報 か ら得 られ る情 報 を 補 足 す る役 割 もあ

る。 これ ら の数値 情 報 を 抽 出 して,適 当 な キー ワー ドを 付 し て蓄 積 し,有

効 利用 す る機 能 も考 え られ る。

3.2.2機 能 別 サブ シス テム

3.22.1基 礎 解 析

基礎 解 析 は,検 索 ・分 析機 能 の た め に文 章 情報 の 内容 を解 析 し て,二

次情 報 と して圧 縮 加 工 ・蓄積 す る機 能 で あ る。

(1)一 次 情 報 の入 力

す で に機 械 可 読 とな って い る一 次情 報 は,本 シス テ ムで の蓄 積 ・利
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用 の た め に標 準 化 して お く必 要 が あ る。 す なわ ち各 情 報 源 の情 報 構 造

は 固有 の形 とな って い る ので,以 後 の 利用 の た め に,こ れ を 統一 した

情報 構 造 へ 変 換 す る機 能 で あ り,一 次 情報 源 と して全 文 を 蓄 積 した り,

基礎 解 析 の入 力 とす る た め の サ ブ ・シス テ ムで あ る。

(2)単 語 の切 り出 しと品 詞認 定

文章 中 か ら単語 を切 り出 す機 能 は,以 後 の単 語 を ベー ス と した 処 理

の前 提 と在 る もの で あ る。 欧 米 語 文 章 の場合 には,単 語 の間 は ス ペー

ス で区 切 られ てい る の で,単 語 切 り出しそ の ものは単 純 な機 能 で あ る。

一 方 ,日 本 語 文章 の場 合 には,わ か ち書 きな どの ない 自然 文 形式 を 対

象 と してい る ので,単 語 の切 り出 しは高 度 な処 理 と なる が,人 手 では

画 一 的 な繰 返 し作 業 とな る の で,当 然 機 械 に よる 自動 化 を考 え る 必 要

が あ る。

単 語 認 定 の 方法 は,1つ の方 法 のみ で完 全 には で き ない。 文字 種 の

変 り目,辞 書 マ ッチ ン グ及 び 文 法 規 則 に よ り付 属語 ・活 用語 尾 な どを

検 出 して,他 の語 を文 型 パ ター ンか ら認定 す る方法 な どを 折 り混 ぜ て,

精 度 を 上 げ るこ とが で きる。

また,こ の過程 で辞 書 マ ッチ ン グの とれ なか った語 を未 登 録 語 とし

て フ ァ'イル して お き,単 語 管 理 に利 用 す る こ と も考 え られ る。

(3)キ ー ワー ドの 自動 抽 出

文 章 情 報 デ ー タベ ース の 内容 を検 索 あ るいは 分類 す る 際 に使 用 す る

キー ワニ ドは,通 常,人 手 に よ り適切 なキ ー ワー ドを 選 定 し て,こ れ

を索 引 に使 用 し て い る。 し か し,膨 大 な量 の情 報 源 が 対 象 の場 合,

人手 で は 費用,期 間 が か か り過 ぎ,ま た 個 人差 な どに よ る違 いが 生 じ

る とい う問題 が あ る。 した が って キー ワー ド付 け に お い て も機械 に よ

り自動 化 す る必要 が あ る。

一 般 に,文 章 中 で そ の主 題 との相 関の 深 い語 は 出 現 頻 度 が 高 い の で,

文章 中 で のそ の単 語 の 出現 頻 度 を 調べ,統 計 的 処理 に よ り,あ る一 定
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の 基準 値 の範 囲 内 に ある単 語 を キー ワー ドと して 自動 的 に抽 出す るこ

とが で き る。 こ の場 合,付 属 語(助 詞 ・助 動 詞 接続 司,英 語 の 冠詞

・前 置 詞 な ど)は 出現 頻 度 は 高 いが,明 らか に主題 とは あ ま り相 関が

な い の で不 要 語 と して捨 て る こ と に なる。

また 自動 抽 出の 効率 を上 げ るた め に.活 用 語 尾 変 化 や 同義 語 を 代表

語 に置 き替 え て キー ワー ドとす る こ と も必要 で あ る。

更 に1自 動 抽 出 した キー ワー ドの妥 当性 の確 認 の ため に人手 に よ る

チ ェ ック機能 を 組み 込 ん でお くこ と も必 要 であ る。

(4)事 実 の抽 出及 び 自動 イ ン デ ック ス作 成

抽 出 した キー ワー ドに関 し て,該 当文 で の述 語 処 理 を施 し,主 体 ・

客 体 ・場 所 ・時 間 ・手 段 な どの意 味 的役 割 り属 性 を 付 与 し二(,レ コー

ドと し て収 納 す る。 これ ら の文 レベ ルで の レ コー ドを 文 章 レベ ルで 組

み合 わせ て,1つ の構 造へ ま とめ上 げ,イ ンデ ックス を作 成す る。 こ

の処 理 は,人 間 の介 在 に よ り曖 昧性 の解 決 や 編 集 を手 助 け して や る必

要 が あ る。

(5)シ ソー ラス の 自動 生成

一 般 に ,検 索 効 率 を上 げ る た め に シ ソー ラス辞.書が 使 用 され るが,

この シ ソ_ラ ス の作 成 に あた って も,人 手 に よ る個 人 差 を 避 け るた め

に,機 械 に よ る 自動 生成 機 能 を 用 意す る こ とが で き る。

これ は,あ る語 とあ る語 の 同 じ文献 中 で の 出現 度 合 を調 べ 関連 係数

を求 め て,確 立モ デ ル な どの統 計 的 手 法 に よ り階 層 関 係 や 関 連概 念 と

し て,シ ソー ラス を 自動 生 成す る機 能 で あ る。 この場 合 の 自動 生成 の

精 度 を 高 め,よ り実 用 を め ざす た め に,機 械 に よ る 曖 昧 さ を 人間

が 補 助 す る ヒ ュー マ ン ・エイ ドの 操 作 を前 提 とす べ きで あ る。

㈲ 数 値 情 報 の取 り出 し

これ は,文 章 情 報 の 中 に埋 もれ て い る数 値 デ ー タを構 文 解 析 に よ り

抜 き出 して,適 当 なキー ワー ドを付 与 して蓄 積 し,有 効 利用 す るた め
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の機 能 であ る。 これ らの数 値 デ ー タは,定 期 的 に発 表 され る統計 ・指

標 デ ー タとは 異 なる観 点 で の 利用 が 期 待 で き る。

3.2.2.2.知 識 ベ ース

これ は 基礎 解 析 ・内容検 索 ・内容 分 析 あ るい は 機械 翻 訳 の際 に使用 さ

れ る辞 書 類 や 文 法規 則 な どの集 合 で あ る。 また,よ り高 度 な利用 を実 現

す るた め には,一 般 知 識 を も含 まれ よ う。 そ して,こ れ ら の知 識 ベ ー ス

の 維 持 管 理 を 行 い,常 に質 的 拡 充 を は か るた め の サ ポー ト ・シス テ ム

の 完 備 が 重要 で あ る。

知 識 ベ ース に 含 まれ る辞書 類 には,概 略 次 の ものが 考 え られ るが,必

ず しも 明確 に区 分 で き る もの で は ない 。

(1)単 語 切 り出 し用 辞 書 一 現在,国 語 辞 書 が機 械 可 読 と なっ てい る の

で,こ れ を一 般 語 と して,あ ら か じめ登 録 し てお くこ とが で き

る。 また 専 門用 語,活 用 語 尾,文 法 規 則 な ど も含 まれ る。 専 門

用 語 な どは,一 次情 報 に よ り増 殖 が可 能 で あ る。

(2)シ ソー ラス 辞 書 一 主 題 別 の シ ソー ラス辞 書で あ り,一 次情 報 に よ

り増 殖 ・改 訂 す る こ とに よ り陳 腐 化 を防 ぐこ とが で き る。

(3)機 械翻 訳 用 辞 書 一 機 械 翻訳 時 に使 用 され る辞 書 で あ り,一 般 の辞

書 を ベー ス に フ ァイ ル化 され た もの に加え て,特 定 分 野 辞 書 も

必要 と なる。

3.2.2.3.内 容検 索 と分析

(1)内 容 検 索

キ ー ワー ド,シ ソー ラス を用 い て該 当 す る文献 の個 数,書 誌 情 報 ・

記 事 抄 録 及 び 記事 全文 な どを 出 力す る通 常 の情報 検 索 機 能 で あ る。

ま た,上 記 の機 能 に加 え て,キ ー ワー ドの文 中 で の役 割 属性 を 加 味

した 検 索 も可 能 で あ る。 更 に,こ の機 能 に よって 後述 の 統計 的 分 析用

の入 力情 報 の 母 集 団 を得 る 機 能 も重 要 で ある。

運 用 面 では,一 次情 報 が 入 力 され る都 度 に あ らか じめ用 意 され た 特
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定 テ ー マ に 関 し て の質 問 に 答 え るSDI(SelectiveDissemina-

tionofInformation)的 な検 索機 能 も必要 となろ う。

(2)統 計 的 分析

前 述 の二 次情 報 の 中 か ら,必 要 に 応 じて,検 索機 能 で特 定 主 題 に関

す る デー タを抽 出 して,キ ー ワー ド(単 語)の 出現 頻 度 ・出現 属性 を

ベー ス に して ,各 種 統計 分 析 手 法 に よ りキー ワー ドの 示す 諸 特 性 同志

の種 々 の関 係 を明 らか にす る こ とに よ り,情 報 の集 約 ・整 理 を 行 う

機 能 で あ る。 これ に よ っ て,膨 大 な文 章情 報 の中 か ら,現 実 の新 し い

徴 候 を 見い 出し た り,仮 説 の立 証 のた めの 素 材 を得 るこ と等 が で き る。

分 析 の 特性 デ ー タ と しては,単 語 レベル のみ ならず,文 ・文章 ・テ

キス トレベ ルで の概 念 を 対 象 とす るこ とも考 え られ る。

分 析 手 法 と しては,下 記 の も のが考 え られ る。

・各種 の多 変 量 解 析(主 成 分 分析 な ど)

・数 量 化 理 論

・グ ラフ理論 な ど

運 用 面 では,こ れ ら の各 種 の 分析 手 法 や デ ー タを 自 由 に変 え て試 行

錯誤 が 可 能 な よ うに,手 法 の パ ッケー ジ化 や オ ン ラ インで の利 用 を 考

慮 して お く必要 が あ る。

3.2.2.4.機 械 翻 訳

検 索結 果 の 出力 に あた っ て,欧 米 語 の書 誌的 情 報,抄 録,全 文 な どは

指 定 に よ り 日本 文 で の表 記 も とれ る よ うに,機 械翻 訳 シス テ ム に よ り日

本 語 に翻訳 出 力す る機能 で あ る。 こ の場 合 に,機 械翻 訳 の結 果 を手 直 し

す る手 間を 省 くた め に欧 米 文 も対 訳 的 に並 記 した 形 式 が望 ま しい。

また,欧 米語 の文 章 情 報 デー タの検 索質 問 中 の キー ワー ドを 日本語 で

指 定 で きる機 能 も利用 者 に と って は便 利 で あ る。

一36一



33シ ステ ム開 発 へ の課 題

33.1文 章情 報 の 特 性

前 節 まで で提 示 され た 総合 解 析 シス テ ム の構 想は,多 様 化 す る情 報 資源

の 効果 的 活 用 の た めに,大 量 か つ 多 種 多様 な情報 の中 か ら意 図 す る ものを

把 握す るこ とを 可 能 とす る もので あ る。 そ の 為 には,文 章 情 報 の様 な豊 富

な内容 を有 しつつ も,不 均 一 であ り,曖 昧性 を もつ 情 報 を計 算機 上 で,明

確 に論 理 的 な情 報 構 造 と して表 現 し操作 す る技術 が 必要 不 可 欠 と なる。 そ

の よ う な技 術 の上 にた って初 め て,① 利 用者 に よる文 章 情 報 な どに対 す る

内容 分析 の 機 能,② 計 算 機 が一 次 情 報 か らそ の 内容 を 抽 出 し,加 工 ・蓄 積

す る 基礎 解 析 の 機 能,③ 一 次情 報 や 加工 ・分析 結果 の諸 情 報 を 各 国語 に翻

訳す る為 の 自動 翻 訳 機 能,④ これ らを可 能 にす る為 の知 識 ベ ース等 の 諸機

能が 実 現 され る と言 え る。

33.2文 章 中 に出 現 す る 語 の 利用 の為 の課 題

シス テ ムが 文章 情 報 を ど の よ うな情 報構 造 と して抱 え るか とい うこ とは,

そ の シ ステ ムが文 章 情 報 か ら どの よ うな情報 を抽 出 し蓄 積 す るのか とい う

こ と と一体 であ る。 自動 イ ンデ ックス作成,シ ソー ラス検 索,定 量 化分 析

を行 うた め には,文 章 あ るいは 文 中 で の語 の 出現 を も と として文 章 情報 を

抱 え る とい う手法 が 有効 で あ ろ う。入 力情報 中 で 出現 した 語 を収 集 し,編

集 す る こ とに よ っ て,語 の 出現頻 度 の蓄 積 や性 格 付 け な ど を実 現 す る こ と

が で き る。 こ の と き,出 現 した(あ るいは 抽 出 され た)語 の各 々に属性 を

付 与 す る こ とが必 要 で あ る。 そ の よ うな属性 情報 とし ては,入 力 され た各

種書 誌 的 情報 と入 力 に対 し てあ らか じめ先験 的 な もの と し て与 え られ る知

識 ベ ー ス 中 の情報 との二 つ の レベ ル が 考 え られ る。 た だ し,こ れ らは 独立

な もの では な い。 出現 した語 に対 し て辞 書 か ら属 性 を 抽 出す るに あ た つ て
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は,照 合 され た語 そ の もの と と もに,そ の語 が含 まれ た 文章 情報 の属性 も

考 慮 され な け れば な らない 。 また,出 現 した語 の集 合 に対 しては,文 章 情

報 や文 に対 す る語 の 同時 出現 と言 う関係 も,付 与 され る。

これ を 計算 機 上 で 表現 す る為 には,各 種 頻度 や 包 括概念 を用いたサ マ リー,

属性 な どか ら生 まれ る 自然 力 イ ンバー デ ッ ドス トラ クチ ャ,同 時 出現 や 同

一 属 性 ,そ れ に概 念 関 係 な どに よる レコー ド間 の リン ク と云 った事 柄 を反

映 した ダ イナ ミ ック な 情報 構 造 を実 現 し 左け れ ば 左 らな い。 そ の 為 にはデ

ー タ構 造 と して の リレー シ ョナ ル モ デ ル の概 念,数 値 情 報 な どで現 在 イ

ン プ リメ ン トされ て い るデ ィシ ジ ョン ・サ ポー ト ・シス テ ムに お け る経 験

な ど も援 用 す るこ とが で き る。 δ

こ の よ うな シス テ ムを実 現 す る上 で は,十 分 な規 模 を もつ シソーラス辞書,

文法 規 則 等 の知 識 ベ ー ス を用 意 す る必要 が あ る。

シス テ ム開 発 は 当 初 か ら大 規模 な辞 書 を用 い る こ とを 前 提 にす る の では

な く,単 語 抽 出等 を 行 うに足 る比 較 的作 成 が容 易 に で き る辞 書 か ら整 備 し,

次 のス テ ップ とし て,語 形 変 化 熟語 や 複合 語 の 問題 を 解決 す る形 態 素 ヒベ

ル の処 理 を行 うた め の 大規 模 な辞 書 の 作 成 とそ の 辞 書 を 利 用 す る シス テ ム

を開発 す る必 要 が あ る。

抽 出,イ ンデ ク シ ン グ,解 析 とい っ た必 要 な プ ロセ ス に辞 書 を利 用 す る

場合,形 態 素 レベ ル で の 認定 の曖 昧 度 の問題 な ど解 決 す べ き技 術 的課 題 は

残 る に して も,実 用 上,種 々の ソ フ トウ ェア技 術 や 運 用 体 制 で 適 切 に対 応

す る こ とに よ り,ア ル ゴ リズ ム上 の 問題 は 殆 ど解 決 す るこ とが で き る。 む

しろ,辞 書,シ ソー ラス の メイ ンテ ナ ンス の問 題 に留 意 し なけ れ ば なら 左

い。 日々 に増 大 し,そ の 意 味,関 係 も分 野 と時 間 経 過 に よ り変 化 す る単 語

や,処 理 中 で発 生す る未 登 録語 の処 理 を 自動的 に行 うシス テ ムの構 築 が 必

要 で あ る。

そ こ で,辞 書,シ ソー ラス の 作 成 に当 っては,ま ず 堅 固 な 予備 分析 か ら

は じめ る必 要が あ る。 す なわ ち,そ の フレー ムの設 定 ・概念 のカテ ゴ リー化
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(属 性付 与 規 則 の決定)お よび 辞 書 中 の リレー シ ョン の策定 を 行 うと と も

に,語 が 多義 性 を もち,適 用 分 野 に よって もそ の優 先度 が 異 な る とい う点

を反 映 させ る 手段 を考 え なけ れ ば な らない。 こ の よ うな辞 書 作 成 の為 の 分

析 作 業 を,そ の辞 書 フ ァイ ル の使 われ る用 途 に応 じて行 うこ とに よ り,は

じめ て実用 に耐 え うる辞 書 を作 成 す る こ とが で き る。

333文 章 の 意味 内 容 の解 析

前 項 で述 べ た語 の 出現 に基 づ くシス テ ムは,元 の文 章 情 報 に表 現 され た

豊富 な情 報 の中 で,そ の極 く一 部 を なす 情報 を と りあげ て きた にす ぎ ない 。

内 容分 析,内 容検 索 で語 を 対 象 と して扱 う場合 にお い て も,文 中 で のそ

の語 の使 われ 方 や役 割 が 重 要 に な る こ と も多 いで あ ろ う。 例 え ば,同 じ

「レ ー ガ ン大統 領 」で あ って も,「 レー ガ ン大 統領 が 批 判 した 」と 「レー

ガ ン大 統 領 を批 判 した 」では,同 じ扱 いは で き 左い。

また;文 章 情報 か ら 「賛 成 」,「 反対 」 とい う2語 が 抽 出 さ れ て も,

「賛成 」 と 「反対 」 が あ った のカ㍉ 「賛 成 」 か ら 「反 対 」 に変 わ った のか

な どは判 らない 。

更 には,文 章 情報の 中である人物や団体が肯定的に扱われ ている のか・

否定 的 に扱 わ れ て い る のか とい う点 は,語 の 出現 は も と よ り,そ の語 の 出

現す る文 単 体 で 明示 的 に示 され る とは限 ら ない 。

また,文 章情報 の主題,主 張 を と り出す 為 には,語 を と り出 した だ け で は

殆 ど無 力 で あ る だけ で な く,主 題 の 語 自体 が 単 語 と して表 わ れ てい るか 否

か も疑 問 で あ る。

この よ うに,語 の 出現 現 象 を も と とした処 理 で は,そ の不 十 分 さが 統計

的 に 丸め られ る とい っ た類 の ア プ リケ ー シ ョンの場合 に,そ の 妥 当性 を あ

る程度 検 定 しなが ら用 い る とい った 考慮 が 必要 で あ る。

発 展的 な文 章 情報 デ ー タベ ース 総 合 解析 シス テ ムの実 現 過 程 は.文 章 情

報 中 か ら抽 出 され た語 の集 合 に かか わ る諸技 術 を も とと した シス テ ムか ら

出発 し,文 章 情 報 の 内 容 の 自動把 握 技 術 を 順次取 り込 ん で ゆ くもの と なる。
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そ れ では,文 章 情 報 か ら の意 味 内 容 の抽 出 を どの よ うに して,実 用 とい

うフ ェーズ で実 現 して い くか を 見て い こ う。

文 学 作 品 な どは 別に して,各 種業 務 で 必 要 な事 実 情報 を扱 う場 合,文 中

の述 語 とそ れ が 支 配 す る 格 とい う構 造 で 文 を把 え る のが,最 も一 般 的 に考

え られ てい る 手法 で あ る。 こ の よ うな 文 の 構造 の 自動 的 な把 握は,現 状 の

構文 解 析 技 法 を用 い る こ とに よ り,十 分 実用 に耐 え うるで あろ うこ とが 予

想 され る。 勿 論,こ こで 構 文解 析 は 「文 法 論 」の範 囲 内 に拘 泥す る必 要 は

な く,意 味 論 的,語 用 論 的 な メ カニズ ムを も取 り込 んだ もの に なる。

こ の よ うな格 支配 の構 造 を考 え る と き.述 語(『 行 為 』な ど)に 対 し,

そ れ が 受 け る 格 が 分類 され る。 例 え ば あ る動 詞 に対 しては蛤 そ れ が 支配 す

る 『 目的語 』や 『(前 置 詞)+(意 味 カテ ゴ リ)』(日 本語 左らば,『(意

味 カテ ゴ リ)+(助 詞)』 な ど)の 集 合 を 定 め ると い うこ とで あ る。

これ は 裏 返 す と,名 詞 な どの意 味 カテ ゴ リを決 定 し てお くと い う事 で も

あ る。 そ の よ うな意 味 カテ ゴ リは,個 々 の名 詞(個 体,概 念 な ど)の 上 で,

構造 を もった レ コ ー ドとして表 現 され よ う。(こ れ が,シ ソー ラス の構 造

と分類 ・内容 を 定 め る こ と にほぼ 対 応 し てい る とい うこ とに も注 意 され た

い)こ こ で,名 詞 あ るい は複 合 語 の問 題 に も着 目し なけ れば な ら ない。 種

々の属 性 を も った 名詞 が どの よ うな規 則 で ま とめ上 げ ら れ,総 体 と して ど

の よ うな意 味 カ テ ゴ リに なっ て ゆ くか とい う点 は シス テ ム開発 に際 して検

討す る必要 が あ る。 また,述 語 として行 為 が 表現 され る だけ でな く,名 詞 句

や名 詞 自体 が そ の文 で の叙 述 の 中心 と なるべ き述 語 の役 割 を担 う場 合 が 多

い。 例 え ば,「 会 議 が 行 わ れ た 」 は,「 行 う」 を 行 為 と して取 り上 げ

て も,何 ら情報 と しては 有 効 と な らない 。 こ の場 合鍵 は 名詞 の 中 に 総 て含

まれ てい る。 こ の 意味 で も単 な る構 造 の解 析 だけ では,実 用 上意 味 が ない

こと に な る。

これ ら の事 は,文 を処 理 単 位 と した 技 術 で あ るが,実 際の 処理 対 象 と左

るのは 文 章 レベ ルで あ る。 内容 分 析 な どの た め に文 章 情 報 の 表現 し てい る
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と ころ の もの を得 る には,文 の並 び,叙 述 の並 びを一 つ の構 造 と して ま と

め上 げ る必要 があ る。 こ の 過程 も純 理 論的 には い くつ か の研究 が 為 され て

い るが,本 シス テ ムの 開 発 にお い ては,あ る意味 で割 り切 った 分 析 に よ り,

実 用 化を 図 ら なけ れ ば な ら ない。

個 々の 文 には,上 に 述べ た 工 うに,解 決 す べ き問 題 は 残 って い る もの の,

セ マ ンテ ィ ック ・ネ ットワークや フレー ム構造 な どで 表 現 す る こ とが 出来 る。

シス テ ム ・イ ンプ リ メン トに 際 し て の分析 に よ り指 示 代 名 詞 や語 の 省 略

(不 足 してい る 「必 須 格 」,他 の 情報 に よ り埋 め 込み 可 能 に な って い る

「任 意格 」な ど)に 対 す る文章 中 の他 の場所 から の 引用 や 暗 黙 値 の 採 用 を

す る こ とで対 応 出来 るで あ ろ う。 そ れ に加 え て,文 の並 び(で きれ ば,意

味構 造化 され て い る と し て)を,時 間 的経 過 関 係,因 果 関係,並 列 関 係 と

い った 関係 に よ りつftぎ 合 せ,1～2の 構造へ とま とめ上 げ る必 要 が あ る。

例 え ば,一 人 の人 物 を テ キス ト中 の 文 の並 び につ い て追 跡 し,そ の テ キス

トで 表 出 され てい る各 種 情報 を そ の 人物 に関 す る.情報 と して抽 出 し位 置 付

け る こ とを,ど の よ うに し て実 現 で きる か とい う事 で あ る。

334文 章 か ら の内容 抽 出 のた め の課 題

文 章 情 報 の 意味 内 容 を抽 出 し解 析 す る 為 には,そ の 文 章 情 報 を どの 様 に

把 握 す るか とい う立 場 を 明確 に してお くこ とが 必要 で あ る。 これ は 文 章 情

報 中 の何 に着 目し,何 を取 り出 した い の か とい う事 と同 じで あ る。文 章 情

報 自身 に は そ こ で先 に述 べ てい る1つ 又 は複数 の事 実 あ るい は 主 張 や,同

時 に文 章 情 報 か ら派 生 し て理 解 され るい くつ かの事 実 あ るい は 主 張 が 含 ま

れ る。 そ れ らの どれ も,機 械 的 に 取 り'出す のは 必ず し も不可 能 で は 左 い。

しか し,そ れを 一般 的 に 見 てい る限 り,内 容 分析,内 容 検 索 の対 象 と して

の情報 構 造 として具 体 化 し て下 りて くる こ とは ない 。そ こ で,文 章 情報 か

らの 内容 抽 出 に関す る実 用 の場 か らの 分析 作業 が 必 要 とな る。 そ れ は 机上

での,あ るい は 各種 サ ポー ト ・ツー ルを用 いた 分析 と,基 礎 資 料 の作 成 で
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あ る と共 に,具 体 的 に シス テ ム に組 み 込 ん で動 か す こ とに よ る経験 の蓄 積

で も なけ れ ば なら な い。 これ は,辞 書(シ ソー ラス)の 作成 の た め の作業

とも密 接 な関 連 を持 ってい るこ と も考 慮 しなけ れ ば なら ない。

こ こ で,次 の様 な 項 目が実 用 の 中 で具 体 的 に明 らか にす る必要 が あ る。

① 明 示 的 な述 語 とそ の支 配す る出現 し た格 とい う把 握 で どこ ま で 文 の 内

容 を 抽 出す る こ とが可 能 であ るの か を検 定 す る。

② 設 定 す べ き意 味 カテ ゴ リーは どの よ うな もので実用 上 十 分 で あ るの か を

確 か め る。 ま た意 味 カテ ゴ リーは各 々の語 に対 して どの よ うな構 造 を もっ

て付 与 され るか を決 定す る。

③ 「行為 」は どの よ うな格 を とる の か を 整理 す る。 これは ② と分離 不 能

な もの で あ る。

④ 名 詞 句 の 構成 を 分 析 し,そ の 扱 い を 明 らか にす る必 要が あ る複 合 語 の

問題 や 日本 語 に お け るサ変 名 詞(「 す る 」が 付 い て動 詞 化す る名 詞)な

どの 扱 いの問 題 も 同様 に解 明 し 左け れ ば な ら ない。

⑤ 実 際 の 文 章 につ い て,文 脈 か ら の判 定 方法 を 検 定す る。 同 じ く暗 黙値

の設 定 は 各 ア プ リケー シ ョンに おい て どの よ うに想定 され,そ れ が満 足

のゆ く結 果 を得 る のか を 確 か める。

⑥ 文の 並 び を,所 定 の 内容 につ い て追跡 す る こ とに よ って,文 章 情 報 か

ら の 内容 抽 出 を実行 し,そ の経 験 に よ りそ の 精度 を あげ てい く。

⑦ 文章 情報 の解析 の上 で必要 な 「知 識 」は どの よ うな もの で,ど の よ う

に し て文章 情報 の 自動 解析 に援 用 す る か を 決定 す る。

⑧ テ キス ト とそ の集 合 と して の文 章 情報 デー タベ ー スの 中 で,諸 事 実,

傾 向 な どを機 械 的 に 理 解 す る為 の構 造 を設 定 す る方 法 。 この た め には デ

ー タベー ス の リレー シ ョナル モ デ ル とし て想 定 す る こ とで あ る。 例 え ば,

個 体 や概 念 に対 して,意 味 カテ ゴ リや 属性 を付 与す る とと もに,そ こ に

ダ イナ ミ ックに 属性 値 を代 入 して い くメ カニ ズ ム と,事 象(叙 述)を 行

為 とそ れ が 受 け る格(辞 書 に お け る振 興 され た属 性 に対応 す る)と い う
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構 造 で 把握 し,実 現 す る こ とで あ る。 これ らの構 造は ア ル ゴ リズ ム との 接

点 に おい ては 文 法 規 則 な どの形 で も反映 され る。

335内 容分 析 と 自動 翻訳 技 術と の 関 連

解析 す べ き一 次 情報 は,必 ず しも一 カ国語 には 限 らない。 そ の 解析 を均

質 的 に行 うた め には,過 程 の どこか に 自動 翻 訳 の メ カニ ズ ムを 組み 込 む 必

要 が あ る。 また,シ ス テ ム内 部か ら離 れ て も,文 章 情報 デー タ ベー ス を保

持 す る と き,そ の なか の検 索,分 析 され た 情報 を 自国語 に,あ る いは 他 国

語 に 翻 訳 して流 布 す る とい う要 求 は,シ ス テ ム と して 答え なけ れ ば な ら な

い も の であ る。

前項 まで に述 べ た 文章 の 解析 機 能 の大 部 分は 実 は 自動 翻 訳 に必 要 な各 種

機 能 と本 質 にお い て同一 の もの で あ る。 文章 情 報 か らの 内容 抽 出の た め に,

文 章 情報 の内容 が 計 算機 の 情報 空 間上 に展 開 され うる とすれ ば,そ こ に翻

訳用 ツー ルを組 み 合 わせ る こ とに よ り 自動翻 訳 を実 現 す る こ とが で き る。

内容 分析 の た め の シス テ ム機 能 が,文 章 情 報 の よ り深 い構 造 に ま では い る

こ とは,自 動翻 訳 の メ カニ ズ ムが 深 い解 析 までは い るこ と と軌 を一 にす る。

従 って,翻 訳 シス テ ムと文章 解析 技 術 の開 発は,相 互 に共 通 的 な技 術 要

素 を用 い て行 うこ とに な る。

33.6課 題 解 決 の ため の展 望

以 上 に述 べ た種 々の課 題 は,現 実 的 には 前節 ま で で提 示 され た シス テ ム

の実 現 の過 程 の 左か で解 い てい くこ とに な る。 そ れ を総 合 解析 シス テ ムの

開発 の なか に位 置 づ け て お く。

(1)語 の抽 出,蓄 積 とそ の結 果 を 用 い た 内容 分析

文 章 情 報か ら語 を(辞 書 を 援 用 して)抽 出 し,種 々の 属性 を 付 与 した

デ ー タ ベ ー ス を 作 成 ・更 新 す る 。 そ れ に対 す る ア クセ ス を 行 うこ と

に よ り,内 容 分 析 の一 部 機 能 が 開 発 され る。 こ の と き,各 種 分 析 技 法 の
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開 発 は も と よ り,辞 書 の構 成 と内 容,デ ー タ ベ ー ス の 構 造 を 確 か め る

こ とが で き る。

(2)文 レベ ルの 内容 分 析

文 レベ ル の 分析 に よ り,述 語 とそ れ を 修 飾す る格 の 内 容 が取 りだ され,

文 レベ ル の叙述 レ コー ドが 作 成 され る こ と に よ る デ ー タベ ー ス が 構 築

され る。 こ こで デ ー タ ベ ー ス に 収 納 さ れ た 語 は,(1)に お け る 属性 の ほ

か に,文 め なか での 役 割 りと他 の語 との 関係 を も った もの で あ る。 そ し

て,(1)に お け る よ り も高 度 左検 索,分 析 機 能 を開 発 し実 現 す る こ とが 可

能 と な る。 この な か で,文 構造 や 文 中 の 名詞 句 な どの 問題 が 分析 され る

と と もに,辞 書,デ ー タベ ー ス も よ り深 い 考 察 が な され,「 第2段 階 」

の デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ム と なる。

(3)文 章 レ ベ ルの 内容 分析

② で 作成 され るデ ー タベ ー ス 中 で 表 現 さ れ る各 文 の 内 容表 現 を 組み

合わ せ て,文 章 情 報 の 内容 分析 を 行 う。 検 索.分 析 機 能,デ ー タ ベ ー

ス,辞 書 機 能 な どは,情 報 の よ り深 い 構 造 と内 容 とに対 応 した 「第3段

階 」 の もの とな る。

(4)開 発 運用 サ ポー ト

辞 書 の構 成や 内容 抽 出 のた め の 情 報構 造 を決 定 す るには,テ キス ト調

査 ・実 験 サ ポー ト ・ツー ルが あ らゆる 段階 で 必要 で あ る。 そ れ は また,

辞 書 の 作成,知 識 の増 殖 など のた め の 運 用 サ ポー ト ・ツー ル とも共 通 性

を もつ 。 合 わせ て 文 章 情報 デ ー タベ ー ス ・シス テ ムの重要 な一 要 素 とな

る。

本 節 で述 べ て き た課 題 は,研 究 室 段 階 で も非常 に難 度 の 高 い もの と言 われ

る問 題 も少 なか らず 含 ん でい る。 しか し,ア プ リケ ー シ ョンの視 点 か ら,そ

れ ら を把 え直 し,実 用 化 を図 った と き,予 想 外 に簡 単 に解 消 され る こ と も充

分 に考 え られ る。 言語 処 理 の 困難 さは,言 語 が,そ れ を用 い る 人間 とそ の世

界全体 に結 び合 わ され なが ら 常 に発 せ られ てい る とい う点 に あ る。 しか し.
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]
実 用 化 に際 し ては,そ の範 囲 を 限定 し,把 え 直す 必 要 が あ る。 そ こ に実 用 に

向け た 言語 処 理 が,純 理論 的 には 最 も困 難 な地 点 か ら,遂 に解 かれ て い くと

い う可 能 性 が 大 き く開 け て くる と思 われ る。 現 在,こ こ に 欠 け てい るのは,

何 よ り も実 用 の上 で の経 験 と,基 礎 研 究 であ る。 本 シス テ ムが そ れ 自身 の機

能 と共 に,そ れ らを 豊 富 に蓄 積 して い くこ とが 次 段 階へ の第 一 歩 で あ る。
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一
1.文 章情報の定量 化利用の研究

1.1研 究 目 的 と活 動 概 要

(1)研 究 目的

情 報処 理 分 野 に お け る技 術 の進 歩 は長 足 の ものが あ り,こ れ まで の 大 型

計 算 セ ン ター の コ ン ピ ュー タ 能 力が ス ー ツ ケー ス程 度 のパ ー ソナ ル ・コ ン

ピ ュー タ にお さ ま り,磁 気 記 憶 装 置 の 記憶 能 力が 名 刺 大 の 大 き さに集 約 化

され る のは時 間 の問 題 で あ る。 これ まで,数 値情 報 処 理 に対 す る コ ンピ ュ

ー タ 利 用は ,デ ー タベー ス も含 め て相 当幅 広 く進 め ら れ て きて い るが,文

章 情 報 処 理 に対 す る コ ンピュ ー タ利 用 は まだ まだ の段 階 であ る。 しか し な

が ら,最 近 の企 業 内 のOA化,ワ ー ドプ ロセ ッサ の 導 入 な ど に 伴 い,

コ ン ピ ュー タ に よ る文 章 情 報 処 理 に対 す る関心 は急 速 に高 ま りつ つ あ る。

こ れ ま での文 章情 報 デ ー タベ ー スは,内 容 の抄 録 に キー ワー ドを付加 し

てデ ー タベ ー ス に登 録 し,キ ー ワー ド検 索 に よ って抄 録 を リス ト ・ア ッ プ

して検 討 す る とい う形 式 の もの が 中心 であ る。 この よ うな文 章 情 報 処 理 シ

ス テ ムでは,人 間 が最終 的 に文 章 情 報全 文 まで さか の ぼ り,内 容 を検 討 し

て整 理 してこなけれぱな らない。 この意 味では,文 章 情 報 は非 常 に豊 富 な情 報

を内 容 と して い るが,情 報 密 度 が きわ め て薄 め られた ソー ス とい うことが

で き よ う。 文章 情 報 の有 効 利 用 を考 えた場 合,上 述 の よ うな 〒 般検 索 に よ

る利 用 もさ る こ とな が ら,文 章情 報 が薄 く幅広 く豊 富 に持 って い る情 報 を

特 定 の テー マに関 して集 約 化 して利 用 す る方向性 を導 き 出 し てい く こと が

重 要 であ る。

海 外 で も,ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ ・イ ンフ ォ メ ー シ ョ ン ・デ ー タバ

ンク な どは,10年 以 上 前 か ら,世 界 有数 紙誌 の記事 情 報 抄 録 に関 す るデ

ー タバ ンク化 を は か って きて お り,最 近 では ニ ュー ヨーク ・タイムズの記事
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全文 デ ー タ バ ンクの 開発 と文章 情 報 内 の単 語 頻 度数 カ ウ ン トの ソ フ トウ ェ

ア開発 に 力 を注 い でい る 。 ま た,米 国 国 防 省 な どが共 産 圏 との関 係 を考

え て い く場 合の 有効 な道 具 の1つ と し て利 用 して い るシ ス テ ム も,記 事 情

報 を ソー ス ・デー タ に 置 い た もの で あ る 。 上 述 の 一 般 検 索 に よる文 章 情

報 の利 用 とい う観点 か らな らば,ChemicalAbstructs社 の各 種 抄録 デ ー

タベ ー ス,Envir㎝mentInformationCenterのEnergyline,Environ-

mentlineな ど数 限 りが な い 。 こ の よ うな 海 外 に お け る文章 情 報 デー タ

ベ ー ス の利 用は きわ め て活 発 であ る。

文 章 情 報 を集 約 化 して利 用 してい く方 法 の1つ と し て,内 容 分 析 の 手

法 に よ り文章 情 報 か ら様 々 な情 報 を数 値 情報 に変 換 して取 り出 し,こ れ に

多変 量 解 析 な ど種 々 の数量 化理 論 を適 用 してい く方 向性 が考 え られ る。 こ

の よ うな文章 情 報 の 定量 化 利用 の方 法 論が 確立 で き れば,統 計数 値情 報 の

分 析 に よ る結 果 とは全 く異 な った視 点 に立 つ 分析 が 可能 にな る と考 え ら れ,

例 えば,エ ネル ギー 問 題 とか,カ ン トリー ・ リス ク問 題 の分 野 な どで大 い

に役 立 つ で あろ うと考 え られ る。 本 研 究 の 目的 は,こ の よ うな文 章 情報 の

定 量 化 利 用 に関 す る基 礎 的 な調 査 を 行 う こ と と ・文 章 情 報 の定量 化利 用

機 能 を も含む文 章情 報 総合 利 用 シ ス テ ム の シ ス テ ム像 に 関す る基 礎 的 な 検

討 を行 う こ とで あ る 。 過 去 に,文 章 情 報 の 定 量 化 利用 を念頭 に おい た

き わ め て プ リミテ ィ ブなパ イ ロッ ト ・シ ス テ ム の 開 発 を 行 っ て お り,本

研 究 で は この成 果 も踏 まえ て検 討 を行 っ てい る。

(2)活 動 の概 要

U)で 述 べ た研 究 の主 旨 に従 って,学 識経 験 者 も含 む ワー キ ング ・グ ルー

プを形 成 し,文 章情 報総 合 解析 シ ス テ ム を構 築 して い くの に必 要 な種 々 の

項 目につ い て検 討 した 。 ワー キ ン グ ・グ ルー プ に よる研 究 会 は,各 回 ご と

に講 師 をお願 い し,特 定 の テー マ で 講 師 にお話 をい た だい た後,ワ ー キ ン

グ.グ ル ー プ の メ ンバー に よって 討 論 を加 え る と い う形 式 で 行 っ た 。 研

究 会 で の検 討 内容 は 以下 の通 りであ る。
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第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

① メ ンバ ー紹 介

② これ ま での経 緯 と計 画 説 明

③ キー ワー ドあ るい は単 語 の 自動抽 出 につい て

入 力 デー タ作 成 に あ た って の問題 点

①Chemica1Abstructs被 抄 録文 献数 の 国際 比 較

②2部 グ ラフ理 論 を用 い た新 聞 記事 キ ー ワー ド間の概 念

構 造分 析

③ キー ワー ドの 出現 頻 度数 分 析

MITI-IRの 経験 に つい て

新 し いデ ー タ ベ ース の構 築 につい て一 記 事 情報 総合 利 用

シ ス テ ム ー

講 演 「ユ ー ザ か ら見 て使 い 易 い 記 事 情 報 シ ス テ ム につ い

て」

東 京 大学 東 洋 文 化研究 所

助 教 授 猪 口 孝 氏

以 下 の各節 で,ワ ー キ ン グ ・グル ー プ に よる研 究 会 で の検 討 内容 を 詳 し

く述 べ る。
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1.2既 存 システムによ る文章情報定量化利用事例

本節 では,第3回 ワー キ ン グ ・グル ー プの資 料 に基 づ い て,現 在 す で に あ

る文章 情 報検 索 シス テ ム を利 用 し た文章 情 報 定 量 化 の 事例 を紹介 す る。併 せ

て,既 存 の文 章 情 報検 索 シス テ ム に よる定 量 化 利用 の問 題 点 を考 え て み る。

(1)ChemicalAbstructs被 抄 録文 献数 の国 際比 較

東 京 大学 大 型 計 算 セ ンター では,オ ン ライ ン情 報検 索 シ ステ ムTOOL-

IRを 開 発 し,全 国 の 学 術 研 究 者 を 対 象 と し て 日本 最 初 の オ ンラ イ ン

文 献情 報 サ ・一手ビス を1975年7月 に 開 始 し た 。 現 在,TOOR-IRはCA

Search,CrystallographicDataBase,INSPEC-C,COMPENDEX,

CAEcologyandEnviroment等 をデ ー タ ベー ス とし て い る。1980年9

月 に は,東 京大 学大 型 計 算 セ ン タ ー の 機 種 更 新 に 伴 っ て,こ れ まで の

TOOR-IRの 利用 者 イ ンタ フ ェ ー ス を 保 存 しつ つ,別 の情 報検 索 シス テ

ムORION(日 立 製 作所)の 上 にTOOR-IRを 構 築 す る とい う新 しい試 み

も行 わ れ た 。ORIONと の結 合 に よ り,デ ー タベ ー ス 内容 につ い て の

統 計 情 報が 得 や す くな った ことが,大 きな 特 徴 で あ る。

CAIChemicalAbstructs)}ま,化 学 及 び化学工 学 に つい て の研 究 ・技

術 情 報 を抄 録 した もの で,ハ ー ド コ ピー 及 び磁気 テー プ ・デー タ ベー ス と

して販 売 され て い る 。 ソー ス源 は 学術 誌,単 行 書,会 議 録,特 許 か ら各 国

の抄録 誌 やDissertationAbstructsに も及 ん でい る。 抄 録 件数 も最 近 で

は 年 間45万 件程 度 とな り,対 象 分 野 も化学,化 学 工 学 は も と よ り応 用 数

学,物 理 学,生 物学,医 学,農 学,金 属 工 学,材 料 力 学等 と多岐 にわ た っ

てい る。 従 っ て,化 学 を 中心 とす る関 連諸 分野 の研 究 活 動 の指 標 の一 つ と

して,国 別 のCA被 抄 録件 数 を取 り,国 際 比 較 を行 う こ と は 妥 当 と考 え

られ る。

本 事 例 で は,TOOR-IR上 のCASearchデ ー タベ ー ス(CA91巻 一

92巻,1979年 下 期 一1980年 上期)か ら,ORIONのEXPANDサ ブ
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コマ ン ドを用い て,分 野別 ・国 別 の被 抄 録 件数 を 求 め,国 際 比 較 を 行 っ

て い る 。 単 純 に被 抄 録件 数 の多 い 国 を リス トア ップ し,構 成 比 を 求 め る

だ け でな く,国 の 大 きさ(人 口 を指 標 とす る)に 対 す る比 や 国の 経 済 力

(GNP又 はGDPを 指標 とす る)に 対 す る比 に関 す る 国 際比 較 も行 っ て

い る。

表1-1は,主 要 各 国 の 化 学 に お け る研 究 活 動 をCA被 抄 録 文 献 数

か らみ た もの であ る。左欄 は 被抄 録 件 数 の多 い順 に,中 欄 は人 口1万 人 当

りの被 抄録 件数 の 多 い順 に,右 欄 はGNP又 はGDP100万 ドル 当 りの

被抄 録 件数 の 多 い順 に上 位15カ 国 を リス トア ップ し てあ る。 被 抄 録件 数

を見 る と米 国 が圧 倒 的 に多 く,こ れ を ソ連,日 本 が追 い,さ らに西 独,英

国,フ ラ ンス とい った 国 々 が続 い てい る。 これは比 較 的順 当 な結 果 であ る

が,第7位 に発 展 途上 国 の イ ン ドが 入 って いる の は大 変 興 味 深 い。 人 口1

万 人 当 た りの 被 抄 録 件数 あ るいはGNP又 はGDP100万 ドル 当 た りの 被

抄 録件 数 に 関 して,イ ス ラエル,ス イス とい った国 々が 上 位 に登 場 して く

表1-1CA被 抄 録 文献 数 か らみ た主要 各 国 の化 学 にお け る研 究 活 動

順位 被抄録件 数
人 口1万 人当た り

被抄録件数

GNP又 はGDP100万$

当 た り被 抄 録 件 数

1 米 国11.6 ス イ ス8.0 イス ラエル19.5

2 ソ 連76 イスラエル72 ブルガリア12.3

3 日 本6.2 ス エーデ ン5.6 ハンガリー1L8

4 西 独2.7 日 本54 ボー ラン ド11.0

5 英 国2.6 米 国53 英 国104

6 フ ラ ンス1.8 カナダ4.8 日 本9.8

7 イ ン ド1.4 英 国4.7 チェコ98

8 カナダ1.1 西 独44 イン ド9.8

9 ポーラン ド10 デンマーク42 ス イ ス9.1

10 イ タ リ ー1.0 オランダ40 ソ 連a5

11 チ ェ コ0.6 チ ェ コ4.0 東 独83

12 東 独06 フ ィンラン ド3.9 ニ ュージーラン ド76

13 オランダ0.6 東 独3.4 米 国64

14 スイス0.5 ベル ギー3.4 スエーデン6.4

15 オ 一文 トラリア0.5 ニュージーラン ド34 フィランド62
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るこ とは,こ れ らの 国 々 で化 学 にお け る研 究 活動 が活 発 で あ る こ とを示 す

結 果 と考 え られ る。GNP又 はGDP100万 ドル 当た りの被 抄録 件 数 に つ

い て ブル ガ リア,ハ ンガ リー とい った共 産 圏 の国 々 が上 位 に現 われ るのは,

これ らの国 々のGNPが 相対 的 に他 よ りも低す ぎる ため で あろ う。

表1-2は,計 算 機,汚 染,農 業 の3分 野 で 各 国 の被 抄録 件 数 と構

成比 を上 位10カ 国 に つ い て示 し た も の で あ る 。 図1-1は,こ の 構

成 比 の対 数 を 米 国,日 本,ソ 連,西 独,カ ナ ダ,英 国,イ タ リア,フ ラ ン

ス,イ ン ド,ポ ー ラ ン ド,チ ェ コの11カ 国 に つい て計算 機・ 汚 染 ・農 業

の3分 野 で プ ロ ッ トした もの であ る。 西 欧先 進 国 の米 国,カ ナ ダ,イ タ リ

アは,汚 染 の分 野にtsけ る被抄 録 件数 の構 成比 が3分 野 の中 で最 も高 い が,

共産 圏 の ソ連 とチ ェ コは構 成 比 が最 も低 い。 計 算 機 の分 野 の構 成 比 が3分

野 の 中 で最 も高い 値 を持 っ てい る のは,米 国,西 独,英 国,フ ラ ンス とい

った 国 々で あ る。 農 業 の 分 野 の構 成 比 が最 も高 い 値 を持 って い る国 は,ソ

連,日 本,イ ン ド,ポ ー ラ ン ドで あ る。

表1-23つ の分 野 におけ る各国 の被抄録件数 と構成比

順位 計 算 機 汚 染 農 業

1 米147440.5 米286040.5 米250021.3

2 ソ'362137 日71410.1 ソ2277194

3 西独28879 ソ59584 日122610.5

4 日28679 西独4746.7 印7456.4

5 英21459 加32240 英5414.6

6 仏1233・4 英27339 西独50143

7 加812・2 伊23834 ポーラン ド3402.9

8 伊782・1 仏1932.7 加3162.7

9 印7220 芥 ランド17224 仏28524

10 チ ェコ591・6 印15722 伊1981.7

件% 件% 件%

Total364310σ0 ZO6710α0 11731100.0
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■

ここ に示 した結 果 は,全 体 の極 く一 部 であ る。 結果 の持 つ深 い意 味 を 解

釈 す る には さ らに 多 くの情 報 に基 づい て解 析 を加 え る こ とが必 要 で あろ う。

この よ うに デー タ ベ ース の登 録件 数 を種 々 に分 類 して分析 す る こ とは,キ

ー ワー ド検 索 に よ り リス トア ップ した情 報 の 内容 を単 純 に見 る方 法 以外 の

デ ー タベ ー ス利 用 法 を1つ 提供 す る もの で あ る。 時 系 列 に各 国 の研 究活 動

の 変化 を観 測 し た り,対 象 分 野 を3分 野 か ら さ らに広 げ る こと に ょ り,一

層 興味 深 い結 果 が得 られ る もの と期 待 され る。
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(2)2部 グラ フ理 論 を用 い た 新 聞記 事 キー ワー ド間 の概 念 構造 分 析

通 商産 業 省情 報 管 理 課 では,日 本経 済 新 聞社 か ら記 事 情 報 イ ンデ ック ス

の磁気 テー プ を購 入 し,独 自 に開発 した検 索 シ ステ ム を通 じて省 内 で の利

用 を進 め て い る。 記 事情 報 イ ンデ ック スは,日 本 経 済新 聞社 が発 行 し て い

る新 聞 と雑 誌 につ い て,記 事 内容 を40字 以 内 の イ ンデ ッ クス に ま とめ た

もので あ る。 各 イ ンデ ックス には,掲 載 紙詩 名,掲 載 年 月 日,掲 載紙 面 あ

るい は掲 載 ペー ジ の他,日 本 経 済 新 聞 社 で体 系 付 け た キー ワー ド群 が らイ

ンデ ックス の 内容 に適 切 な い くつ か の キー ワー ドが 付 け られ てい る。 ま た,

重 要記 事 につい ては,40字 の イ ンデ ック スの 他 に,200字 の要 旨 も付 加

さ れ てい る。 本 事 例 では,こ の記 事 情 報 イ ンデ ッ クス に対 し て,2部 グ ラ

フの理 論 を 適 用 したキ ー ワー ド間 の概 念 構 造 分 析 を紹 介 す る。

2部 グ ラ フ の 理 論 を用 い る と,図1-2に 示 す よ うに,あ る対 象 を

あ る記 号 で名指 す とい う形 の言 語 行動 デ ー タの構 造 を 分析 す る こ とが 可能

で あ る 。 図1-2の1)に 示 し た も の を,人 は 「犬 」,「 ペ ッ ト」,

「生 き物 」,「 ワ ンチ ャ ン」,「 漫 画 」 な ど種 々 の言 葉 を使 って名指 す 。

こ こで は1)の よ うな ものを対 象,「 犬 」,「 生 き物 」 な どの言 葉 を記 号 と

定 義 す る。 この よ うな記 号 と対 象 の集 合 を考 え た場 合,2)に 示 す よ うに,

記 号 と対 象 の 間 の対 応 は 一 般 に多対 多 とな り,様 々 な結 び付 きを生 ず る。

3)に 示 す よ うに,記 号 と対 象 の集 合 の 間 に新 しい概 念の集 合 を入 れ,対 応

関 係 を整理 して構 造 化 で き な いで あ ろ うか。4)に 示 す 記号 と対 象 を 実例 と

して,対 応 関係 の構 造 化 を考 え てみ よ う。4)に 示 した2部 グラ フ のデ ー タ

を,記 号 を列 と し対 象 を行 と した マ ト リックスva置 き換 えた ものが5)で あ

る。 ×印 は記号 と対 象 の間 に対 応 関 係 のあ る こ とを示 して お り,こ の マ ト

リ ックス では,× 印 が対 角 線 の右側 に集 まる よ うに,行 と列 の並 べ換 えを

行 っ て い る。 こ の マ ト リックス を作 成 す る こ とが・ 実 は3)に 示 した新 し

い概 念 の集 合 を求 め る操作 とな ってい る。 マ ト リック ス か ら記 号 が持 っ て

い る概 念構 造 を整 理 す る と6)と な る。 「人工物 」 は す べ て の対 象 と結 び 付
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1)対 象 の例

■

記号 対象

2)記 号 と対象の2部 グラフ

記号 概念 対象

▲ ((
oo

＼ ＼ 2
o

31
o

4
o

犬^ 巳
・⇔

) ) )
3)記 号 と対象の間に介在する概念

●

■

① カナヅチ

②農具

③楽器

④工業製品

⑤文房具

⑥人工物

⑦ペン

⑧機械

⑨ クワ

⑩家具

⑪道具

⑫机

⑬食器

⑭ ちゃわん

4)'記 号 と対象の2部 グラフ

データ例

⑨
③
⑧

己日日

号 ⑦

ぱ

造
ら

家具
机

6)4)の データから得 られる概念構造

図1-22部 グ ラ フ に よ る 言 語 行 動 デ ー タ の 概 念 構 造 分 析



い て い るの で最 上 位 で あ る。 「道 具」 は④,② の対象 と結 び付 き,「 カ ナ

ヅチ」 は ② の対 象 とだけ 結 び付 い てい る ので ・ 「道 則 は 「人工刎 の下

に位置 し,「 カ ナ ヅチ」 は道 具 の下 に位 置 す る。 「農 具 」 と 「ク ワ」 は共

に③,⑨ の対 象 と結 び付 い てい る の で,「 人 工物 」 の下 に 同等 の 関係 で 位

置 す る。6)の 概 念構 造 は,こ の よ うな マ トリッ ク ス に対 す る判別 を通 して

作 成 され た もの であ る。

さ て,記 事情 報 イ ンデ ックス を対象 と し,イ ンデ ッ クス に付 され てい る

キ ー ワ ー ドを 記 号 と し て 考 え る と,図1-3に 示 す よ うe`C.s.キー ワー

ドと記 事 イ ンデ 。 クス の間 に2部 グ ラフ を考 え る ・ とが 可能 で あ る・通 商

産 業 省 情 報 管 理 課 で は,図1-2の 実 例 で 示 し た よ うな2部 グ ラフの

解 析 手 法 に基 づ い て,キ ー ワー ド間 の概 念 構 造 分析 を 行 うシ ス テ ム を 開

発 し た。図1-4に シ ス テ ム ・フ ロー を示 す 。

記事 イン デ ックス1

記 事 イ ンデ ックス2

記 事 イ ンデ ック スM

対 象

図1-3記 事 情 報 イ ンデ ック ス と キ ー ワー ドの

2部 グ ラ フ

■

この解 析 シ ス テム を用 い て,1978年7月 と10月 の記 事情 報 イ ンデ ッ

クス の 中か ら,イ ラ ンの 国 名 キー ・一 ドが 付 ・・た記 事 イ ンデ ・ クス を抽 出

し,そ れ ぞれ の 記事 イ 万 ・クス の集 合 に対 して キー ・一 ドの概 念 髄 分

析 を 行 っ た と ・ ろ,大 変 鰍 深 い結 果 がrebれ た ・ 図1-～5に1978

i,Fの1・ 月 の解 析 結 果 を示 す.イ ラ ンに関 す る種 々の 事件 を示 す キー ワー

ドが うま くグ、レー ピ ング され て い る様 様チが よ くわ か る・ イ ラ ンで革命 が 起

⑨
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`

抽 出 キー ワ=ド
パラメ一夕 ・カー ド

抽出後
記事 プ
アイル

部

クフフ

分 析
結果表

キーワー ド
一 覧 表

図1-4キ ー ワー ドの 概 念 構 造 解 析 シ ス テ ム の フ ロー

った の は1978年 の12月 で あ るが,2ヵ 月前 の10月 には 日本 経済 新 聞

で も,反 政 府運 動,暴 動,治 安,労 働 争議 とい った 内容 がず い ぶ ん話 題 に

上 って い た とい うこ とであ る 。5ヵ 月前 の7月 に対 し て も同 様 の キー ワー

ド概 念 構 造 分析 を 行 っ た が,こ の よ うな 話 題 を示 す キー ワー ドは全 く登
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場 し てい ない 。

2部 グ ラ フに よる キー ワー ドの概 念構 造分 析 とい う手 法 は,こ の よ うに

解釈 しがい の あ る重 要 な デ ー タを我 々 に提 供 して くれ る。 記 事 内容 を キ ー

ワー ドに集 約 させ,こ の手 法 を用 い て キー ワー ドを グル ー ピ ング す る こ と

に よ り,各 国の イ メー ジ と イ メー ジ の時 系列変 化を観 測 す る こ と も可能 で 、

あ ろ う。 しか しな が ら,こ の手 法 の大 きな欠点 は常 にキ ー ワー ドの グ ルー

ピ ン グ が 図1-5に 示 し た よ うに き れ い な形 に まと まる とは 限 らな い

ことで あ る。 な ん らか の 束 縛条 件 を 見 出 して,常 に有効 な結果 を提 供 す る

分析 パ ター ンを確立 す る こ とが今 後 の大 きな課 題 で あ ろ う。

(3)世 界 エネ ル ギー情 報 に よ るキー ワー ド出現 頻 度分析

側)日 本 エ ネ ル ギー経 済研 究所 では,日 常業 務 として,70余 の海外 紙 誌

か らエ ネ ル ギー に関連 した 記 事 を切 り抜 き,種 々 の海 外 動 向分 析 を加 えて

い る。 切 り抜 き記 事 を過 去 に遡 及 し て使用 で きる よ うにす るた め,1979

年1月 か ら 日本 経 済 新 聞社 の記 事 情 報 イ ンデ ックス の書 式 に 従 って世 界 エ

ネ ル ギー情 報 デ ー タ ベ ー ス を 作成 して きた 。世 界 エ ネ ル ギー情 報 デー タ ベ

ー スの 内容 は ,40字 以 内 の 記事 イ ンデ ック ス,掲 載 年 月 日,掲 載 紙 誌 略

号,掲 載 紙 面 あ るいは 掲載 ペー ジ,記 事 行数,200字 以 内 の記事 要 旨(部

分的),各 種 キー ワー ドで あ る。 最 近,き わ めて小 型 の漢 字 出 力端 末装 置

が寛 々公社 か ら発 売 され,世 界 エ ネ ル ギー 情報 デー タベ ー ス も寛 々公 社 の

DEMOSEセ ンタ ー を 公 衆 電 話 回 線網 を通 じてオ ン ライ ン利用 す る こ とが

可 能 と な っ'た 。 図1-6に 世 界 エ ネ ル ギ ー情 報 デー タベ ー ス のオ ン ラ

イ ン検 索例 を示 す。 西 独 の原 子 力 開発 に つい て検 索 した結 果 の一 部 であ る。

本事 例 では,1979年3月 末 米 国 で起 ったス リー マイ ル 島原 発 事 故 以 後

の 原子 力 の動 き を,米 国,西 独,フ ラ ンス,英 国 の4カ 国 につ い て原 子 力

開 発 と原 子 力問 題 の2つ の キー ワー ドの頻 度数 の変化 を通 して 眺 め てみ る。

電 電 公 社 の情 報検 索 シス テ ムDRISに よ る オ ン ラ イ ン検 索 は,図1-6

に示 した よ うな リス トで情 報 を提供 で き るが,デ ー タ ベ ー ス の統 計 情 報 を
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図1-6世 界 エ ネ ルギ ー情 報 デ ー タベ ー ス の

オ ン ライ ン検 索例

提供 す る こ とには必 ず し も長 け て い ない。 従 っ て,こ の よ うな リス トを 出

力 し た後 の解 析 は す べ て手 作業 で行 った。

図1-7は,各 国 別 に 原 子 力 問 題 と 原 子 力 開 発 とい うキ ー ワー ドの

月別 頻 度数 変 化 を示 した もの であ る。1979年3月 一4月 は,ス リー マ イ

ル 島原 発 事 故 の直 後 で,事 故 の あ った米 国 は もち ろ ん西 独,フ ラ ンス の 両

国 で も原子 力問 題,原 子 力開発 の キー ワー ドの出現 頻 度 数 が 大幅 に増加 し

て い る。 ス リー マ イ ル 島原 発 事故 を契 機 と して,新 聞 ・雑 誌 の上 に国 内 の

原 子 力開 発,原 子 力問 題 が 大 い に取 り上 げ られ た とい うこ とで あ る。 と こ

ろが,大 変 興味 深 い のは英 国 の頻 度 数 変 化 で,1979年3月 一4月 の時期

には,他 の3国 と同 じ よ うな ピー ク は全 く現 わ れ てい な い。 こ の こ とは,

FinantialT㎞esな どで米 国の ス リー マ イル 島原 発事 故 は取 り上 げ られ た

が,事 故直後 に英 国 内の原 子力発電所 の問題は あ まり論 じられなか った こ

とを意 味 して い る。英 国 で原子 力問 題 が大 き く取 り上 げ られ て い る のは,

む しろ1980年1月 一4月 の時 期 で,こ の時期 には 核 燃 料 廃棄 物 プ ラ ン ト

●
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図1-7キ ー ワー ド(原 子 力問 題,原 子 力開 発)の

月 別頻 度数 変 化
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の問 題 が紙誌 上 をに ぎわせ てい る。

全 体 と しては,各 国 と も原子 力 問 題 とい うキー ワー ドの出現頻 度 数 が事

故 後 しだい に減 少 し,原 子 力開発 の キー ワー ドの 出現 頻 度数 が し だ い に増

加 して い る よ うに見 受 け られ る。 こ こでは 図 示 しない が,原 子 力 開発 の 出

現頻 度 数 を横 軸 と し,原 子 力問 題 の 出現頻 度数 を縦軸 として年 別 に各 月 の

出現 頻 度数 の2次 元 プ ロッ トを作 成 す る とキ ー ワー ドの増減 の傾 向 は一 層

は っき りと らえ る こ とがで きる。

この よ うに頻 度数 の単 純 な プ ロ ッ トを取 るだ け で も,い ろい ろ な情 報 を

整 理 す る こ とが でき るが,日 本 経 済新 聞社 に よって整 備 され た キー ワー ド

体 系 には,文 章 情 報 を 定量 化 し て取 り扱 うこと を考 えた 場 合,大 きな 欠 陥

があ る こ とを指 摘 して おか ね ば な らな い。 本事 例 の キー ワー ドを例 に取 る

な らば,原 子 力開 発 とい うキー ワー ドを持 つ記 事 には,原 子 力開 発 反対 も

原 子 力 開発 賛成 も双 方 と も含 まれ て し ま うとい う問題 で あ る。 文 章 情 報 の

定 量 化 を行 うに は,キ ー ワ ー ドで表 現 され る行 為 に対 して少 な く と もネ

ガ テ ィ ブな方 向 と ポジ テ ィ ブな方 向 との2種 類 の分 類 を持 つ こ とが必要 で

あ ろ う。

図1-7に 示 し た 月 別 頻 度 数 の 変 化 は,キ ー ワ ー ドの 出現 頻 度 数 を

用 いた のでは 母 集 団 が小 さす ぎ るた め,有 意 な変 化 を十 分 に反 映 し きれ な

い可 能 性 を 示唆 して い る。 表1-3は,月 別 頻 度 数 を 四 半 期,半 期,

年 に集 計 した もの で あ るが,キ ー ワー ドの出現頻 度数 も半期 ぐらい まで 集

計 され る と有意 な変 化 が は っき り見 え て くるよ うで ある。 この点 では,記

事 内 に出現 す る単 語 頻 度数 を情 報 源 とす るほ うが,母 集 団 は は るか に大 き

くな る と考 え られ る。

世 界 エ ネ ル ギー情 報 デ ー タ ベ ー ス だ け で な く,1.2(2)の 分 析 に 用 い

られ た 日本 経 済新 聞社 の記 事 イ ンデ ックス ・テー プ に関 して も共 通 に言 え

る こ とで ある が,こ れ らの イ ン デ ッ ク スの キー ワー ド付 け ば 人 為 的 に 行

わ れて い る。 従 って,キ ー ワー ド付 け作 業 者 の主観 に よる種 々 のバ イ アス
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がかか ってい ることは否めない。文章情報 の定 量 化 利用 を行 うた め には,で き

る だ け客 観 的 立 場 か らの デ ー タベ ー ス作成 作 業 を行 え る シス テ ム体 制 を構

築 す る必 要 が あ ろ う。

表1-3キ ー ワー ド出現 頻 度数 の集計

●

米 国 西 独 フ ラ ン ス 英 国

原子力問題 原子力開発 原子力問題 原子力開発 原子力問題 原子力開発 原子力問題⌒
19791Q 19 13 14 11 3 11 1 8

2Q 55 23 41 16 26 23 3 7

3Q 11 7 12 6 3 6 2 5

4Q 31 4 22 16 7 7 4 9

19801Q 21 8 14 12 18 14 21 7

2Q 10 10 8 3 2 5 4 9

3Q 14 6 1 3 1 10 4 5

4Q 4 9 2 6 3 1 4 12

19811Q 3 12 5 14 3 5 3 7

2Q 4 11 4 11 3 10 5 11

1979上 期 74 36 55 27 29 34 4 15

瑚 42 11 34 22 10 13 6 14

1980上 期 31 18 22 15 20 19 25 16

醐 18 15 3 9 4 11 8 17

1981上 期 7 23 9 25 6 15 8 18

1979 116 47 89 49 39 47 10 29

1980 49 33 25 24 24 30 33 33

q
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1.3入 力 デー タ作 成 に あ た って の 問 題 点

文 章情 報 デ ー タベ ー ス に限 らず,一 般 の デー タベ ー ス ・シ ス テ ム を考 える

場 合,入 力 デー タ の処 理 の 問 題 が 占め る ウ ェイ トは きわ め て大 きい。 特 に,

シ ステ ム完 成 後 の メ イ ンテ ナ ンス 体 制 下 では80%以 上 を この問題 が 占 め る

と言 って も過 言 で は な か ろ う。 本 節 で は,第2回 ワー キ ング ・グル ー プの資

料 に基 づ い てジ 入 力処 理 の種 々の 問題 点 と 日本 語 漢字 情 報 の入 力 に つ い て考

えて み る。

(1)デ ー タベー ス ・シ ステ ム に おけ る入 力処 理 系 の位 置 付 け と各種 作 業

入 力処 理 系は デー タベ ー ス構 築 の 入 口で あ り,人 間 に よ る作 業 の比率 の

最 も高 い部 門 とい うこ とが で き る。 文 章 情報 デー タベ ー ス の一 般 像(図1

-8)を 考 え て み る と,こ の よ うな デ ー タベ ース は,情 報 の網 羅性,

最 新 性,正 確 性,利 用 者 の 要 求 に 合 った 情 報 の 収 集 性 ・加 工 性 を 要

求 さ れ る 。 ま た 利 用 面 か ら 見 た 場 合,IRに お い て は 情 報 の 集 合 性

と同時 に分 散 性 が要 求 さ れ,CTS出 力 ・KLP出 力で は 内容 の均 一 性 と

統 一 性 が 要 求 され る 。 デ ー タベー ス に この よ うな諸 条 件 を 保証 す る ため に

は,情 報 の 収集,保 管,管 理等 に繁 雑 な作 業 を必 要 とす るわ け であ るが,

人 力 の最 も関与 す る 入 力処 理 系 に作 業 が集 中す る こ とは 否 め な い 。

入 力処理 系 の作 業 は,① デ ー タベー ス が単一 目的 利用 か 多 目的利 用か,

② 入 力 マス ター ・テー プ作 成 のた め の 初期 入 力デ ー タ が フ リー 入 力 か コ ン

ト・一 ル入 力 か,③ フ ァイ ル構 造 ・デー タ要素 の決定 ・各 種 表 記 規 則 ・コ

ー ド体 系 の決 定,④ 担 当 者 間 での作 業 統 一,⑤ 検 索 ソ フ トウ ェア の種 類 と

い った諸 点 に依 存 し てい る と言 うこ とが で きる。 現 在 あ るデ ー タ ベ ー ス の

大 半 は,一 定 の ルー ル でデ ー タ ・コー デ ィ ン グを 行 い,初 期 入 力 デ ー タ

を 作 成 す る コ ン トロー ル入 力の形 式 を取 ってい る。 入 力処 理 系 の作業 を分

類 す る と図1-9と な る。

入 力処 理 の 過程 で問 題 が生 じた場 合 に常 に原票 に戻 れ る よ うに す るた め・
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図1-8一 般 的 な 文章 情 報 デ ー タベ ー ス

原 票 管理 台 帳 の作 成,原 票 棚 の整 理 とい った入 力資 料 の管 理 保 管作 業 が 大

切 で あ る。 この 作業 に お け る問題 点 は,大 量 デー タ の場 合 に,他 の原 票 と

の混 在 が避 け られな い こ と と ス ペ ー ス の 確 保 が 難 し くな る こ と で あ る。

入 力原 稿 の作 成 作 業 あ るい は入 力 前作 業 では,特 に コン トロー ル入 力 の場

合,送 り仮 名規 定,翻 字 法,使 用 文 字 種,使 用 単位 とい った諸 点 に関 し て

厳 密 な規 定 を 設 け た コー デ ィング ・マ ニ ュ アルを作 成 す る ことが必 要 で あ
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図1-9入 力処理系 の各種作業

る。 これ らの作 業 中 には,マ ニ ュア ル で処 理 で き ない ケー スが絶 え ず生 ず

るの で,逐 次 マ ニュ アル を 更新 す る体 制を 取 って お かね ば な らな い。 入 力

作業 に おい て も,各 種 入 力 規定 を 取 り決 めた入 力 マ ニ ュ アル が必 要 であ る。

入 力 タ ッチ数 の記 入,頻 度 調 査,入 力 ミス の原 因追 求 な ど を 行 え る よ う

に し,作 業 の質 を保 て るよ うに しなけ れ ば な らな い。 この作 業 に お け る問

題 点 は,大 量 入 力だ と各 種 漢 字 コ ー ドの 混 在 に伴 っ て作 字;外 字 処 理.

が困 難 に な るこ と と,入 力機 器 の ハ ー ドに よる トラ ブル を発 見 す るのが 困

難iな こ とで あ る。

作 成 した 入 力デ ー タに対 しては,耽 チ ェ ック作 業 が 行 わ れ る 。 アル

ゴ リズ ムを立 て るこ とが で きる論 理 的 な整 合性 のチ ェ ック は,チ ェ ック ・

プ ログ ラム を作 成 し,各 種 典 拠 フ ァイ ルに 基づ い て 行 う。 チ ェ ック ・プ

ログ ラ ムが 複雑 にな る と完 全 に プ ロ グ ラム ・ミス を除 け な い点 が 問 題 で あ

る。 典 拠 フ ァイル は,メ イ ンテ ナ ン ス ・マ ニ ュアル を作 成 し,最 新 の状 態
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に保 つ た め の管 理 が必 要 で あ る。 典 拠 フ ァイ ル に対 す る大 量 処理 や 更 新 の

時 系列 管 理 は きわ め て 難 し い 。M/Cチ ェ ソ ク作 業 の結果 と して,校 正

作 業 者 に負担 のか からな い 各 種 帳票 作 成作 業 を行 い,校 正 し や す い リス

トを 出 力 す る必 要 が あ る。

校 正 作 業 では 一般 に は文 字 さえ合 って い れば良 い とい う段 階 で 作 業 を終

え て し ま う傾向 にあ る が,校 正 マ ニ ュ アル に基 づい て各 種辞 書 との整 合 性

チ ェ ック,関 連項 目間 で の整 合 性 チ ェ ックを 行 い,統 一 した表 示 で エ ラ ー

や 校 正結 果 を示 す こ とが必 要 で あ る。新 造 語 の判 断,固 有 名 詞 の読 み,分

か ち書 きの不 統 一 とい った諸 点 は,校 正 作 業 にお い て十 分 処 理 し きれ ない

問 題 であ る。校 正 の結 果 に基 づい て,訂 正 作 業 と訂 正 確 認 作 業 が行 わ れ る。

バ ッチ訂 正 の場 合 はM/C処 理後 で ない と訂 正 確認 が で きな い 点 が,デ ィ

ス プ レイ訂 正 の場 合 は長 時 間 の作 業 に耐 え られな い点 が それ ぞれ の 欠点 で

あ る。校 正,訂 正,訂 正 確認 の3作 業 とも,全 入 力処 理 業 務 に精 通 した ベ

テ ラ ンが担 当 す る こ とが 望 ま しい。

上述 の 作 業 を総 合 し てマ ス ター ・ク リー ニン グ作 業 が 行 わ れ,デ ー タ

ベー ス化直 前 の 入 力 マ スタ ー ・テ ー プが作 成 さ れ る。 入 力処 理系 全体 の質

を保 つ た め,エ ラー 文 字数,エ ラー 件 数 な どの統 計 を取 り,評 価 検 収 作 業

を行 う こ とが 必 要 で あ る 。以 上 が入 力処理 系 の各 種 作 業 とそ の問 題 点 で

あ るが,新 しい文章 情 報 デ ー タベ ー ス を構 築 す る にあ た っては,こ れ ら諸

点を 十 分 考 慮 した入 力処 理 系 のシ ス テ ム をデ ザ イ ンして い くこ とが重 要 で

あ る。

(2)日 本 語漢 字 デ ー タ の入 力 につ い て

漢 字 デ ー タ入 力 の 難 し さ は,① 字 種 が 多 い(漢 字48,902字,ひ らが

な87字,か た か な86字,ア ル フ ァベ ッ ト52字,数 字10字,特 殊 記

号70～500字),② 字 の形 が複雑 であ る,③ 類 似 した字 が多 い,④ 異 体

字(体 →髄),絵 文 字 が存 在 す る,⑤ 適 用 分野 で必 要字 数 に差 異 が あ る,

とい った諸 点 に帰 因 して い る。現 在 の漢字 入 力方式 を まと める と図1-10
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と な る。 パ タ ー ン認 識 に よ る 漢 字 入 力 は,ま だ 実 用 の段 階 まで い た っ

て い な い。 生 産 性,精 度,教 育,外 字 入 力,特 殊 入 力,入 力可 能文 字数,

ハー ド的互 換性 な どとい った観点 か らみ る と,各 方 式 と も種 々の長 短 を 有

して い る。

漢 テ レ タ イ プ 方 式(2～4万 タ ッ チ2～6ケ 月)

ペ ン タ ッ チ 方 式(1～1.5万 タ ッチ1～2ケ 月)

和 文 タ イ プ 方 式(〃 〃)

連想記憶方式(2～4万 タッチ1～2ケ 月)

カナ漢字変換 方式

文字分解方式(1.5～2万 タッチ3～6ケ 月)

漢字OCR

オンライン手書入 力

音声 タイ プライ ター

図1-10現 在 の 漢字 入 力方式

漢字 デー タ入 力を 左 右す る要因 として は,原 票 の状 態,使 用文 字 量,盤

外文 字 の使 用,タ ッチ 度 と 目の疲 労 度,記 憶 媒体 の種 類,訂 正機 能,ハ ー

ドミス表 示機 能 な ど様 々で あ る。 漢 テ レタイ プ方式 で今 迄 の入 力処理 の問

題 点 を考 え て み よ う。 漢 テ レタ イ プ方 式 の入 力 処理 系 の場 合,入 力後 の

耽 チ ェ ック,校 正,訂 正 作 業 はHOSTM/Cを 使 って の処 理 が 中心 と な

って お り,訂 正 の確 認 は 吻 処理 後 に行 わ れ る 。 従 っ て,入 力 処理 系 の

シス テ ム設 計 を行 う際,初 期 入 力 しや す い方 法,効 率 の 良いマ ス ター ・

テー プ設計,校 正 しやす い帳 表 の作 成,訂 正 しや す い 方法,訂 正 の確 認,

人 間 の作業 が繁 雑 に な らな い管 理 可 能 な全 体 運 用,と い った諸点 を十 分 考

慮 しな け れ ば な らな い。 こ うした事 情 は,漢 テ レタ イ プ方式 の入 力処理 に

い くつ か の問 題 点 を生 じ させて い る。 第1は,図1-11に 示 す よ うに

一68一



■

↑

コ

ス

ト

円

2.0

1.5

1.0

O.5

漢字入力

時 間 →

図1-11漢 字 入 力 の コ ス ト

漢 字 入 力がEBCDIC入 力 に比べ て2～3倍 コス ト高 に な ってい る こ とで

あ る。 第2は,原 票作 成 か ら入 力 マス タ ー ・テー プ完 成 まで の入 力処 理 系

の作 業 に 多大 な時 間 がか か る こ とであ る。 第3は,入 力精 度を あ る一定 の

所 までは 改善 で き るが,そ れ以 上 は 一定 の 割合 でエ ラー が残 る こ とで あ る。

第4は,記 憶 媒 体 が比 較 的 不安 定 だ とい うことで あ る。

漢 字 入 力機 器 の歴 史 を ふ りか え って み る と,漢 テ レタ イ プ方 式 に始 ま り,

ペ ンタ ッチ 方 式,和 文 タ イ プ方式 が導入 され,漢 字 キーtoデ ィス ク,漢

字 キ ーtoフ ロ ッ ピーか ら現 在 は 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の登 場 に い た っ

てい る。表1-4に 示 す よ う に,日 本 語 ワー ドプ ・セ ッ サ は 各 社 か

ら様 々 な種 類 の ものが 発 売 さ れ,現 在 全 盛 時 代 を 迎 え よ うと して い る。

日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の特 徴 と し て は,2～3日 の教 育 で可 能 にな る

使い易 さ,=豊 富な校正編集機能,文 章 の蓄積機能,文 章 の印刷機能,文 字

種 の豊 富 さな どが 掲 げ られ る。 これ らの 点 か ら考 え て,日 本語 ワー ドプ ロ

セ ッサ は 文 書 処 理 の 合 理 化 の た め,今 後 ます ます 各 方 面 に導 入 され て い

くと考 え られ る。 た だ し,日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の 特 徴 か ら 考 え て,

一 旦 蓄積 した情 報 をデ ィス プ レイ編 集 す る ことに は大 きな 威 力 を発 揮 す る

が,日 本 語情 報 の大 量 入 力 には必 ず し も十 分 な能 力 を持 って い ない と考 え
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表1-4 日 本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ

方 式 メ ー カ モ デ ル 価 格

かな漢字変換 自 動 文法処理実施 東 芝 JW-10モ テシレ2 340万

(か な キ ー ボ (単語辞書有り) JW-5 260万

一 ド使用) キ ャ ノ ン キャノワー ド55(ロ ーマ字 可) 260万

三 菱 M8510 293万

文法処理なし 富 士 通 オァシ久100(独 自キー) 270と320万

逐 次 表示 選 択 日 立

(単語辞書なし)

(沖,JDLカシオ)

BW-20B(ロ ー マ字可) 260万

連 想 コ ード 日 立 BW-20B 260万

リ コ ー RIPORT410 270万

〃600モ 戸レ140 448万

(FAX機 能付)

三 角 信 号 伊藤忠デー タ WANG・OIS

フ ル キ ー タ ブ レ ッ ト
.

シ ャ ー プ 295万

(本文字配列) 沖 レ歩一メイ ト 185万

日 電 文 豪(NVP－20N)シ リーズ

MP-21N(入 力専用) 140万

22N(ラ インフリンヂ) 298万

23N(ペ ージプリンター) 458万

クラス ター
一

松 下 通 信 パ ナワード1000 約350万

リ コ ー RIPORr410 未 定

〃600モ テうレ240 458万

(FAX機 能付き) 約250万

日 立 BW-20A 250万

ぺ ん て る レタコンPW-802 295と約35砺

JDL 文 作 198万

伊 藤忠データ OIS
一

ペ ー ジ カ シ オ
◆

ワーフロワン 290万

多 段 シ フ ト 漢 字ス トローク 横河 ・ WORDIX 235万

ブ ラザー 入力専用機 120万
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られ る。

新 しい文章 情 報 デ ータ ベ ー ス を構 築 す る場 合,日 本 語情 報 に つい ては,

これ まで に述 べ た 漢字 入 力の様 々 な ハ ンデ ィを乗 り越 え て,大 量 入 力を行

うた め の 入 力 処 理 系 を 設 計 して いか なけ れば な らない し,大 量 入 力可 能

な ソー ス源 を求 め てい かな け れば な らな い。 現在,朝 日新 聞 社 や 日本 経 済

新 聞 は,新 聞 の コ ンピ ュー タ に よ る 自動 編 集 を 開 始 して い る。 これ ら の

作 業 の副 産 物 とし て,今 後 新 聞記 事情 報 は低 コス トで磁 気 テー プ化 され て

い くであ ろ う。 これ が大 量 入 力可能 な 日本 語情 報 ソー ス源 の第1で あ る 。

日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の利 用 が 盛 ん に な る と,各 方 面 でデ ー タ ベ ー ス

を作 成 す る以 外 の 目的 で,様 々な文 書 が フ ロ ッ ピィ ・デ ィス ク に蓄 積 さ れ

てい くで あ ろ う。 各 フ ロ ッ ピィか ら蓄 積 された文 章情 報 を吸 い上 げ る し く

み を作 る ことが で きれ ば,大 量 ソース 源 の第2の 可 能性 が生 まれ て くる。

第3の 可 能 性 は,い まだ実用段 階 に至 って いな いカ㍉ 漢 字OCRの 発 達 が

期 待 され る。 パ ター ン認識 によ る漢 字 入 力方式 の 中で は,漢 字OCRが 最

も大 量 入 力実 現 の可 能 性 を秘 め てい る とい うこ とが で き よ う。

、
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1.4単 語 お よび キー ワー ドの 自 動 抽 出

現在 のデー タベ ー スでは,検 索 の た め の キ ー ワー ド付 けば・ 整 備 され た キ

_ワ_ド 体 系 に基 づい て 人 力 で行 っ て い る の が 一 般 的 であ る。 人 間 に よ る

作 業 には ム ラが あ り,様 ・な主観 的 ・・イ ア ス が上 乗せ され て しま う・ 検 索効

率,適 合率 を均質 化 し,デ ー タベ ー ス作 成 作 業 を合 理 化 す るた め に も,キ ー

ワー ド付 け の作 業 が一 定 の ルー ル で 自動 化 され る こ とは 望 ましい。 また,文

章 情 報 の定 量 化利 用 の ため に は,で き る だけ 客観 的 な方 法 に よ って 分析 の対

象 とな る二次 情 報 が一 次 情報 か ら集 約 され て くる こ とが必 要 であ る。 本節 で

は,第1回 ワー キ ング ・グルー プ の資料 に基 づい て・ 単語 起 ぴ キー ワー ド

の 自動 抽 出 の問 題 を考 え てみ る。

(1)単 語 の 自動 抽 出 に つい て

単 語 の自動切 り出 し の方 法 と しては,漢 字 ・仮 名 とい う文字 種 の違 い を

利 用 す る方 法 と辞 書 とのマ ッチ ング に よ って切 り出 す方 法 の2種 類 が あ る。

こ こでは,工 業技 術 院 で開 発 し た単 語 頻 度数 集 計 の プ ・ グ ラムを例 と して

両 者 の特 徴 を 考 え てみ る。 シス テ ム ・フ ロー の概 略 を図1-12に 示 す 。

こ のシス テ ムに お け る辞 書 を用 い な い で単 語 を抽 出す るた めの ル ー ル は,

2文 字以 上 連続 した漢 字 列 を櫛 とい うこ とで あ る ・ 図1-13に 辞 書

を用 い ない で単 語 抽 出 を行 っ た 例 を 示 す 。 こ の よ うに・2文 字 以 上 連続

した 漢字 列 を拾 うとい うきわめ て単 純 な ルール に よっ て も相 当数 の単 語 を

抽 出 す る こ とが 可能 で あ る。 この 方 法 で問 題 に な る点 は,図4-13の

中 には適 切 な例 が出 て い な い が,平 仮 名 を含 む 名詞 が脱 落 して し ま うとい

う。 とであ る.ま た,こ の例 の 中 に あ る よ うに 「実 際の 」 とか・ こ こに は

出て い な い が 「徹底 的 に」,「 記 述 的 に」 ・ 「輪 上 の 」 とい った 副 詞 あ

る いは 形容 詞 と して働 い てい る漢 字 列 も抽 出 して し ま うこ とは拾 い す ぎか

もしれ な い.・ の例 の 中で 抽 出 さ れ た 「使 用 」 は ・ 使 用 す る とい う動 詞 で

あ る が,中 には 使用 とい う名 詞 で 出現 す る ケー ス も当然 考 え られ る。 従 っ
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諸 情 報 付

前後 リス ト
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ファイル

辞書への出現
頻度積み上げ

辞 書 ・単 語 デ ー タ

単語頻度付

前後 リス ト

辞書 フ ァイル

作 成

辞書 プアイル

更 新

頻度順出現

単語 リス ト

図1-12単 語 頻 度 数集 計 のた め の シ ステ ム ・フ ロー

"

●

:(入力文レコードID部)

00000005‖

000'000051

㈲ ・・働 ・

000000051

02

02

02

00000005‖o

000000051 04

000000005`

全 に 知 うて 泊 り.モ の

り.そ の 菖剤 に 関 す る

の書舗 に関 する自分の

関 する自分の知識を,

ぽ 文)

自分の知箆を.実 際 の

m・nc●)に 担 い で

(直後嬬ID

脳 に関 怜 自分の脳 を.頬 の召:':il川IP・ ・lo

自 分 の知 識 告,実 際 の 言 語波 川{P・rl。 ・ 臼 ・ 臼c・

知 識 を,実 際 の 目 語 迎川{P・r.`or…8・ ハに ね

実際 の 冨 鵠 迎 川{P・ ・1。 川 ・"¢8い ζ抄 い て炭 田

言 語 迎川{P6r∫orm●ne6)に お い て使 則 す る口

回三川 す る玖,文tkとti特 に 関 係 を も':な い 条件 ・'二 とxぱ

図1-13 辞書 を用いない方法に よる単 語抽 出例

一73一



て,漢 字 列 で単 語 を抽 出 した場 合 には品 詞 の情報 を取 捨 して しま う結果 と

な る。 文 章 か ら動 詞 を抽 出す る こ とに 力点 を置 く場 合 には,2文 字 以 上 の

漢 字列 に限 って し まい,1文 字 の 漢字 を切 り捨 て る こ とは い さ さ か問 題 が

あ ろ う。

次 に,図1-13と 同 じ文 章 を 用 い て辞 書 マ ッチ ン グの 方法 で単 語 を

抽 出 し た例 を図1-14に 示 す 。 こ の例 を見 る とわ か る よ うに,辞 書 を

用 い ない単 語 抽 出 よ り も一 層 きめ の細 か い単語 抽 出 が辞 書 マ ッチ ン グの方

法 に よ って行 え る と言 え る で あ ろ う。 ただ し,「 関す る」 とい う単 語 を

蛭 と関≡ で抽 出 した り,「 実際 」 とい う単語 を 実 際 と実 墜 で抽 出 し

た りし てい るのは,単 純 な辞 書 マ ッチ ング の欠 点 であ る。 また 「言 語 運 用 」

とい う複 合名 詞 は,漢 字 列 抽 出 で は言 語 運 用 で拾 い 出 され た の に対 し,辞

書 マ ッチ ングで は こ の複 合 名詞 が辞 書 に登 録 さ れ て い ない ため,辞 書 中 に

あ る言 語 と運用 に分 解 して抽 出 され てい る。 この よ うな複 合 名詞 がそ の ま

ま抽 出 され るべ きか,分 解 して抽 出 され るべ きかは 大 い に議論 の別 れ る所

で あ るが,単 純 な辞 書 マ ッ チ ングだ け でな く抽 出 した単 語 を 認 定 す るた め

に も う一 工 夫必 要 で あ る。 こ こで は,最 長 マ ッチ ング の方 法 を採 用 して,

「関す る」 や 「実 際 」 は 関す る と実 際 の形 で一意 的 に認 定 され る よ うに し

てい る。 「言語 運用」 とい う言葉 が辞 書 に登録 されていれば言語運用 とい

う分 解 され ない形 で抽 出さ れ て くるで あろ う。 いつ れ に して も,辞 書 マ ッ

チ ングの方式 を使 用 し て単 語 を抽 出 す る場 合 には,各 種 の辞書 を単語 抽 出

の 目的 に併 せ て,必 要 な もの を完 全 に登 録 した形 で準 備 し な けれ ば な らな

いo

よ り高度 な単 語抽 出の 方 法 と して は,抽 出 した単 語 の 品 詞 の 識 別 を 行

った り,語 尾変 化 の あ る品 詞 に関 しては語 尾 変 化を お さ えて基 本 形 に一 元

化 した りす る よ うな文 法 論 を反 映 した方法 が考 え られ る。 また,抽 出 した

単 語 の品 詞 の種 類 あ る いは 単 語 に付 属 して い る助 詞 の種 類 な どか ら単 語 の

文 中 で の役 割 を判断 して い く語 用 論 を反 映 した方 法 を応 用 して い くこ と も
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図1-14 辞 書 マ ッチ ン グ に よ る単 語 抽 出 例



考 え ら れ る。

(2)キ ー ワー ドとし ての意 味 付 け

こ の よ うに して抽 出 した単 語 に対 して,い カ・に してキ ー ワー ドの意 味 を

与 え てい くか とい うこ とが,次 の段 階 で の問 題 で あ る。 現在 ま で にキ ー ワ

ー ドの意 味 付け と して使 わ れ てい る方 法 は,重 要 語 抽 出 であ る。 す な わ ち

単 語 出現頻 度 数 な ど統 計 的 手法 を応 用 した もの で,SaltonのSMARTシ

ス テ ム とか言 った もの を例 と してあ げ る こ とが で き る。抽 出 した単 語 か ら

出現 頻度 数 の き わ め て高 い不 要語 を 除 い てみ た場 合,確 か に出現頻 度 数 の

高い単語は重要語 である とい う判断が一般 には成 り立つ と考え られる。

しか し,こ うした 方法 で単 語 を キ ー ワー ド化 した場 合,単 語 が文 中 で持

つ役 割 の情 報は 完全 に脱落 して しま う。 キ ー ワー ドと して の意味 を単 語 に

持 たせ るためには,文 あるいは文章 中での単語 の役害‖抽 出 し・単語 附

加 す る こと が必 要 では なか ろ うか 。 このた め には,文 中 に お け る格 あ る は

5WIHを 判 断 して,こ れ らに該 当 す る単 語 を重 要語 と してキ ー ワー ドの

意 味 を持 た せ て い か な け れば なら な い。 例 えば,同 じ 「米 国」 で も,主 体

と して働 い てい るか,対 象 と して働 ・・てい る か ・場所 として働 い て 、'るカ'

で は,文 中 の役 割 は全 く異 な ってい る。従 っ て,キ ー ワー ドと して の意 味

も異 な って くる と考 え られ る。 現 在 まで の と ころ,単 語 の文 中 での役 割 ま

で追 究 して キ ー ワ ー ド付 け の 自動化 を行 った シ ス テ ムは十 分 な実 用 の段 階

にい た っ てい ない 。

キ ー ワー ドとして の意 味 付け を行 う場 合 に考 え な け れ ばな らな い重 要

な 問 題 の 一 つ は,図 ・-13あ る ・・は 図1-・4噸 わ れてy'る 「言

語運 剛 の よ うな複 合 語 の 問 題 で あ る・ 日本 語 は ・ 英 語 な ど砒 べ て きわ

め て造 語能 力 の大 きい言 語 で あ る。 年 々新 た に造 語 され る複 合語 を キー ワ

ー ドとして登 録 して い くな らば,辞 書 は無 限 の大 きさ を必 要 とす るこ とに

な る。 また 複 合 語 が増 加 す れば す るほ ど,キ ー ワー ド認定 の ス テ ップ に お

け る不 顧 も増 加 し てい く・ とに な るで あ ろ う・ 情 語 運 用 」を 「言 語 」
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と 「運 用」 に分 け て登録 すべ きか そ の まま登録 す べ きか は,種 々の観点 か

ら大 き く議 論 の 分 れ る と こ ろで あ る が,語 管理 とい う観 点 か ら見 た場 合,

で き るだけ最 小 の単 位 で管 理 で き る こ とが望 ま しい。 この た め には ・ 最 小

単 位 であ る 「語 基 」 の 研 究 と 「複 合 語 合成 の規 則 」 に対 す る研究 に力 を注

ぐこ とが 必要 であ ろ う。

新 しい 文章 情 報 デ ー タ ベ ー スを構 想 して い くにあ た って,入 力文 か らの

単 語 の 自動抽 出化 の 可能 性 を考 えて み る と,漢 字 列 抽 出,辞 書 マ ッチ ング,

最 長 マ ッチ ングな どの手 法 を組 み合 わせ て単 語 認 定 を 行 う方 法 で 相 当 の

部 分 まで 日本語 情 報 につ い て 自動 化 で きるの で はな か ろ うか 。 これ に加 え

て語 尾変 化 の判 定 に よ る基 本 形へ の還 元,品 詞 の判 定,助 詞 な どの判 定 に

よる単語 の役 割付 け とい った各種 情 報 を獲 得 す る アル ゴ リズ ム が確 立 で き

れ ば,単 語 抽 出 自動化 機能 と して は 申 し分 ない と考 え ら れ る。

これ に対 して,キ ー ワー ド付 け の 自動 化 は,ま だ ま だ 難 し い と考 え

られ る。 人 間 が あ る整 備 さ れ たキー ワー ド体 系か ら キ ー ワ ー ド付 け を 行

う場 合 には,単 にそ の単 語 あ るい は同 義語 が見付 か っ た か ら行 うの で な

く,文 あ るいは文 章 全 体 の意 味 を判 断 して それ を集 約 させ た形 で キ ー ワー

ド付 け を行 ってい る。 この ことを考 えた だ けで も,.機 械 的 に現 在 で きる方

法 との 間 には大 きな ギ ャ ップがあ る と言 え よ う。 キ ー ワー ド付 け の 自動 化

の アル ゴ リズ ムは,文 を単語 に ま でバ ラバ ラ に分 解 し て か ら意味 付 け し て

い く方 法 で は な く,文 の状 態 か ら含 まれ る単語 も含 め て 一定 ルー ル で情 報

を抽 出 してい くよ うな 方法 の中 に見 出さ れ る可能性 が あ る ので は ない だ ろ

うか 。
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1.5シ ソー ラ ス の 作 成

一般 にデ ー タベー ス ・シ ス テ ムでは,デ ー タベ ー ス の作 成 サ イ ドに お い て

も,デ ー タベ ー ス の利 用 サ イ ドにおい て も,各 種 辞 書類 が陰 に陽 に重 要 な役

割 を果 して い る。辞 書 類 の 中 で もキー ワー ドの シソ ー ラスは,検 索効 率 を上

げ,呼 び 出 し率 と適 合 率 を改 善 して ユー ザ の 望 む 検 索 結 果 を 提 供 す る ため

に,き わめ て重 要 な辞 書 で あ る。 しか しな が ら,シ ソー ラス の作成 は,膨 大

な作 業 量 を伴 い 広 範 な 知 識 に よ る体 系 的 な分析 を必 要 とす る困難 な作 業 で

あ る。 本節 では,通 商産 業省 情報 管 理課 に おけ るMITI-IRの 経 験 を通 して,

シ ソー ラス作 成 に おけ る種 々の問 題 点 を 考 え てみ る。

(D手 作 業 に よる シ ソー ラス作 成

通 商産 業 省 にお け る コ ン ビ=.・・一夕利 用 は,電 気試 験 所 のETLMARK-4

の 完 成 を契 機 として本 格的 に開 始 され てい る。数 値情 報 と文 章情 報 の双 方

が,こ の コ ン ピュー タに よ る情 報 処 理 の可 能性 を追究 す る対象 と して選 ば

れ てい る。 数 値 情 報 に関 しては,比 較的 早期 に利 用 の 目度 が立 った が・ 文

章 情 報 に関 して は コ ン ピュー タに よ る情 報処 理 の 種 々 の 体 験 を 行 い,問

題 点 の 洗 い 出 し を行 う とい うこ と で 昭 和37年 にス ター トした。 この 研

究 は,昭 和45年 に成 果 を ま とめ て一 区切 りを つ け て い るが,そ の中 で シ

ソー ラス作 成 の基 礎 と なる各 種 の実験 も行 っ てい る。

万 能 シ ソー ラ スは 考 え られ るか とい う問題 が 出発 点 とな って,手 作業 に

よる シ ソ ー ラス作成 の実験 は 開 始 さ れ た。第1歩 は,通 商産 業省teよ ぴ 外

務 省 にお け る漢 字 の頻 度調 査 で ある。 この結果,約1000字 種 の ところ を

境 目 として100%の カ バ レー ジ に近 づ き,飽 和 状 態 にい た るこ と が判 明 し

た 。 また通商 産 業 省 あ るい は外 務 省全 体 で の カバ レー ジ 曲線 が,原 局 別 の

カバ レー ジ曲 線 よ り もや や上 方 に くる こ とが判 明 した 。

次 に,国 際 関 係,貿 易,個 別産 業 ・企 業経 営,学 術 用 語,政 策,生 産,

工 程,消 費 ・流 通 の8つ の分 野 か ら無 作 為抽 出 で26種 の資料 を選 択 し,
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用 語 抽 出 を 行 っ た 。 表1-5に 示 す よ う に 抽 出 さ れ た 用 語 数 は 約

32万 語 で,ダ ブ リを 除 去 して約15,000語 の用 語 に ま とめ ら れ てい る。

こ れ らの用 語 の 中 か ら,き わめ て頻 度 の高 い言葉 と4回 以 下の きわ め て頻

度 の 低 い言 葉 とを除 去 して絞 りを加 え,10種 類 の項 目 に各 用語 を分類 し

表1-5通 商産 業 省 に おけ る シ ソ ーラス 作成 例

内 容 件 数

資 料 8グ ル ー プ,26種

抽 出 用 語 約32万 語

用 語 約15000語
■

項 目 10

頻度5～400の 用 語 4000語

国際貿易関係でのテス ト 132語

全 シ ソ ー ラ ス 約10,000語

た。10種 類 の項 目すべ て に登場 す る言 葉 は コモ ン ・ワー ドと してやは り

除 去 され てい る。 分 類 したな か の1項 目ご と に,カ ル タ取 りの要 領 で各 用

語 の同義 語,上 位 概 念,下 位概 念,関 連 語,反 意 語 を選 び 出 し,完 全 な シ

ソー ラスを作 成 し て い った。 この手 作 業 に は 約3年 の 日時 と 当 時 の金 額.

で2,000万 円 の経 費 を必要 と した。

さて,こ の よ うな 手 作業 に よる シ ソー ラス 作成 の経 験 を 通 して,い くつ

か の点 が 明 らか と な った。 第1に 大 きな点 は,す べ て の作 業 に人 手 を使 っ

て シソ ー ラ ス を作 っ ては い け ない とい うこ とで あ る。 そ の理 由は,複 数 の

人 間 が作 業 に関 与 した場 合,10項 目の分 類 あ るい は 上位概 念,下 位 概 念

の 分類 に関 して,異 な った人間の間で全 く統 一性 と一 貫 性 が取 れ な い とい う

こ とで あ る。1人 の 人間 があ る言 葉 間 に上 位,下 位 の順 序 を付 け た とす る

と,別 の 人 間 は これ とは全 く逆 の 上位,下 位 の順 序 を 付 け て し ま う問 題 が

頻 繁 に 起 こ っ て し ま うの で あ る。 そ こ で,同 一 の 人 間 が作 業 を行 った
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ら ど うであ ろ うか とい う点 を チ ェ ック して みた。 資料 の一 部 を抽 出 して用

語 の 分類 を 行 い,そ れ か ら3カ 月 後 に全 く同一 の人 間 が同 一 の 資料 に対

して 同一 の作 業 を繰 り返 し て み たわ け で あ る。結 果は,2つ の用 語 の分類

が全 く異 なった もの となって し まった とい うこ と であ る。1人 の人 間 の 中 で

も,判 断 の基 準 が い か に揺 れ動 くか とい うこ とを示 す典 型的 な例 とな って

し ま った。 また,1回 目の作 業 の学 習効 果 が2回 目 の作 業 に影 響 を与 えて

い る可能 性 もあ る。従 って,シ ソー ラス作 成作 業 の す べ て を人 間 の手 作業

を通 して行 うの で な く,分 類 の判 断 を 行 う過 程 は 一 定 の ル ール を確 立

して 客観 的 な 機 械操 作 を取 り込 む こと が必 要 であ る。

第2に 大 き な点 は,こ の 作 業 に要 し た3年 とい う歳 月 は作業 時 間 として

は長 す ぎ るとい うこ とで あ る。 言葉 の体 系 は,時 間 が経 過 す るにつ れ て変

動 して い る とみ る こ とが で き る。従 って,こ の よ うな 長期 の時 間 を要 し て

シ ソー ラス が完 成 した 時期 には,も は や そ のシソー ラ ス の体 系は 現 実の言

葉 の 体 系か らは は ず れ て し まい,陳 腐 化 が始 ま って い る とい うことが で き

る。 これ に対 処 す るた め に は,い ず れ に して も人 間 に よ る作 業 で な く もっ

とハ イ ・ス ピー ドで シ ソー ラス作 成 の作 業 が で き る よ うな 仕組 が必 要 で あ

る。

(2)コ ンピ ュー タの 部 分 作 業 に よる シ ソー ラス作 成

上述 の よ うな手作 業 に よ るシ ソ ー ラス 作 成 の経 験 に基 づ い て,コ ン ピュ

ー タの 部 分作 業 を加 え た シ ソー ラ ス作 成作 業 を行 っ て み た 。 す な わ ち用

語 の 分類 を行 う操 作 の 一 部 分 に,コ ン ピュー タ作 業 を 挿 入 し・ 分類 作業

の客観 性 の保持 と作 業 時 間 の短縮 化 を は か った わ け で あ る。 当時,語 と語

の間 の関連 度 を コン ピ ュー タを 用 い て求 め,シ ソ ー ラス作 成 の際 の補 助 手

段 とす る実 験 的 試 み が,日 本 科 学 技術 情 報 セ ン ター(JICST),日 本貿

易振 興 会(JETRO)な どで行 わ れ て い た 。 関 連 度 を求 め るベー ス は

「情 報 あ る いは記 事 のな か で 同時 に 含 まれ る確 率 の 高 い用 語 は お互 い の 間

にな ん らか の関 係 が あ る」 とい う考 え方 であ る 。語 の関 連 度 を表 わす係 数
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は 関 連係 数 と呼 ば れ るが,日 本 科学技術情報セ ンターの実験報告 によると・図

1-15に 示 す よ うな 包 含 関係 を考 え た場 合,関 係 係数 を求 め る式 は 表

1-16に 示 す よ うな ① ～⑨ の もの が考 え られ る。 これ らの式 は,い ず

関 係

●

…
㌣

一

隠

田

ワ

言
口

(

忘
キー ワー ドjを

含む記事集合

(fj)

fij

図1-15キ ー ワー ドが関 連 す る記 事 の包 含

表1-6関 連係 数 を 求 め る式

■

⑨

①AI∫=ん 一(f`× 力)〃

② ん 」=ん+ん

③AtJ=.ん/(ft+万 一ん)

④ ん ∫={ftJ× 万 一(ノ1-,ru)(カ ーん)}/{ん ×万丁+(五 一ん)(ノ}一 ん)}

⑤^・-1・91・{{(1ん ・∂一五・万1与y× の/伍 ・力・(4イ)(ゴ ー万)}]

⑥Au司091。[【(fu×d－ ノ1×ノ3)2×の/ぴ ×刀 ×(ゴー五)(ゴ ーノ))}]

⑦ ん 」={ん 一(刀 ×力)/∂}!1伍 ×万

⑧ ん ノ={ノIJ-(ft×fJ)/の/{(五+力)/2}

⑨ ん ∫=(fu× ゴーf`×ノ})!1/ftxfJ×(∂=緬

ノ1:キ ー ワー ドiが 含 まれ る記 事数

ん:キ ー ワー ド`と ゴが同時に 含 まれる記 事数

ん:キ ー ワー ド∫と ノが 同時 に含 まれない記事数

ゴ:全 記事数

Ati:
、キ ー ワー ドiと ノの関連 係数
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れ を 用 い て も得 られ る結果 に大 き な差 異 は ない。 そ こで ① の式 を用 い て,

シ ソー ラス の作 成 を行 っ て み た 。 こ の 結 果 を手 作 業 で行 った シ ソ ーラ ス

と比 較 して み る と,分 類 の整 合性 と客 観性,作 業 時 間 な ど種 々の 面 で,コ

ン ピュー タ を用 いた作 業 に よ る シ ソ ー ラス の方 がす ぐれ て い る こ とが 判 明

した 。 従 って,シ ソーラス作 成作 業 の中 には,で き うる限 りアル ゴ リズ ム

を確 立 し て,コ ンピュー タ に よ る作 業 を取 り込 んだ ほ うが 良い こ とが 結論

付 け られ る二

以 上,手 作 業 とコ ン ピュー タの 部 分 作業 に よ るシ ソー ラス作 成 の2つ の

経 験 を通 し て,シ ソー ラス作 成 は で き るだ け人 間 の作業 を避け,コ ン ピ ュ

ー タ を利用 した機械 作業 で行 うべ き で あ る と ま と め られ る。 まし て や作

成 した シ ソ ーラス の メ イ ン テ ナン ス の こ と まで 考 慮 す る と,相 当 部分 が 機

械作 業 で処 理 で きる よ うに な って い な け れ ば対 応 しき れ ない であ ろ う。 文

章 情 報 の コ ンピ ュー タ処 理 に関 して 種 々 の体験 を重 ね,問 題 点 の 洗 い 出 し

を行 お う とす る通 商 産 業 省 の試 み は,昭 和45年 度 を もって 中断 した。

中 断 の理 由 は,ハ ー ドの コス トダ ウ ン,コ ン ピュー タの 処理 能 力 の レベ ル

ア ップ に10年 程度 の歳 月 が必 要 で,入 出 力関 係 の コス トが安 くな る まで

待 と うとい うこ とで あ る。 また,人 間 とコ ン ピュー タ との関係 す な わ ちマ

ン ・マ シ ン ・イ ンタ ラ クシ ョンの有 るべ き姿 が で き上 が るのに もか な りの

時 間 が必 要 で あ ろ うとい うこと も理 由 の一 つ とな ってい る。

こ の20年 余 の進 歩 で コ ン ビt,一'一夕 の価 格は1万 分 の1と な り,TSS

シス テ ム導 入 とい った形 で マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ラ ク シ ョンの シ ステ ム確

立 も可 能 な状 況 とな って きてい る。 この よ うな 観点 か ら考 える と,中 断 し

た文章 情 報 処理 に対 す る新 しい 挑戦 を開 始 す る べ き時期 に十 分 至 って い る

と判 断 で き る。新 し い文章 情 報 総 合 解 析 シ ス テムを構 築 す るに あた って は,

この 通 商産 業 省 に おけ る貴 重 な 実験 結 果 を十 分生 か し て,辞 書 類 の整 備 に

あ た る こ とが必 要 で あろ う。 特 に シ ソー ラス につい て は,で きる だ け多 く

の作 業 を アル ゴ リズ ム化 して コン ピ ュー タ作 業 とし,短 時 間 の編 成作 業 に
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よ る分 類基 準 の し っか りした 陳腐 化 しない シ ソー ラス を作 成 す る ことが重

要 で ある。 この た め には,す べて の領域 を カバ ー した 万 能 シ ソー ラス では

な く,分 野 別 に コ ンパ ク トな固有 の シ ソー ラス を作 成 し,分 野別 シ ソー ラ

ス の 集 合体 と して 万 能 シソ ー ラス を実現 す る よ うな 方 向性 を取 る こ と も必

要 で あ るか もしれ な い。 シ ソー ラス の作 成 につ い ては,完 全 自動 化,半 自

動 化 に よ る方 法 な ど海 外 で も種 々 の検 討 が な され て い る の で,こ れ らの

結果 も取 り込 ん で新 しい文 章情 報 総 合 解 析 シス テ ム の構 築 に取 り組 ん で い

か なけ れば な らな い。
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1.6定 量 化 利 用 の方 法 と ユ ーザ の使 い 易いシステム

新 しい文章 情 報 総 合 解 析 シス テ ムの 中 では,こ れ ま で の一 般 検 索 に よる デ

ー タベ ー ス内 容 の リス トア ップ だけ で な く,多 角 的 な 文章 情 報 の 利 用 方法 を

考 え て い きた い 。 そ の一 つ の方 向 性 と して,文 章情 報 の 定量 化 利 用 が考 え ら

れる。 これ は文章情 報の内容 を内容分析 などの手法に より定量化 して数値情

報 に変 換 し,こ の 数 値 情 報 に対 して 多変 量 解析,数 量 化 理論 な どを適用 して

有 効 な分析結 果 を 導 び こ うとい う方 法 で あ る。 本 節 で は,第6回 ワー キ ング

・グルー プの 資料 に 基 づ い て,政 治学 の分 野 に お け る文 章 情 報 の定 量 化 利 用

事 例 を検 討 しなが ら定量 化 の 方法 と問題 点 を考 え る。 ま た政 治 学 の 分 野 にお'

け る ユー ザ の 観 点 か ら み て 使 い 易 い システ ムの あ り方 に つい て も言 及 す る。

α)政 治学 の分 野 に お け る利 用事 例 と方 法

政 治 は,無 言 の威 圧 に よる政 治 といっ た こ と が 行 わ れ る ケ ー ス も あ

るが,一 般 に は種 々の政 治 コ ミ ュニ ィケー シ ・ ソ を 通 し て行 わ れ る。

従 っ て,政 治 を取 り扱 う政治 学 の分 野 では,早 くか ら言語 情 報 を分析 す

る手 法 が取 り入 れ られ て きた 。特 に,国 際 政 治学 の分 野 では,記 事 情 報

と して掲 載 され る政 治 コ ミ ュニ ィケ ー シ ョン を分 析 す る手法 が重 要 で あ

る。 政 治 学 の 分 野 に お け る文章 情 報 の定 量化 利 用事 例 を い くつ か紹 介 す

るo

第1の 例 は,新 聞 に掲 載 され た政 治 コ ミュニ ィ ケー シ ョンか ら内容 分

析 の手 法 を用 い て種 々の キー・の 出現 頻 度数 な どを抽 出 し,こ れ を主 成 分

分析,因 子 分 析,数 量 化 理 論 な どを使 っ て解 析 した もの で,ソ 連,中 国,

北 朝鮮 の 友好 敵 対 関 係,ソ 連,中 国,ベ トナ ム の 友 好 敵 対 関 係 に 関 し

て大変 興 味 深 い結 果 を提 供 して い る。 政治 の世 界 では,本 当 に重 要 な言

葉は限 られ て い て,政 治 コ ミュニ ィケ ー シ ョンの文 章 も'あま り複雑 な論

理構 成 を取 らず,主 張,宣 伝,訴 え を行 っ て い る もの が 多 い 。従 っ て.
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あ る種 の キー ワー ドを着 目 して追 究 す る こ とに よ り,か な りの分 析 を加

え る こ とが可 能 で あ る。

共 産 圏の 場 合 に は,建 国記 念 日 とか革 命 記念 日 とか い った 重要 な 日,

党 機 関誌 な どの 重 要 メデ ィアに,党 書 記 長,党 主 席,首 相 といっ た 重要

人 物 の発 信 した 祝 電 が掲 載 され る。祝 電 の 内容 は,相 国統 一,人 民 団結

な ど毎 年 毎 年 同 じ主 張 を繰 り返 して い るかの よ うに見 え て,例 えば ト 緒

にや ろ う」と 「めいめい頑張れ」では大 きな違 いが あ る よ うに,種 々の 変 動 が

起 っ てい る・。従 っ て,こ の よ うな政 治 的 コ ンテ キ ス トを踏 ま え て,重 要

語 の 出 現 頻 度数,文 章 の 長 さ,掲 載 面,掲 載 日 とい っ た情 報 を抽 出 して

分 析 す る とかな り有意な結果 を引き出 す こ とが 可能 で あ る。

表1-7と 図1-16に 解 析 結 果 の一 例 を示 す 。 これは,ソ 連,中 国,

北 朝 鮮3カ 国 の 政 策 決 定 著 聞 で 交 し た 友 交 的 な 内容 で政 治的 に重 要

な 文 言 の 数 か ら3×3の ソ シ オ メ ト リ ー ・マ ト リ ッ ク スを1961～

1966年 の6表 を 作成 し,林 知 己夫 の数 量 化 理 論 第IV類 を 適 用 し て1

次 元 値 を計算 した もの で あ る。 この1次 元 値 は,国 家 間 の 距 離す な わ ち

国家 間 の 友 好 敵 対 の度 合 を示 す 一 つ の 指 標 となっ てい る。 これ らの指 標

の変 化 は,こ の 期 間 に3ヵ 国 の間で起 った重要 事 件 と密 接 に関 連 す る もの

で あるo

表1-7共 産3カ 国 に 与 え られ た1次 元 値

1961年 1962年 1963年 1964年 1965年 1966年
1961～

1966年

中 国

北 朝 鮮

ソ 連

0,743

-0 ,665

-0 ,078

0,799

-0 ,256

-0 ,543

0,462

0352

-0 ,814

0,751

-0 ,099

-0 ,652

0,707

0,000

-0 ,707

0,769

-0 ,147

-0 ,622

0,755

-0 ,108

-0 ,647
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図1-16国 家 間 の 距 離

国際 政 治学 の分 野,特 に共 産 圏 の 場合,こ の よ うに 比較 的 単 純 な重要

語 に 対 す るサ ー ベ イで,有 意 な結 果 を導 き出す こ とが で き る。 しか しな

が ら,エ ネル ギー 問題,カ ン ト リー ・リスク 問題 といっ た分 野 で,有 効

な解 析 が で き るか ど うか は必 ず しも明 らか で は な い 。い ず れ に して も,

そ れぞ れ独 自の重 要 語 の 分析 と解 析 パ ター ンの検 討 が必 要 とな るで あ ろ

うo

第2の 例 は,RWichに よる 「Sino-SovietCrisisPolitics」

で あ る。 これ は,1968年2月 の ベ トナム で のテ ト攻 勢,ジ ョン ソン大

統 領 の再 選 出 馬断 念,8月 の ソ連 に よ るチ ェ コ介 入,1969年3月 の 中

・ソ国 境 衝突,9月 のベ トナ ム ・ホー チ ミン大 統 領 の死,1979年2月

の 中越 紛 争 といっ た事 件 を新 聞,雑 誌,ラ ジオ情 報 な どが取 り上 げ,そ

れ ぞれ の事件 の因 果 関係 を論 理 的 に解 明 した もの で あ る。 この よ うに事

件 の エ ッセ ンス を 直感 で取 り出 し,因 果 関係 を論 理 立 て てい く方法 は,

令
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一 種 の 神託 的 な結 論 を与 え る もの で ある が ,大 が か りな シス テ ム を必 要

と しな い一 つ の 方 法 論 と して カ ウン トで き る もの で あ る 。 エ ネル ギー問

題 の分 野 で も,こ の よ うな方 法 論 で各 種 の 分析 が 行 わ れ て い る は ず で

あるo

第3の 例 は,山 本 吉 宣 に よる認知 構 造 図 を使 っ た政 策 シ ミュ レー シ ョ

ン で あ る 。 こ の 分 析 で は,日 中平 和 友好 条 約締 結 当時,外 務 省 ア ジア

局 長 で あっ た 中 江要 介 が,日 中平 和友 好 条 約 に 関連 して イ ン タ ビュー に

答 え た資 料 を もと に して 認知 構 造 図 を作 成 して い る。 認 知 構造 図 は,資

料 の 中か ら因果 関 係 につ い て の主 張(コ ン セ プ ト)を 抽 出 し,有 向 グ ラ

フを作 成 した もの で あ る。抽 出 した コン セ プ トと して は,000日 本 の

効 用,001日 中 条 約 の締 結,002将 来 の ア ジア の安 定,ア ジ アの調

和,… …101日 本 の基 地 使 用 に対 す る 中 国の圧 力,… …301日 中条

約早 期 締 結,… …401日 本 が 中国 に及 ぼ した大 きな害 を反 省,… …

525北 朝 鮮 の効 用 な どが抽 出 され て い る。 これ らの コ ンセ プ トか ら有

向 グ ラ フを作成 した もの が 図1-17で あ る。
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コ ンセ プ トの 中 に は,政 策(P)コ ンセ プ ト,効 用(U)コ ンセプ ト,価

値(V)コ ン セ プ ト,認 知(C)コ ン セプ ト4種 が あるo日 中平 和 条 約 に関

連 す る資 料 か ら作 成 した認 知 構造 図 を基 に シ ミュ レー シ ョン用 の認知 構

造 図 を作 成 し,中 越 紛 争 に関 す る政 策 シ ミュ レー シ ョ ン を行 った も の

が,表1-8で あ る 。 こ れ は,政 策 コ ンセ プ トと価値 コ ンセ プ トの

関 係 を 示 し た も の で あ る。 この 中 でP2,P4と い う政 策 が 日本 の価 値

に プ ラスの 因子 と なっ て い る。Psは 逆 に マイナスの 因子 となっ て い る。

日本政 府 はP2,P,の 政 策 を取 る可 能性 が最 も高 く,Psを 採 らない で あ ろ

う とい うこ とが この シ ミュ レー シ ョンの予 測結 果 で あ る。 「中 国 とで き

る だけ 一線 を画 す 」と い う 日本 の 原 則 が 貫 か れ て い る,と い うの が

この 分析 の主 張 の 一 つ で あ る 。

表1-8シ ミ ュ レ ー シ ョン の 結 果

仮τ
り と
のの

順蒼
位ε

選択肢

日本 の価値

B

静 観

P2

中 国 を

単 に批

判

P3

ベ トナ

ムを単

に批 判

P4

国連での
対中国批判
決議 の
運 動 をす
る

P5

中国 に
味 方 し
援 助 す
る

P6

ペ トナ

,ム に 味方

し,援

助 す る

1

(63)
日本 の独立 と安全 十 十 一 十 十 一

2

(62)
日 本 の 貿 易 十 十 一 十 十 一

3

(58)

中 ソ対 立 に 日本 が

ま き こまれ な い
0 十 一 十 一 十

4

(60)

東南ア ジア諸国の

効用
0 十 一 十 十 一

選 択 肢 の 順 位 3 1 6 1 4 5

〔注 〕 十e:政 策P1が,日 本 の価 値 変 数 に プ ラス(マ イナ ス)に 効 く。
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第4の 例 は,日 本 の 選挙 公 約 に 対す る分 析 で あ る。 こ れ は,日 本 の

政 党 が 右 か左 か とい う位 置 関 係 を分類 す る た め行 っ た も の で,言 語 情

報 の 数 量 化 の1例 と なっ て い る。 この分 析 で は投 票 前 に新 聞 に発 表 され

る各 党 の選挙 公 約 か ら,法 と秩 序,経 済 の運 営,社 会 の し くみ,外 交 と

いっ た部 類 で 種 々の 問題 点 につ い て各 党 の 態 度 を抽 出 し,こ れ らの情 報

を も とに各 政 党 の 位 置 付 け を行 っ て い る 。 約20年 分 の選 挙公 約 が取

り扱 われ て お り,使 っ てい る分 析 手法 は因 子 群 分析 で あ る。因子 群 分析

の結 果 は,政 党 の 位 置 付 け に関 して案 外 と良 好 な解 を与 えて い る。 た だ

し,こ の 場合 に 日本 の政 党 を右 と左 に分 け て い る因子 は何 か とい うこ と

に つ い て,あ る程 度 しっか りした認 識 を持 っ て い ない といけ ない。 この

認 識 に 基 づ い て因 子 群 分 析 を行 え ば そ れ な り の 結 果 が得 られ るが,情

報 全 部 を因子 に して 分析 を行 え ば わ け の わ か ら な い結 果 が出 て くる の

は 当然 で あ る。

第5の 例 は,田 中昭 彦 の 中国 の 対外 構 造 に 関 す る シ ミュレー シ ョン分

析 で あ る。世 界 の 出来 事 を非 常 に丹 念 にま とめ たFactsonFileと い

う刊 行 物 が あ る が,こ れ か ら 中国 の い ろい ろ な国 々 とか,い ろ い ろ な

もの に対 して どの よ うな態 度 を取 っ たか とい う情 報 を数 量 化 して抽 出 し

て い る。 抽 出 した数 量 情 報 を基 に して,中 国 国 内の 動 き と対 外 的 アグ レ

ッシ ブ ネ ス,パ ッシ ブネ ス とを 関係 付 け た モ デ ル 化 を 行 い,シ ミ ュ レ

ー シ
ョ ン分析 を行 っ てい るわ け で あ る。

この 分 析 で取 り上 げ て い る手 法 は,ア メ リカ国 防省 の外 郭 団体 で あ る

CACI社 が 開 発 した方 法 が 一 つ の ベ ー ス と な っ てい る。CACI社 は,

危 機 管 理 シス テ ム を組 織 し よ うとい う こ とで これ まで研 究 を進 め て き て

い る。 この シス テ ム では,ア メ リカの対 外 政 策 の全領 域 を対 象 と して,

政 策 決 定 の 方 向性 を与 え る結論 を一与え よ うと して い る。 す なわ ち,ア メ

リカの 政 策 の ゴー ル は何 か,そ の ゴー ル を実 現 す る た めの行 動 と して は

どの よ うな選 択 が あ るか,ウ ェ イ ト配 分 は どの程 度 か といっ た情 報 が シ
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ス テ ム内 に組 み 込 まれ て い て,あ る事件 を入 力 す る とそれ に対 して ア メ

'
リ カの取 るべ き行 動が ウェ イ ト付 け られ て 出力 して くる とい う仕 組 み で

あ る。 前述 したFactsonFileを 内容 分析 して得 た数 値 情 報 の結 果 が,

この シ ス テ ムに お け るペ ー ス情 報 の 一 つ となっ て い るの で あ る。

日本 の 政 治学 者 とい うのは,500人 前後 しかい な いが,以 上5種 の

例 に示 した よ うに,結 構 各 種 の 文章 情 報 を利用 した シ ミュ レー シ ョンを

行 っ て い る 。 こ れ ら の 方法 が,そ の ま ま エ ネル ギ ー問 題 や カ ン トリー

・リス ク問 題 の 分 析 に 適 用 で き るか ど うか は 不 明 で あるが,そ れぞ れ の

問題 に適 した 方 法 論 を立 て る こ とは 可能 で あろ う。

(2)政 治 学 の ユ ー ザ か らみ て使 い易 い シ ス テ ム

(1)で 述 べ た よ うに,政 治学 の分 野 では言 語情 報 を利 用 したか なb多 く

の 分析 が行 わ れ て お り,こ の 中 の相 当部 分 は手 作業 に よる研 究 で ある。

コン ピ ュー タ作 業 に よる研 究 が で きる よ うに な る こ とは望 ま しい ことで

あ るが,政 治 学者 と しての ユ ー ザ か ら み た 場 合,使 い 易 い解 析 シス テ

ムの在 り方 につ い てい くつ か言 及 す る。

第1は,入 出 力が ユ ー ザ に とっ て親 し み 易 くわか り易 い もの で あっ

て ほ しい とい う こ とで あ る。例 えば,入 力 に関 して は,入 れ る コ ンセ プ

ト,キ ー ワー ドあ るい は記 号 が,種 々の政 策 と論 理 的 に 因果 的 に深 く結

び つ い て い る もの を使 用 す るの が よい 。 こ うす る こ とに よっ て,政 策 思

考 の 流 れ に沿 っ て シス テ ム操作 が で き る よ うに な るは ず で ある。 出 力 に

関 して も,で き るだ け単 純 な もの で あ る こ とが望 ま しい 。 しか も.ド ラ

イ な情 報 の羅 列 で は な く,ポ ジ テ ィブか ネ ガテ ィブか,ど の よ うな判 断

を くだす か,ど の よ うな行 動 を取 る か,と い っ た政 策 決 定者 に 本質 的 な

内容 が 出 力結 果 に 一 目瞭 然 となっ て表 われ る シス テ ム が よい 。 シス テ ム

操 作 に関 しては,イ ン タ ラクテ ィ ブな形 で,ユ ー ザ が 出 力 結 果 を 見 て

は,シ ス テ ム と応 答 を繰 り返 して いけ る ものが便 利 で あ ろ う。

第2は,前 述 の 要望 と も深 く関連 す る こ とで あ るが,シ ス テ ム全体 が
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多 くの オ プシ ョンの 中か らユ ー ザ に 取 っ て価 値 の あ る判 断 を下 した結

論 をそ の場 で出 力 す る よ うな仕組 み に なっ て い てほ しい とい う こ とで あ

る。 膨 大 で無 味乾 燥 な出 力 を与 え られ て,そ の 中 か ら必 要 な価 値 判断 を

下 して,ほ しい結 果 を得 て下 さい とい うの では,ユ ニ ザ は と て も つ い

て い け ない で あろ う。 この よ うな システ ムを作 り上 げ るた め には,あ ら

か じめ種 々の オ プ シ ョン と価 値 判 断 の基 準 を体 系 付 け た 因果 関 係 図 を作

成 して おふ ね ば な らない 。 十 分吟 味 した 因果 関係 図 を シス テ ム内部 に セ

ッ トし,入 力 と して何 か事 件 を 与 え る と,因 果 関係 図 に沿 っ た判 断の結

果 と して,あ る行 動 な り政 策 が 出 力 され て くる シス テ ムが 必 要 で ある。

ア メ リカのCACI社 の シス テ ム は,こ うし た 要 請 を か な り満 した シス

テ ム となっ てい る。 現 実 に海 外 で は この よ うな種 類 の シス テ ムが で きて

い るの で あ るか ら,日 本 で作 れ な い とい うこ とは ない と考 え られ る。新

しい文 章 情報 総 合 解析 シス テ ムを作 成 す る場 合 に は,こ の よ うな ユ ーザ

・サ イ ドの 観 点 か ら の 要請 も十 分考 慮 して い くこ とが 必要 で あろ う。

最 後 に,こ れ は 政 治 の 分 野 で は,あ る程度 宿命 的 と言 え るが,い く ら

優 秀 な シス テ ム でい くら確 度 の 高 い結 果 が 出 た と して も,高 度 に 政治 的

な判 断 と して結 果 が 無 視 され る こ とは い くらで も覚悟 しなけれ ば な らな

い 。 もち ろん,そ の よ うな 判断 が 下 され る よ うな シス テ ムに なれ ば,そ

れ だ け で も十 分 す ぐれ た シス テ ム といえ るで あ ろ う。 話 は 情 報 シ ス テ

ム とは異 な るが,エ ジプ トとシ リアが イス ラ エル に侵 攻 した時,イ ス ラ

エル の情 報 網 は 動 き を十 分 キャ ッチ して いた に もか か わ らず,イ ス ラエ

ル上 層 部 の攻 撃 開 始 時 間 の読 み が4時 間 ず れ たた め に被 害 が莫 大 な もの

とな った とい う事 例 が あ る。 この よ うに,シ ス テ ムの 出 力結 果 を政策 決

定 レベ ルが 見 向 き も しない とい うこ とは往 々起 り うる こ とで あ るか ら,

政 治 の 分野 では シ ス テ ムの 宿命 と して あ る程 度肝 に命 じて おか ね ば な る

ま いo
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1.7新 しい記 事情 報 総 合 利 用 シ ステ ム の構築

1.2～1.6ま で新 しい文章 情 報 総 合 解 析 シ ス テ ムを構 築 す るに あ た って考

慮 し な け れ ば な ら な い種 々 の 問 題 を 検 討 し て き た 。本 節 では,全 体 の ま

と め と し て第5回 ワ ー キ ン グ ・グ ル ー プ 資 料 と1,2～1.6の 各 館 の 内

容 に 基 づ い て 新 し い 記 事 情 報 総 合 利 用 シ ス テ ム の シ ス テ ム 像 と 開 発 の

タイ ム ・ス ケ ジュー ル を検 討 す る。

(1)記 事 情 報 の利 用 の方 向

記 事情 報 は,文 章 情 報 の1つ と して大 き な一 群 を形成 して い る。新 聞

・雑 誌 に現 わ れ て は 消 えて い く記 事情 報 を ソース ・デー タ と して,記 事

情 報 総 合利 用 シス テ ムを考 え る時,利 用 の方 向性 と して大 き く次 の3つ

の 方 向 が考 え られ る。

第1の 利用 の 方 向 は,こ れ ま でに 実在 す る様 々な文 章 情報 検 索 シス テ

ム です でに実 現 してい る方 向 で あ るが,特 定 の テー マ に関 す る過 去 の記

事 の 全 文 ある い は抄 録 の把 握 を行 う も の で あ る。 こ の 場合,一 般 に は

自分 の把 握 した い テ ー マに 関 す る キ ー ワー ドを シス テ ムに入 力 して検 索

と絞 り込 み を行 い,シ ス テ ム か ら抄 録 あ るい は全 文 の リス トを引 き出

す こ とに なる。 シス テ ムそ の もの では,記 事 内容 の 解 析 は 行 わ ず,リ

ス トを 出 力後 ユ ー ザ が 内 容 を 解 読 し て 種 々の判 断 を下 す こ とに な る。

第2の 利用 の 方 向 は,記 事 情 報 デー タベ ー ス全 体 を集 合 体 と して把 え ・

社 会 現 象 を観 測 す る ための 有 力 な材 料 と して取 り扱 お う とい う方 向 で あ

る。 デ ー タベ ー ス を構 成 して い る個 々の 記事 情報 は,主 観 的 で 偏 りが

あ り分 散 が激 しい と考 え られ るが,記 事全 体 を集合 体 と して把 え る こ と

に よ り平 均化 さ れ た性 質 を取 り出 す こ とが で き,こ れ を ペー ス と して社

会 現 象 の様 々 な法 則性 を導 き出せ る可能 性 が ある。 特 に,記 事 情 報 が 持

っ て い る内容 を 数 量化 して抽 出 した 場合 には,数 の言語 を用 い て科 学 と
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して現 象 を観 測,分 析 して い く こ とが可 能 で あ る。 この 場合 も,シ ス テ

ムは 人間 が判 断 しやす い形 に情 報 を変 換 す るの が主 た る役 割 で,最 終 的

判 断 は人 間 が 行 う。

第3の 利 用 の方 向 は,記 事 情 報 の 中 に豊 富 に散在 す る数 値情 報 を抽 出

して利 用 し よ うとい う方 向 で あ る。現 在,各 種 統 計 数値 情 報 は,い ろい

ろ な機 関か らの 月報,年 報 と いっ た形 で公 表 され て い るが,こ れ らか ら

得 られ る数 値情 報 の 内容 は 限 られ てい る とい うこ とが で きる。 これ に対

して 記事 情 報 の 中 で は,各 種 数 値情 報 が うた か たの ごと く現 われ ては埋

もれ て い く。 統 計数 値情 報 とは異 なっ た性質 の もの も多 い 。 これ らの数

値情 報 を記事 情 報 か ら抽 出 し,デ ー タバ ンクに蓄 積 して利 用す る こ とは

で きな い で あろ うかo ,
も

この 他 に も,記 事 情 報 の利 用法 は 種 々考 え られ る が,こ の よ うな3

つ の利 用 方 向 を 目指 して,記 事 情 報 総 合 利 用 シス テ ムが構 築 さ れれ ば,

そ れ は大 い に役 立 つ もの とな るで あ ろ う。

さ て,こ の よ うな記 事 情 報 総 合 利 用 シ ステ ムを考 え る時,ソ ー ス ・デ

ー タで あ る新 聞 ・雑 誌 の記 事 情 報 を大 量 入 力 す る可 能 性 が ど こに あ るか

とい う ことが最 も大 き な問題 で あ る。 国 内記 事 情 報 に 関 し て は,1.3

で 述 べ た よ うに,現 在 朝 日新 聞,日 本 経 済 新 聞 といっ た新 聞が 編集

の 電 算 写 植化 を開 始 してお り,副 産 物 と して記 事全 文の 磁気 テ ー プ な ど

を廉 価 に作成 で き る体 制 に入 っ た とい うこ とが で き る。 ま た,オ ン ライ

ン手 書 き入 力,音 声 タ イ プ ラ イ ター,漢 字 光 学 読 み取 り装 置 とい っ た開

発 段 階 の入 力機 器 の 中 では,パ タ ー ン認 識 に よる漢 字光 学 読 み取 り装 置

が大 量 入 力の た め の本 命 機 器 と して近 い将 来 実用 化 が期 待 され る。 海外

記 事情 報 に つ い ては,例 え ば ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ の記事 全 文 デ ー タ

バ ン クが オ ー プ ン され,衛 星 中継 で コ ン ピュ ー タ ・リー ダ ブル な情 報 を

受信 す る ことが 可 能 で あ る。 ま た 記事 情 報 に関 す るい くつ か の磁 気 テ ー

プ も入手 可 能 で あ ろ う。 従 っ て,あ る程 度 大 量 入 力可 能 な文 章情 報 と し

一94一

●



て,記 事 情 報 を ソー ス ・デー タと した デー タバ ンク ・シス テ ムを考 え て

い くこ とは,無 理 が ない で あ ろ うo

② 記 事 情 報 総 合 利 用 シス テ ムの理 想 像

こ こで,シ ス テ ム内の 各機 能 が 実 用 レベ ル に あるか,開 発 レベ ル に あ

るか といっ た点 は無 視 して,(1)で 述べ た記事 情 報 の利 用 方 向 を考 慮 した

記事 情 報 総 合 利 用 シス テ ム像 を述 べ て み よ う。 図1-18に 具 体 的 な シ

ス テム像 を 図示 す る。

必要 な デ ー タベ ー ス は,第1の 利用 方 向 を考 え た場 合,記 事 情 報 全 文

デー タベ ー ス と記 事 情 報 抄録 デ ー タベ ー ス で あ る。 全 文 デー タベ ー スは,

入 力情 報 の全 文 を 登 録 した もの で あ る。抄 録 デ ー タベ ー ス作成 の た め に

は,で きれ ば 自動抄 録 が望 ま しい。 自動抄 録 の 一 つ の可 能 性 に つ い て は

後 述 す る。 この2つ の デ ー タベ ー スの利 用形 態 は,ま ず 記 事 抄 録 デ ー タ

ベー ス を検 索 して抄 録 を リス トア ップ し,抄 録 の 内 容 を判 断 して全 文 を

要 求 す る とい う形 を取 る こ とに な る で あろ う。
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喝

第2の 利用 方 向 を考 えた場 合,単 語 頻度 数 デー タベ ー スが 有 力 な数 量

化 情 報 源 の一 つ とな る で あろ う。 この 場合 に は,単 語 の 出現 頻 度 数が 社

会 現 象の 性格 を表 わ して い る と仮 定 す る こ とにな る。 デー タベ ー ス作 成

サ イ ドでは,記 事 情 報 の 自然 文 か らシス テムで 単 語 抽 出 を 行 い,同 じ

単 語 の 頻 度数 を シス テ ムで積 算 して単 語 出現 頻度 数 の デー タ を作 り出土

単 語 抽 出 に あ た っ て は,主 観 的 なバ イ アスが かか らな い ように した い

の で,完 全 自動 単 語抽 出 が望 ま しい 。 デ ー タベ ー ス利 用 サ イ ドでは,単

語 頻 度数 デ ー タ ベー ス に対 す る検 索 を行 っ て単 語 頻 度 数 を フ ァイ ルへ

出 力 し,各 種 解 析 プ ログ ラ ムを通 して 分析 の結果 を得 る ことに な る。

第3の 利 用 方 向 を考 え た 場合,非 時 系 列数 値 情 報 デ ー タ ベ ー ス 炉 必

要 で あ る。 デ ー タベ ー ス作 成 サ イ ドでは,非 時系 列 数 値情 報 デ ー タベ ー

ス を作 成 す る場 合,記 事 情 報 の 自然 文 か ら シス テ ム で 数 値 の 発 見 を 行

い,発 見 した数 値 の前 後 の文 に対 す る単 語 抽 出,構 文解 析,意 味 解 析 と

い っ た作 業 で キー ワー ドの 抽 出を行 い,キ ー ワー ド と数 値 の双 方 を デ

ー タ ベー ス に登 録 す るoデ ー タベ ー ス 利 用者 サ イ ドでは,こ の よ うな キ

ー ワー ドを い くつ か 指定 して非 時 系 列 数値 情 報 デ ー タベ ー スか ら必要 な

数 値 を検 索 し,行 と列 に この キー ワー ドを設 定 す る こ とで二 次元 の マ ト

リック スの統 計表 を出 力 す る こ とが 可 能 と な る。

次 に,各 デ ー タベ ー スの検 索適 合 率 あ るい は検 索 再 現率 を あげ るた め

には,シ ス テ ムは で きる だけ 良 い検 索 の 仕 組 み を持 た なけ れば な らない 。

記 事 情 報 総合 利 用 シス テ ムに お い て考 慮 して い る2つ の検 索 方 法 につ い

て言 及 してみ よ う。

第1の 検 索 方 法 は,き わ め てオ ー ソ ドック スな キ ー ワー ド付 け に よる

方法 で ある。 キー ワー ド付 け の ソー ス ・デ ー タと して は,記 事 情 報 の 自

然 文 か ら 自動 抽 出 した 単語 を利 用 す る こ とが で きる 。 た だ し,抽 出 した

単 語 を そ の ま ま キ ー ワー ドに したの で は,同 義語 等 の 問題 が あ り検 索 の

密 度 が 淡 くなる と考 え られ る。 従 っ て,単 語 とキー ワー ドの 関 係 を整 理

一97一



して体 系付 け る こ とが必 要 で あ る。

この よ うな単語 とキー ワー ドの 整 理 を考 え てい く場 合,い くつ か の 問

題 点 を上 げ る こ とが で きる 。一 つ は,上 に述 べ た よ うに同義 語 の問題 で,

同 義 語 辞書 を作 成 す る ことが 必要 で あ る。最 下 層 の キー ワー ドを どの 次

元 に求 め るか の判 断 は 大 き な問題 で ある が,一 応 同義 語 の代 表名 をキ ー

ワー ドの最 下 層 の一 つ と して選 ぶ こ とが で き るで あ ろ う。

次 の 問題 は概 念 化 した キ ー ワー ドの問 題 で あ る。 世 界 エネ ル ギー情 報

の キー ワー ド付 け に 用 い て い る 日本 経 済 新 聞 社 の キー ワー ド分 類(表1

-9)を 例 と して話 を進 め よ う。

表1-9日 本 経 済 新 聞 社 に よる キ ー ワー ドの 分類

会 社 キ ー ワ ー

団 体 キ ー ワ ー

人 名 キ ー ワ ー

地 域 キ ー ワ ー

品 目 キ

業 界 キ ー ワ ー

項 目 キ ー ワ ー

会 社,団 体,人 名,地 域 といっ た キー ワー ドは,固 有 名詞 で あ るか ら

文 の 中か ら単語 自動 抽 出 が で きて,同 義 語 辞 書 が整 え られ てい れば,ほ

ぼ 問 題 は な い と考 え られ る 。 品 目 キー ワー ドは,ガ ソ リン,石 油製 品 と

いっ た物 を 表 わす キ ー ワー ドで あ るか ら,例 外 が 生 じる可 能 性 は ある が,

同義 語 辞書 で ほぼ 対 応 で き る の では ない か と考 え られ る。 これ に対 して,

業 界 キー ワー ドと社 会 の ア クテ ィ ビィテ ィを 示 す項 目キー ワー ドは単 純

な同 意語 の対応 関係 で は処 理 で き ない。 例 えば.「 エネ ル ギー政 策 」

(項 目キー ワー ド)と か 「石 油化 学 業 界 」(業 界 キ ー ワー ド)を 見 た場

,
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⑱

合,単 語 抽 出 で単 純 に抜 き出 せ る ケー ス と文 あ るい は文章 全 体 で この概

念 を現 わ して い る ケー ス とが あ り うる。後 者 の場合,抽 出さ れ た単 語 の

イ ン フ ォ メー シ ョン だけ で,キ ー ワー ドに結 び付 ける のは きわ め て難 し

いo

次 の 問題 は,検 索者 が指定 した キー ワー ドを包含 す る概 念 を要求 す る

1問 題 で あ る
。 ガ ソ リン,灯 油,軽 油,重 油 を総称 す る言 葉 と して 石 油製

品 が あ る が,ユ ー ザ が 「石 油 製 品 」 で 検 索す る場 合,石 油製 品 とい う

単 語 の 出現 して い る記 事 を要 求 す る ケー ス と石 油製 品 とい う単 語 は 出現

して い な いが ガ ソ リン,灯 油,軽 油,重 油 といっ た単 語 の出 現 して い る

記事 も含 め て要 求 す る ケース の 両 方 が考 え られ る。

第4番 目の問題 は,名 詞 を キー ワ ー ドと して登録 して い くこ とは 比較

的 容 易 で あ るが,単 語 抽 出 の操 作 で取 り出 さ れ る動詞,形 容 詞 を キー ワ

ー ドに い か に結 び付 け るか とい う問題 で あ る。以 上,単 語 とキー ワー ド

の整 理 を 行 うに あ た っ て障 害 と なる4種 の 問 題か ら・少 な くと も同義

語 辞 書 とキー ワー ドの 階層 辞 書(シ ソー ラス)は 必 要 であ る と結 論付 け

られ よ う。検 索 の場 合 に も,検 索者 が 自由 に 自分 の思 いつ く単語(名 詞)

を入 れ,必 要 な同義 語 辞書,シ ソー ラス を参 照 して 自分 の検 索 した い キ

ー ワー ドに到 達 す る機 能 が 必要 で あ る 。

第2の 検 索 方 法 は,文 あ るい は 文章 全 体 か ら概 念 を示 す 数 量 を作 り出

し,そ れ をキ ー ワー ドに対応 す る もの と して利 用 す る方 法 で ある。 この

実 例 と しては,G.Saltonに よる 「SMART情 報 検 索 シ ス テ ム 」 が あ

る 。 この シス テ ムに お け る基 本 的 な考 え方 の一 つ は,情 報検 索 シス テ ム

に お け る検 索 方 法 は,い ずれ は キー ワー ド入 力 で な く,自 然 文 に よる質

問 と な るぺ きで あ る とい う考 え 方 で あ る。 これは,基 本的 な考 え 方 と し

て妥 当 で あ る。

「SMARTシ ス テ ム 」 で は,こ の よ うな考 え 方 を実 現 す る ため,入

力 デ ー タ ・テ キ ス ト中 か ら単語 抽 出 を行 い,あ らか じめ登録 して あ る単
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語 辞 書 か ら単 語 番号 と ウェ イ トの情 報 を引 き出 し,こ れ らの 数 値 情報 に

基 づ い て概 念 ベ ク トル を作 成 して い る。 この 概 念 ベ ク トルが 一種 の キ ー

ワー ドの 働 き を し て い る わけ で あ る。 検 索 の 時 は ,自 然 文 に よ る質 問

文 が入 力 され,入 力 テ キ ス ト処 理 ル ー チ ン と全 く同 じス テ ップを踏 み,

質 問文 の概 念 ベ ク トル が作 成 され る。 この 質 問 文 の概 念 ベ ク トル と入 力

テ キ ス トの概 念 ベ ク トル の適 合 性 が 判 別 され ,必 要 な入 力 テ キス トが検

索 され て くる とい う仕 組 み で あ る 。 この シス テ ムの 場 合,欠 陥 となっ た

の は 入 力 テ キ ス ト全 体 の概 念 ベ ク トル と短 か い質 問 文 の概 念 ベ ク トル で

は 本 質 的 に違 う とい うこ とで あっ たoこ の批 判 に対 してSaltonが 与 え

た解 答 は,検 索 した い 内容 に合 致 す る文 献 を1つ か2つ 入 力す れ ば,こ

の よ うな方 法 を検 索 に使 え る とい うもの で あ る。

我 々が キ ー ワー ド付 け を行 う場 合,文 あ る い は 文 章 全 体 の 意 味 を考

慮 して与 え てい くこ とを考 え る と,文 全 体 あ る いは文 章 全 体 か ら数量 情

報 の形 で キ ー ワー ドに該 当 す る文概 念 を与 え よ う とい う方 法 は 理 に か な

っ てい る とい え る。 そ の場 合,単 純 な頻 度 数 に よる ウェ イ トだ け で な く,

構 文 解 析 や意 味 解 析 か ら得 られ る情 報 も含 め る こ とが必 要 で あ ろ う。 こ

の よ うな文概 念 の 情 報 を シ ス テ ム 化 す る こ とは,き わ め て 難 し い と

考 え られ るが,記 事 情 報総 合 利 用 シス テ ム では,こ れ ら2つ の検 索方 法

の観 点 か ら1キ ー ウー ドtoア ドレス ・フ ァイル,文 概 念toア ド

レス ・ファ イル を シス テ ムの 中 に 取 り入 れ てい る。

次 に,デ ー タベ ース を効 率 的 に 作成 し,有 効 に利 用 す るた め に シス テ

ム内部 に設置 しな けれ ば な らない 各種 辞 書 に つ い て述 べ る。単 語 抽 出の

機 能 には,抽 出す る単 語 を リス トア ップ した 単 語辞 書 の 他 に,抽 出不 要

語 を規 定 した ネ ガ テ ィブ辞 書,複 合名 詞,慣 用 句 を規 定 した句 辞 書,動

詞,形 容 詞 を基 本形 に 導 くた めの語 幹 一語尾 辞書 な どが 必要 で ある。 キ

ー ワー ド付 けの機 能 に は
,キ ー ワー ド付 け の検 索方 法 の 所 で ふれ た よ う

に,少 な くとも同義語辞書,キ ー ワー ドの階層 辞書 が 必 要 で あ る。 よ り高
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度 な機 能 と して構 文 解 析,意 味 解 析 とい っ た 機 能 を デ ー タ ベ ー ス の

作 成 ある いは デ ー タベ ー スの利 用 に取 り入 れ てい くとす れ ば,文 形 パ タ

ー ン
,文 法,語 用 に関 す る情 報 を ま とめた辞 書 が必 要 に な る と考 え られ

るo

こ こで,記 事情 報 抄録 の 自動 作 成 に関す る一 つ の可 能性 につ い て述 べ

て お く。 もし単 語 抽 出,構 文 解 析,意 味 解 析 といっ た機 能 を用 い て,す

で に述 べ た よ うな文概 念 を作 り出 す こ とが で きる とす れ ば,自 動 抄 録 に

この 文概 念 を適用 す る こ とが考 え られ る。 とい うの は,記 事 情 報 は 大体

に お い て見 出 しを 持 っ てい るの で,見 出 しの文概 念 を作 成 し,こ れ と適

合 性 の高 い文 を い くつ か本 文 か ら抜 き出 して くる とい う こと で抄 録 を作

成 で きる可 能性 が ある か らで ある 。

さ て,こ れ ま で は 日本文 記事 情 報 と外 国文 記 事情 報 を特 に 区別 しな い

で述 べ て きた が,記 事 情 報総 合 利 用 シス テ ム で考 え て い る両者 の取 り扱

い に つ い て触 れ て お こ う。単 語 抽 出,構 文 解 析,意 味 解 析 な どの シ ス テ

ム機 能 に関 しては ,日 本文 と外 国文 で別 々の ル ー チ ンが 必要 に な る と考

え られ る。記 事情 報全 文 デー タベ ー スには,外 国文 の 記事 情 報 は そ の ま

ま登 録 す る とい うこ とで よい 。 単 語頻 度 数 デー タベ ース に関 しては,日

本 文 記事 情 報 と外 国文 記 事 情 報 と を併せ て全体 で頻 度解 析 を した い ケー

ス と別 々の解 析 しか意 味 の ない ケー ス とで事 情 が異 なっ て くる。 前者 の

場 合 に は,外 国文 の単 語 と 日本 文 の単 語 を対応 付 け た辞 書 が 必 要 で あ る。

この 場合,単 語 が 日本 文 と外 国文 で1:1に 対 応す る とは限 らな いの で,

文 あ るいは文 章 全 体 を判断 して複 数 の 対 応 の 中か ら1つ を選 ぶ機 構 が必

要 で ある。後 者 の 場 合 は,外 国文 の単語 の頻 度数 を そ の ま ま登 録 して分

析 す る とい うこ とで対処 で きる 。検 索 の た め の キー ワー ド付 け ば すべ て

日本 語 で行 う こ と が 望 ま し い 。 外 国 文 の単 語 と 日本 文 の単 語 の対 応 辞

書 が で きていれ ば,日 本 文 の 単 語 か らキー ワー ドに結 び 付 け る こ とが で

きる で あ ろ う。 そ うで ない場 合 は,同 義 語 辞書 の中 に外 国文 の単 語 を登
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録 す れ ば よい。非 時 系 列数 値 情 報 デー タバ ン クに関 して も.や は り日本

語 の キー を付 して数 値 を登 録 す る こ とが望 ま しい。

次 に,記 事情 報 抄 録 デー タバ ン クで あ るが,こ れ もで きれ ば 日本 語 の

抄 録 を付 け る こ とが望 ま しい 。最 近,機 械 翻 訳 の研 究活 動が 相 当活 発 に

な っ て い るが,記 事 情 報総 合 利 用 シス テ ムで考 え てい る各 ル ー チ ンが 自

動 的 に機 能す る とい うこ とは,機 械 翻 訳 に 必 要 な トール が か な りの 部 分

そ ろ う ことを意 味 して い る。従 っ て,外 国文 記 事情 報 の 抄録 に は機械 翻

訳 の機 能 を利 用す る こ とが考 え られ る。外 国文 記 事 情報 の全 文 に対 して

も,記 事 全 文 出 力 の 際 の フ ァン ク シ ョンの1つ と して機 械 翻 訳 を 適用 す

るの が妥 当 と考 え られ る。

以 上 が,各 機 能 の 段 階 が実 用 レベ ル に あ るか,開 発 レベル に あ るか を

無 視 して 描 い た記 事 情 報総 合 利 用 シス テ ムの 全 体 像 で あ る。

② 開 発 の タイ ム ・ス ケ ジ ュール に 関 す る見通 し

上述 の よ うな記 事情 報 総 合 利 用 シス テ ム を どの よ うに 開発 して い くか

と い うこ とで あ るが,以 下 に示 す よ うな3ス テ ップ ぐ らい の 段階 を取 る

こ とが必 要 と考 え られ る。

第1ス テ ップ では,記 事 情 報 を定 量 化 して高 度利 用 を は か ろ う とす る

当 初 の 目的 に従 っ て,単 語 抽 出 シス テ ム及 び 頻度 数 解析 シス テ ム に力 点

を 置 くの が 妥 当 と考 え ら れ る 。 単 語 抽 出 に 関 し て は,1.4で 述 べ

て い る よ うに,漢 字 列抽 出 と辞 書 マ ッチ ン グの2つ の方 法 を用 い る こ と

に よ りか な りの 線 まで実 現 す る こ とが 可 能 で あ る。 この 他 に語 尾,品 詞

の判 定 及 び 語 用 の 判 定 な ど の機 能 を加 え る と,さ ほ ど遠 くな い 時 期

に完 全 自動化 が で きる段階 に 達 して い る とみ る こ とが で き よ う。

記 事 情 報 の定 量 化 に 関 して は,単 語 抽 出 の 他 に 内 容 分 析 の 手 法 を 利

用 した種 々の方 法 が 考 え られ る 。 日本 で も,政 治 学 あ る い は 言 語 学

の 分 野 で手 作 業 では あ るが 内容 分析 の手 法 を利 用 し た 各 種 の研 究 が 行

わ れ て い る。 単語 抽 出の他 に,こ れ らの研 究 で行 わ れ て い る 各 種 手 法
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を ア ル ゴ リズ ム化 して シス テ ムに取 り入 れ て い くこ とが 必 要 で ある。

頻 度 数 解 析 シ ス テ ム に 関 し て は,表1-10に 示 す 各 種 多 変 量

解 析 理 論 の 他,多 次 元 尺 度 法,パ タ ー ン分 類 法,ベ ー ズ の決定 理 論

2部 グ ラ フ 理 論(1.2(2)),有 向 グ ラ フ 理 論,行 動 科 学 で用 い られ

て い る諸 方 法 を 適 用 す る こ とが 考 え ら れ る。 こ れ ら の 方 法 は,い

ず れ もす で に ア ル ゴ リズ ムが確 立 して お り,シ ステ ム化 自体 に は大 き な

問 題 は ない と考 え られ る。例 えば,い くつ かの 単 語 の 出現 頻 度数 を年 別

表1-10多 種 多 変 量解 析

パ ターン 目 的

使 用 す る 分 析

量 のデータの

みの場合

質 に関するデー
タまたは量 のデ
ータ も含む時

質 に関す るデー
タのみの場合

1型 予測式(関 係式)の 発見
量の推定

重回帰分析
正準相関分析

数量化分析1類

2型 標本の分類
質の推定

判別分析 数量化分析皿類
分割表の分析
クラスター分析

3型

多変量の統合整理
(減 らす)

変量の分類,代 表変量の
発見(選 定)

主成分分析

因子分析

数量化分析皿類,

IV類
潜在構造分析

4型 分 析 の検 定

(testに よ るjustify)
分散分析

に1月 か ら12月 ま で 並 べ,こ の数 値 情 報 か ら相 関 マ トリックス を

作 り,主 成 分 分 析 を 行 うこ と に よ っ て,1つ の 国 の あ る年 の時 系列

変 化 を み た り,い くつ かの 国 に つ い て国 別 に特 徴 を比較 した りとい っ た

方 法 が考 え られ る。

全 単 語 を 並 べ て 解 析 を 行 う こ と は も ち ろ ん 可 能 で あ る が,1.6

で も再 々触 れ て い る よ うに,出 力 結 果 が 膨 大 と な り ユ ー ザ は解 読

の 意 欲 を 失 っ て し ま うで あ ろ う。 こ の 問 題 を 避 け る た め に は,エ

ネ ル ギー 問題,カ ン トリー ・ リス ク問 題 とそ れぞ れ の テー マ別 に有効 な

解 析 方法 を パ ター ン化 し,こ れ を シス テ ム 内部 に組 み 込 ん で しま う こと
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が 必 要 で あ る と考 え られ る。最 近 は,パ ー ソ ナル ・コ ン ピュー タの 発 達

が 著 し く,現 在 の 普 通 の 大型 コ ン ピ ュー タが 有 して い る能 力 は近 い将 来

パ ー ソナル ・コン ピュー タの上 に のっ て しま うで あろ う。 こ う した点 を

考 え る と,ド ライで 膨 大 な一 次 情 報 の デー タベ ー ス を大型 コ ン ピュー タ

で管 理 し,大 型 コ ン ピ ュー タか ら検 索 に よ り必要 な情 報 をパ ー ソナル ・

コ ン ピ ュー タに移 動 し ,パ ー ソナ ル ・コン ピ ュー タ上 の ユ ー ザ ・オ リ

エ ンテ ッ ドな ソフ トウェ アで解 析 を行 う よ うな シ ス テ ム の 開発 が これ

か らは最 も望 ま れ る方 向 で あ る か も しれ な い。

単 語 抽 出の 完全 自動化 と個 別 の 問 題 に有 効 な解 析 パ ター ンの 開発 に あ

る程 度時 間 がか か る と考 え られ る の で,第1ス テ ップ の実 行 に少 な くと

も2～3年 の時 間 が 必要 で あろ う。

第2ス テ ップ と しては,記 事 情 報 総 合 利 用 シス テ ムで用 い よ うと考 え

て い る シス テ ム機 能 の 大半 は現 在 開 発 段 階 に あ り,完 全 自動化 に持 ち込

む こ とはす ぐには 困 難 なの で,重 要 な判 断 は 人 間 が下 し,大 量 デ ー タ処

理 や 論 理的 なチ ェ ックは コ ン ピュー タで 行 う よ うな シ ス テ ム を まず 開

発 す る こ とで ある。 この 場合,開 発 中 の シス テ ム機 能 を十 分考 慮 して,

開 発 が終 われ ば人 間 の 操作 か らそ の 部 分 を開 発 した コ ン ピュー タ操 作 に

容 易 に置換 で きる よ うに シス テ ム構 成 を組 立 て てお か ねば な ら ない。

1.3で も述 べ て い る よ う に,現 在 の デ ー タ入 力 の 大 半 は,コ ー

デ ィン グ ・シー トに書 か れ た デ ー タに 一定 の コン トロー ル情 報 を付 加 し

てパ ンチ し,種 々の チ ェ ック を加 え て作 成 した マ ス ター ・テ ー プか らデ

ー タベ ー スに展 開 す る コ ン トロー ル入 力 で ある。 また現 状 で は ,キ ー ワ

ー ド付 け ,構 文解 析,意 味解 析,抄 録作 成,非 時 系 列数 値 情 報 の 抽 出 と

いっ た機 能 は,人 間 が 重要 な ポ イ ン トで あ る程度 判 断 を下 してや らない

と無 理 で あ る 。 そ こ で 図1-19に 示 す よ う に,自 然 文 を ソ ー ス

と した フ リー入 力 を,辞 書 に よる コン ピ ュー タ ・チ ェ ック や人 力 に よる

各 種 の 判 断 を通 して画 面 編集 で デ ー タベ ー ス に展 開 して い く シス テ ムの
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開 発 が 必要 で あ る。

デ ー タ ベ ー ス 作 成 デ ー タ ベ ー ス 検 索

新聞記事 情報
自然 文で入力

↓

単 語 入 力

単語抽 出(自 動化)

↓

抽 出 した単 語 の 同義 語

辞書,キ ー ワー ド辞 書

を画 面 出 力

↓

人 間 が文 章 全 体 を判 断

しなが ら キーワー ド付 け

単語 一 キー ワー ド辞 書,

キー ワー ド階 層 辞書 画

面 出力

↓

↓

記事全 文か ら画 面編集
で記事 抄録 を作成

自分 の 目 ざす キーワー ド

を人間 が 選 択 して検 索

↓

人 間 が数 字 情 報 を抽 出

して キー ワー ドを付 加

し,非 時系 列数 値 デー

タベー スへ

図1-19人 間 の判 断 に ウ ェイ トを置 い た システ ム

1.5で も述 べ た よ うに,シ ソ ー ラ ス 辞 書 の 作 成1つ を取 っ て も

辞 書 作成 の作 業 は きわ め て大変 な もの で あ る。従 っ て,第2ス テ ップ と

して,人 間 の判 断 に ウェ イ トを置 いた シス テ ム開 発 を 行 う には,3～

5年 の 年 月 が必 要 と なる で あ ろ う。

第3ス テ ップ は,第2ス テ ップ で人 力が 介 入 して い る部 分 をで きるだ

け 自動 ル ー チ ンに置 き換 え,人 力 の介 入 を最 小限 に と どめ る シス テ ム開

発 を行 う段 階 で あ る。 こ の最 終 段階 では 自然 文 の質 問 に よる検 索利 用
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の 実 現 を 目 指 す こ と に な る と考 え られ る が,こ れ に は10年 以 上 の 歳 月

を必 要 とす る で あ ろ う。

最 後 に,富 士 通 のAIMデ ー タベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

に つ い て 触 れ て お く。AIMシ ス テ ム は,図1-20に 示 す よ う に

DDMS(辞 書,デ ィ レ ク ト リー 管 理 プ ロ グ ラ ム),ISMS(機 能,選

択,環 境 設 定 の プ ロ グ ラ ム),DBMS(デ 一一タベ ー ス 管 理 プ ロ グ ラ ム),

DSMS(『 デ ー タの 連 結 関 係 マ ネ ー ジ メ ン ト),サ ポ 一一 ト ・ユー テ ィ リテ

ィ,ACP(応 用 プ ロ グ ラ ムの コ ン トロ ー ル),応 用 プ ロ グ ラム の7シ ス

テ ムか ら構 成 さ れ て い る 。'

'

●

1 S－VTAM 1 IPL(NIP,MSIPも 含む)

o◇
「
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/＼ `

1

1サ ボ ー トユ テ ・ リテ ・ 甲
一___」
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L」 ・
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●

じ

(注)-

DDMS

ISMS

DBMS

DCMS

－内は,オ ンライ ノデ一夕ベース システムを運転す る場合 に,有 機的に連結 されて動作す るAIMの コンポーネ ントを示す.

DictionaryandDireetcryManagementSubsystem

IntegrityandSchedUleManagernentSubsystern

DataBaseManagernentSubsystem

DataComrnuriCationManagementSubsystem

ACPApPUcationCα 血・olProgram

IPLInitialPrograrnLoader

NIPNucleusInitia屹ation
.Program

MSIPMasterSchedulerlnitializationProgram

図1-20AIMシ ス テ ム の 構 成
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AIMシ ス テ ム を記 事 情 報 総 合利 用 シス テ ム に適 用す る こ と を 考 えた

場 合,各 種 辞書 あ るい は デ ー タベ ース の管 理 に はAIMシ ス テ ムの機 能

を使 用 で き るが,単 語 抽 出,キ ー ワー ド付 け,構 文 解 析,意 味解 析 とい

っ た機 能 に 関 しては 独 自の応 用 プ ログ ラムを開 発 しな けれ ば な らない 。

従 っ て,応 用 プ ロ グ ラ ムでAIMの 受 信 可 能 な デーータ形 式 に変 換 し,

AIM管 理 下 の デ ー タベ ー ス に持 ち込 む よ うな シス テム体 制 を作 る こ と

が 必要 で あ るo

D

■
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2.自 動 翻 訳 シ ス テ ム の 研 究

2。1研 究 目 的 と 活 動 概 要

近 年,情 報 の量,質,速 さには 注 目せ ざるを 得 ない 状 況 にあ る。 特 に新 聞

の よ うに,製 作 過 程 の 変化 や 流 通 手 段 の変 化 は,国 内は もと よ り海外 の情報

も翌朝 には オ ンライ ン端末 を介 して入 手 で きる よ うに な って きてい る。 さ ら

に,国 際社 会 へ の対 応 をせ ま られ る現 在,各 国,各 産 業 の状 況 と迅 速,的 確

に対 応 す る こ とが急 務 とな ってい る。 一 方,そ れ らの処 理 には,コ ンピ ュー

タに よる処 理 が拡 大 されつ つ あ り,そ の技術 も高 度化 してい る。特 に 自動 翻

訳 の要 望 は 強 く,そ の研 究,実 験 には長 い歴 史 が あ り,こ こ数 年 間 の研 究 に

お い ては 実 用 化 の 兆 し も見 え てい る状 況 に あ る。

本 研 究 会では,そ れ らをふ まえ,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア技 術 の動 向 を

調 査 す る と と もに,処 理 対 象 の 分野,言 語 を 限 定 した実 用 シ ス テ ムの開発 を

目的 と して,翻 訳 トラ ンス レ ー タの分 析,評 価,実 験等 を行 った。 な お,翻

訳 トラ ンス レー タの 分析,評 価,実 験 は,工 業技 術 院情 報 計 算 セ ンター(R

IPS)で 稼 動 中 の シ ス テ ムを 使用 した。 研 究 会 で の検討 内容 は以下 の とお

りで あ る。

第1回 ① 研 究会 発 足 の経 緯 及 び今 年 度計 画 の検 討

②RIPSの 翻 訳 シ ステ ムの 見学

第2回 ① 自動 翻 訳 シス テ ム の実 用 可 能 性 につ い て調 査,検 討

②RIPS翻 訳 シス テ ムの トラ ンス レー タの 分析,評 価

③ 翻 訳 シス テ ム用 辞 書 につ い て の検 討

第3回 ① 自動 翻 訳 技術 の現状 と将 来 につ い て

講 師 京 都 大 学 工 学 部 教 授

長 尾 真 氏
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第4回

第5回

① 構 文 解 析 技 術 につい て

② 翻 訳 シス テ ム開 発時 の留 意 事項 に つ い て

① 入 出カ イ ン タフ エー ス にっ い て

②LC-MARC(ア メ リカ議 会 図書 館 入 庫 書誌 デ ー タ)

の 実験 につ い て

■
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2。2翻 訳 シ ステ ム技 術 の 現 状 と将 来

221歴 史的 背 景

翻 訳 の機 械 化 の提 案 は,既 に1930年 代 前 半 に行 わ れ てい る。1940

年後 半 か らは,コ ン ピ ュー タ に よ る機 械 翻 訳 が 「人 類 の夢 の実 現 」とい う

期待 を もって始 め られ た。

1950年 代 後 半 か ら1960年 代 前半 にかけ て,ア メ リカでは,ス プー

トニ クス ・シ ョック に よ りソ連 の科 学 技 術文 献 の 大量 の 翻 訳 に対 す る要 求

がお こ り,機 械 翻 訳 の 研 究 が盛 ん に援 助 され た。 しか し,言 語理 論,コ ン

ピ ュー タ技術 が,ま だ 機械 翻 訳 を実 現 す るた め に十 分 で な く,良 い結 果 が

得 られ な か った。 そ の ため,1966年 のALPACレ ポ ー トに よ り「現 時

点 で は,役 に立 つ機 械 翻訳 は で きそ うもな い し,ま た,ニ ー ズ も な い 。」

と評 価 され,ア メ リカのみ な らず,世 界 的 に も機 械翻 訳 の研 究 が衰 退 した。

しか し,ヨ ー ロッパ や カナ ダで は,現 実問 題 とし て翻 訳 の要 求 が強 く,

機 械翻 訳 の研 究 が継 続 され て いた 。 ま た,ア メ リカで も空 軍 や原 子 力 委 員

会 で 実 際 に機 械 翻訳 シ ス テ ムが使 用 され てい た。 そ して,ヨ ー ロ ッパや カ

ナ ダ では,単 な る機 械 翻訳 の み な らず,翻 訳者 を コ ン ピュー タ に よっ て支

援 す るた め の用 語 デ ー タ バ ンクな ど も開発 され てい た。

この よ うに,実 際 的 な ニ ー ズの あ る と ころ では 実用 化 の努 力 が重 ね られ

て きた。 近年,各 国 間 の情 報 流 通量 の増 大 と共 に翻 訳 の ニー ズ が増 加 して

きて い る。 また,言 語 理 論 の 発 展 や コ ン ピ ュー タ技 術 の 向上 に よって,機

械 翻 訳 に必 要 な技 術 も整 いつ つ あ り,再 び,機 械 翻 訳 の研究 が 盛 ん にな っ

て きた。(図2-1,図2-2参 照)

222現 状

現時点 では,高 品質の全 自動機械 翻訳 システ ムを作成す るのは不可能 に
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近 い 。 そ の た め,人 間 と コ ン ピュー タ との共 同 作 業 に よ り翻 訳 の効率 を上

げ る シ ス テ ムが 考 え ら れ て お り,次 の2つ の概 念 が 提案 され て い る。

一 つは ,人 間(翻 訳 者)を 中心 に して,コ ン ピ ュー タは 人 間 の翻訳 作 業

を支 援 す るた め に使 うとい うもの で あ る。 これは,Machineaidsfor

translator,又 は,MachineAidedHumanTranslation(MAH

T)と 呼 ば れ,ヨ ー ロ ッパ や カナ ダでは,10年 以 上 前か ら用 語 デー タバ

ン ク とそ れ を サ ポ ー トす る シス テ ム と して開発 が行 わ れて い る もので あ る。

も う一 つ は,機 械 翻 訳 シス テ ムは不 完 全 な もの とい う認 識 か ら,機 械 翻

訳 の で きな い こ とを 人 間が 行 うとい うもの であ る。 これ は,HumanAid-

edMachineTranslation(HAMT)と 呼 ば れ て い て,前 編 集,機 械

翻 訳,後 編 集 と機 械 翻訳 の前 後 に人間 が介 在 す る もの と,機 械 翻 訳の過 程

で 人間 と会 話 しな が ら翻 訳 を行 うシス テ ムが考 え られ る。

これ ら2つ の考 え は,共 に 人間 の作 業 を少 な くす る方 向 で,よ り良い マ

ンマ シ ン ●イ ンタ ー フ ェー ス の開 発 が望 まれ る。

ECの 機 械 翻 訳 の コ ス ト評価 では,人 手 で行 っ た場 合 を100%と して.

実用 化 され て い るSYSTRANで は70%で あ り,現 在,開 発 中のEURO-

TRAで は40%を 目指 して い る。 また,「 実 用 的機 械 翻 訳 シス テ ムは,

制 限 された適 用 分野 では,妥 当 な受 け入 れ可 能 な翻 訳 を供 給 で き るよ うに

な った。 」とい う見 方 も現 わ れ てい る。

この よ うに,馳現在 機 械 翻 訳 シス テ ムの実用 化 に関 して,あ る程 度の期 待

を もって も良 い よ うに思 われ る。

223機 械 翻 訳 シ ステ ムの 構成

(1)機 械 翻 訳 の過 程

機 械 翻 訳 シ ス テ ム を機 械 翻訳 の過 程 か らみ る と図2-3の よ うにな

る。 言 語 デ ー タ の入 力,前 編集 を経 て,形 態素 解 析 か ら形態 素生 成 ま

での機 械翻 訳 の 中心 過程 を 通 って,後 編 集,出 力 まで あ るが,意 味解
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析 か ら意 味生 成 まで の処理 には,ま だ未 解 決 な 問 題 が 多い。

図 に従 っ て各 処 理 内容 を以 下 に簡 単 に述 べ る。

入 力 と前編 集 では,言 語 デ ー タの入 力 や文 の境 界,大 文 字 の 指示 な ど

の文 の形 式 的処 理 を行 う。

形 態素 解析 で は,辞 書 と関連 して,語 形 変化,熟 語,複 合語 な どの処

理 や,日 本 語 で は,語 分 割 処 理 を行 う。

構 文 解析 で は,品 詞 を元 に して文 の構造 の解 析 を,句 構 造文 法,変 形

文 法,依 存文 法 な ど に従 っ て行 う。

意 味解 析,文 脈 解析,ブ ラグマ テ ィ ック ス(語 用 論)解 析 では,構 文

解析 まで に解 決 され な か った 「曖 昧 さ」 の処 理 を行 う。 「曖 昧 さ」 には,

多義語,代 名 詞 参 照,省 略,句 の係 り受 け な どが あ り,文 の要素 の意 味

チ ェ ックを す れば 良 い ものや,文 脈 を見 な けれ ば い け な い ものや,対 象

と してい る世 界 の知 識 を利 用 しな けれ ば な らない もの が あ る。

トラ ンス フ ァで は,入 力 言語 を解析 した 結果 の構 造(入 力 言語 中 間表

現)か ら出 力 言語 を生 成 す るた め に必 要 な構 造(出 力 言語 中 間表現)へ

の変 換 と語 彙 の変 換 を行 う。 これ は,各 中 間表現 の 設 定 の 仕 方(解 析,

生成 の レベ ル)に よ り処理 の複雑 さが変 化 し,入 力 言語,出 力 言語 に共

通 の 中間 表現 が 設 定 され れ ば,語 彙 変 換 の み で 良 くな る。

文 脈,意 味生 成 で は,出 力言語 の文 脈,意 味 表 現 を 考 慮 し,文 の順 序,

語彙 の選択,代 名詞 の 使用 な どを行 う。

構 文 生 成 で は,出 力 言語 の語 順 に文 を生 成 す る。

形 態 素生 成 では,語 形 変 化 処 理 な どを行 う。

後編 集,出 力 では,翻 訳 結果 の修正,文 の形 式 の変 換 や,ラ イ ンプ リ

ンタ出 力,写 植,マ イ ク ロフ ィ ッシ ュ出 力 を行 う。

(2)機 械 翻訳 シ ス テ ム の分類

機 械 翻 訳 シス テ ム を分 類 す る場 合 には,い ろい ろ な立 場 か らそ の 方法

が 考 え ら れ て い る。 代 表 的 な分類 方法 を挙 げ る と以 下 の よ うな もの が あ
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る。

A機 械 翻 訳 の過 程 に よ る分類

機 械 翻 訳 の過 程 を 解析 と生成 を対 象 させ て考 え,形 態 素(語 彙)レ

ベ ル の 翻訳 か ら,構 文 レベ ル,意 味 レベ ル,文 脈 レベル,プ ラ グマ テ

ィ ック ス レベ ル と,浅 い解 析 か ら深 い解 析 まで そ の解 析 レベ ル に よ っ

て機 械 翻 訳 シ ス テ ムが分 類 され る。 これ らは,現 時 点 で は,コ ンピ ュ

ー タ技術 や利 用 で き る コ ン ピ ュー タ資 源 の規 模,機 械 翻訳 そ の もの の

技 術 レベ ル,目 的 に よ って選 択 さ れ る。

Bシ ス テ ム構 成 か らの 分類

シ ス テ ム構 成 の面 か ら,翻 訳 す る対 象 言語 の数,効 率,汎 用性,辞

書 の構 成 を考 え て,以 下 の よ うな 分 類 が行 わ れ て い る。

① ダ イ レ ク ト(direct):入 力言 語 の 解析 を行 い な が ら出力'言語

の生 成 も行 う。 辞 書 は1つ にす る こ とが で き,入 力 言語 と出力 言語

情 報 に文法,意 味情 報 が 格 納 さ れ て い る。 これ は,効 率 を 重視 した

翻 訳 が 可 能 だ が,多 言語 間 の 翻訳 シス テ ムを作 成 す る場 合 には シ ス

テ ム作 成 に時 間 が か か る。 例 と して は,SYSTRAN,LOGOSが

あ る。

② トランス フ ァ(transfer):入 力 言語 の 解 析,中 間表 現 と ト

ラ ンス フ ァ,出 力言 語 の生成 と明確 に分 離 され てお り,そ れぞ れ に

辞 書 が使 わ れ る。 これ は,多 言語 間翻 訳 シス テ ム に使 わ れ る方 法 が

あ る が,中 間 表 現 の レベル を どの程 度 にす るか に よっ て システ ム作

成 の労 力 が異 な る。 例 と しては,ARIANE-78,TAUM-AVI-

ATIONが あ る。

③ 中 間 言語(interlingual):入 力言 語 と出 力言 語 の間 に中間 言

語 を設 定 し て,解 析,生 成 を独 立 に行 う。 そ れ ぞ れ に1つ 以上 必 要

であ る。 この中間言語を言語 に依存 しない普遍的 中間表現 にす ることが 理

想 で あ る。 例 と しては,METALSやCETAの システ ムがあ る。
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現 在,実 用 化 され てい る シス テ ムは,構 文 レベ ル+意 味程 度の処 理

を行 い,ダ イレ ク ト方 式 が 多 い。 そ して,実 用 化 の た め に研究,開 発

中 の シス テ ムは,多 言語 間 翻訳 を 目的 と して,処 理 の レベル は同 程 度

で あ るが,ト ラ ンス フ ァ方 式 の も のが 多い。

表2-1,2-2に 主 な機 械 翻 訳 シ ス テム を,表2-3に 用 語 デ ー

タバ ンク シス テ ムを ま とめ る。

224RlPSの 翻 訳 シ ステ ム

(1)英 和 翻 訳 プ ログ ラ ム

現 在,RIPSで 使用 して い る英 和翻 訳 プ ログ ラムは,京 都 大学 工 学

部 の長 尾研 究 室 で 開発 され た 「科学 技 術 論 文表 題 の英 和 翻 訳 プ ログ ラム」

で あ る。 これは,英 語 の サ ブ セ ッ ト(表 題 程 度)を 日本語 の サ ブセ ッ ト

に翻 訳 す る もの で,構 文 レ ベル+意 味 の 制限 された 解 析 ・生 成 を行 うダ

イ レ ク ト方 式 の翻 訳 プ ログ ラムで あ る。

図2-4に 従 って簡 単 に処 理 を説 明 す る。

① 前 処 理

。文 の区 切 り記号 に従 っ て文 の抽 出 を行 う。

。単 語 の抽 出 と数 値 の切 り出 しを行 う。

。 「'S」 の処 理 を行 う。

② 辞書 引 き と熟 語 処理

。単 語 単 位 の辞 書 引 き を行 い,日 本 語 訳,品 詞,熟 語,意 味 カテ ゴ リ

を 得 る。

。冠 詞 十 動 詞 を冠 詞 十名 詞 に 変 え る。

。単 語 ご とに登録 され て い る熟語 に よる マ ッチ ング

③ANDの 処 理

。ANDの 前 後 が同 一品 詞(名 詞 除 く)の 場 合 と,ANDの 前が形 容

詞 の場 合,ANDの 処理 を行 う。

。ANDの 前 後 を前置 詞,接 続 詞,動 詞 を区 切 りと して ま とめ.AND

－117一



ト

'

ー

ー
一
〇。
ー

表2-1 主 な機 械 翻 訳 シス テム(ソ ビエ ト,東 欧,日 本 除 く)

ン ス テ ム 名 研究開発機関 機械 翻訳 レベ ル 対象言語対 対 象 分 野 ハー ドウ ェア ソフ トウ ェア 研究開発期間 実用化時期 使 用 機 関
F

評 価.そ の 他

(MARM)

ワシン トン大 語彙 レベル+語 順 変更
direct

露→英 1949年 ～

1962年

1964年

MARK国

USAF

(1964～70)

200頁 標本→7573の エ〉-
35弓 語 の削除.264間 違 つた語

12暢 間違 った選択.13%語 順 エ
ラー ・

GAT(-SLC)

ジ.一 ジタ ウン大 構 文レベル(初 歩 的)

direct

露→英 IBM7090
1BM370

ア センブラ 1952年
～1963年

1964年

.

AEC('64～)
EURATOM('64～
'76)

.

使用者(58回 答)の 評価
良い又は受容:92%,文 の87傷
正しい,76傷 技術用語正しい,
96%の 推薦

SYSTRAN

Lat8ecInc. 構 文 レベ ル+意 味

direet

露→英
英→仏
仏→英

IBM

シー メンス

アセンブラ
マク ロ言語

1964年 〉 1970年 USAF(1970～)
NASA(1974～)

EURATOM(1976
～)

CEC(19?6～)
.(1978～)

CECの 各種文献での評 価(英 →仏)
了解 度:44～47%,66%(辞

書修正)
忠実度:86～95%語,名 詞句

61～85%文 法

速 度:300.000～350ρ00語/
H(CPU)1370/155

LOGOS

Logo8Co叩 ・ 構 文 レベ ル
di⇔ct

英 →ベ トナ ム

(LOGOSO:

英→露.仏
(LOGOSロ:

IBM370/▲45

(CMS)

FORTRAN
アセン ブラ

1964年 」? 1971年 USAF(1971～73) 速 度:60900-80.000語/H

(CPU)
250、000語/H(CPU)

(1370-168)

METALS
テ キサス大 構文 レベル

imte▼1ingu払1

独→英 テレヴクス,電 気
技術の資料

DEC'2060 LISP
(Interli8P)

1961年 ～

CETAシ ステム
グ ルノー ブル 大

CETA

構 文レベル

interlingu邑1

露→仏
(ロ →仏)

1BM7044→
IBM360/67

(CMS)

アセン ブラ

メ タ語

1961年
～1971年

評価(1971年):42勇 正 しい,61

弓理解 で きる

ARIANE-78

GETA 構 文レベル+意 味
tr8n■fer

露→仏,英 → 日.

英→ 仏,英 → 中.
英→ マ レー シャ

IBM4331 アセンブラ

特殊仕様言語

1971年 ～ (1986年 頃 〕

TAUM
モン トリオール大 構 文レベ ル+意 味

tranfer

英→仏 一般 CYBER-74 PASCAL 1966年 ～

構 文レベ ル(制 限)
dlγeet

英→仏 天気予報 " FORTRAN 1976年 カナダ環境庁 80%は 後編集 不要

imter8ctive後 編集機能TAUM-METEO

TAUM-
AVIAT[ON

構文 レベ ル+意 味
t亨an8fer

英→仏 航空 機 マニ▲ア ル CYBER-173 PASCAL
特殊仕様言語

1976年 ～ 翻訳局

SUSY

ザ ールプル ワケ ン

大

構 文レベ ル
t70n8fer

英→独.露 →独,独
→日,独 →仏.独 →
エスペラン ト

科学技術文 献の

文(独 → 英,独
→ 日)

メンテ ナンスマ ニ
.ア ル(英 →独)

シーメ ンスー

7760

FORTRAN
アセ ンブ ラ

1967年 ～

TITUSI
In8t.Textile

deF㌔nce

構 文レベ ル(制 限)
interlinguel

英,仏.独.ス ペ

イン語間

繊維関係の文献 IBM360/30 ア センブラ 1972年 ～ 1974年 各Europe岨textile
doc.center8

速 度:12文(20語/文)秒

CULT
ホ ンコン中華 大 構 文 レベ ル

direパ
中→英 ICL1904A FORTRAN 1968年 ～ 1975年 Actaぬthematie8

Sinaic`の 翻訳

interactive編 集機能

ALPS
プリンガム ・ヤ ン

グ 大

構 文 レベ ル

interlingu払1

英→ 多(仏,ス ペイン

独,ポ ル トガル)

IBM360/65 PL/1
ア センブ ラ

1971年 ～ 1980年 interaetive但 集朧

CATSy8tem
W6idneγCo㎜.
Inc.

構文 レベ ル

direet

英一 スベ ィン PDP-U

.

(1980年) BRAVICEInt.
Inc.

inteアactive編 集機能

EUROTRA
EC (構 文 レベル+α)

tず8n8fe■

多 国際通信(編 集な
し)出 版(品 触 り)

任意 1979年 ～ 目標,了 解度99弓.忠 実度904

レ 4
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表2-2 日本の主 な機械翻訳 システム
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シ ス テ ム 名 研究開発機関 機械翻訳レベル 対象 言語 対 対 象 分 野 八一 ドウxア ソフ トウ ェア 研究開発期間 実用化時期 使 用 機 関 評価,そ の他

京大,工,坂 井研 構 文 レベ ル
diγeet

英一日 N2200/200 アセン ブラ ?～(1966

年)～(1969
年)～?

科学 ・技術文の70傷 正しい
3.600語/H

YAMATO
電総研 構 文 レベ ル

t亨an8fer

Honeywell200.
600F23(レ!50

COBOL 1958年 ～? 20.000語/H

KULTS 九大,田 町 構文 レベ ル(Dtree)
inter)inκud

英→日 F230-60.75.(M200) FORTRAN

アセン ブ〉

1955年 ～

(科 学技術論文表題の
英和機械翻訳システム)

京大,工.長 尾研 構文 レベ ル(制 限)
+意 味

direet

英→日 、
科学技術論文表題 .M200 PL/L 1978年 ～

1979年

1981年 工業技術院
情報酎算センター

評価lINSPEC表 題93%(辞
書修正)
速度:10表 題/秒(CPU)

(計 算機マニ.ア ルの
日英機械翻訳システム)

構文 レベ ル+意 味
tr巳"fer

日→英 計算 機マニ.ア ル M200 LISP 1979年 ～

大阪府立大
西田

意味レベル(格 文法) 英→日 ?～(1980

年)～

京 大,工.
西 田,堂 下

意味 レベ ル(モ ンテギ
▲一文法)
inteγlingua1

英→ 日 LISP ?～(1980

年)～

ATLAS/1 富士通 構 文レベ ル+意 味

(direot)

多(日 →英,英 →

日)

Mシ リーズ
(OS/IV/F4)

PL/1 1978年 ～
.

ATLAS/U
富士通研 意味レベル(概 念依存

構造)t叫n.fer
日→英 Mシ リーズ

OSI脚4)
ア センブラ 1979年 ～ 1987年 頃 富士通社内
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表2-3用 語 デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム

シ ス テ ム 名 研究開発機関 対 象 言 語 用語 データベース 機 能 研究開発期間 備 考

定義 とテキス ト例 会話モー ドでアク 1969年 ～ DICAUTOMが 醐

EURODICAUTOM ECの 翻訳局
約130,000項 目 セス形態素分析 1963～ 石 炭鉄鋼同盟

TERMIUM モ ン ト リオ ー ル 大 英⇔仏 定義 とテキス ト例 1970年 ～

'

科学 ・技術分野 多様な出力:LR 1965年 ～ 更 新 量.2,000～3,000

LEXIS ドイツ連邦言語局
2英

←触(
3)

・(航 空,通 信,電

子etc)

COM,写 植 弱/2週

3,000,000エ ン ト

リ(1981年)

英,独,仏 ・ 伊. 文法.分 野,定 義 オ ン ラ イ ン ・ア ク 1970年 頃

ス ペ イ ン.ボ ル ト 情報の信頼性 セ ス ～
4

TEAM シ ー メ ン ス

ガ ル,オ ラ ン ダ,

露

AFNOR(フ ラン 規格用語,シ ソー 1973年 ～

NORMATERM 仏,英

ス規格協会) ラス(ISO)
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辞 書

(開 始)

前 処 理

▽
辞 書 引 き と⇒ 熟 語 処 理

IndustrialandScientificTechniques

f・rM・a・u・i・g}Mobility

※

一'Techniques
forMeasuring

ANDの 処理

EffectMobility　
※

,ScientificTechniques
－f・r－

Techniques・～
圏⇒

名詞句の処理

INGの 処理

forMeasuring～'
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図2-4翻 訳 プ ログ ラムの 流れ と実 行 例
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の 前 の 品詞 と同等 の品 詞 が後 部 に含 まれ て い る場合 にANDの 処理

を行 う。

④ 名 詞 句 の 処理,INGの 処 理

。状 態 遷 移網(図2-5)に よ る名 詞 句 の抽 出 を行 う。

。INGの 後 に前置 詞 が来 る場 合 はINGが 名 詞 とし て扱 う。 また,

INGの 後 に名 詞 が来 る場合 は,そ の名 詞 がINGの 主語 にな るか

目的 語 にな るか 意 味 チ ェ ック が行 わ れ,訳 出順 が 決定 され る。

⑤OF+名 詞,動 詞 の処理

。名 詞 句 または 名 詞 がOFの 前 後 に来 る場 合 ま とめ る。

。TO十 原 形,過 去 分詞+前 置 詞,助 動 詞 十動詞 の 処 理 を行 う。

⑥ 骨 格 パ ター ンの マ ッチ ング

。抽 出 され た骨 格 パ ター ンと文型 パ ター ンを マ ッチ ン グす る。

。マ ッチ ング した骨 格 パ ター ンか ら,文 型 パ ター ンに登録 され て い る

訳 出順 に よ り日本 語 文 を生 成 す る。

(2)文 献 速 報 シ ス テ ム

RIPSで は,上 記英和 翻 訳 プ ログ ラムを 実 際 に利 用 す るた め に,日

本 語 エ デ ィ タ,日 本 語 情報 検 索 シ ス テ ム と結 合 し,図2-6の よ うな文

献 速 報 シ ス テ ムを作 成 した。

この シ ス テ ムは,研 究者 が 個別 に収 集 した論 文 や,RIPSの 共 用 デ

ー タベ ー スで あ るINSPEC,BDB,CASな どの文 献 デ ー タベ ース の英

語 の表 題 を 日本語 で速 報 す る もの で あ る。 さ ら に,将 来 の翻 訳 シス テ ム

の ため に,用 語 を収 集 す る こ と も重 要 な 目的 とな っ てい る。 このた め に,

翻 訳 辞 書 修 正 用 のサ ポ ー トプ ログ ラム を特 に重 点 的 に 開発 した。 図2-

7に 会 話 型 翻 訳 辞書 修 正 プ ログ ラム の使 用 例 を示 す。 また,こ の シス テ

ムを構 成 す る各 プ ロ グ ラムの機 能 を表2-4に 示 す。
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表2-4プ ロ グ ラ ム の 機 能 概 要

プ ロ'グ ラ ム 機 能 概 要

市販文献 データ(INSPEC,USGRA等)をFAIRS-1
※ デ ータ形式変換 プログラム

翻 の データ入力形式に変換する。

訳

デ デ FAIRS-1デ ー タ入力形式に変換された市販文献データか ら

1 1 デ ー タ抽 出 プログ ラム

タ タ 文献速報デ ータベース用の データを抽出す る。

作作
成
成
支 会 話型入力 プログ ラム

翻訳用のデー タを含む文献速報データベ ース用のデータの.T

援 SS配 下 での プロンプテ ・ング入力を実 現する。

英和翻訳 プログ ラムにより.英 語か ら日本語へ表題,キ ーワー

翻 翻訳実行 プログラム

訳 ド等を翻訳す る。

実

行 日本語 エデ ィタ ※(右 筆) 翻訳結果の 日本語を含むデータを確認修正する。

情
報 日本語情報検索システム 文献速報データベース,用 語管理 データベースの蓄積 ・更新,

検
索
※(FAIRS-1/JEF) 検 索 ・出力を行 う。

パ ッチで,翻 訳辞書の修正 を行 うもので.デ ータの追加.更 新,

翻訳辞書修正プログラム
翻

訳
削 除,出 力を行 うことができる。 大量処理に向 く。

辞 会話型 日本語デ 鋪スプレイを使 って,TSSで,翻 訳辞書の修正 を行

書 翻訳辞書修正 プログ ラム う。 日本語 データ入力には.カ ナ漢字変換が利用できる。

修

正 翻訳辞書用 用語管理データベースのデータを翻訳辞書修正データに形式変

形式変換 プログラム 換 する。

※既存 プ ログラム
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∫ 「ぼφ

225今 後 の 課題 と将 来

(1)今 後 の課 題

これ か らの機 械 翻 訳 シス テ ムは,人 間 と コ ン ピ ュー タ との共 同作 業 を

元 にし て,徐 々 に人 間 の作 業 を少 な くす る方 向 で 進展 す る もの と思 わ れ

る。 そ こで,こ こで は,機 械 翻 訳 プ ログ ラム と マ ン マ シ ン ・イン ター フ

ェース の2つ の 面 か ら今後 の課 題 を 挙 げ る。

A.機 械 翻 訳 プ ログ ラムの課 題

① 形 態素 処 理,語 彙辞 書

。各 言語 用 の形 態 素処 理 パ ッケー ジ ・プ ログ ラ ムの 開発

例:英 語 語 形 変化 処 理,日 本 語 分 ち書 き

。各 言語 用 分 野 別用 語 デ ー タベ ー ス の開 発

。語 彙 辞書 編 集 プ ログ ラムの開 発

② 構 文 処 理

。機 械 翻 訳 用 パ ー ザの 開発

変 形 文 法,格 文 法 な どが適 用可 能 な もの

臆 曇::
。各 言 語 用 の文 法 の開発

③ 意 味処 理,文 脈 処 理,プ ラグマ テ ィ ックス処 理

。意 味,文 脈,プ ラグ マ テ ィ ッ ク ス の 処 理 方 式 の研 究 開発

。推 論 機 構 と知 識 ペ ー スの研究 開発

。推 論 を直 接 サ ポ ー トす る推 論 マ シ ン の研 究 開 発

。言語 学 習機 能 の研究 開発

蚤き
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B.マ ン マ シ ン ・イ ン タ フ ェー ス の課題

① 入 力

。大 量 文書 の 入 力 用 のOCR装 置 の開 発

印 刷文 字,手 書 き文 字

。音 声入 力装 置 の 開発

音 声 認識 技 術 の 研究

② 編 編 集

。対 話型 テ キ ス ト編 集 装 置 また は 多言 語 ワ ー ドプ ロセ ッサの開 発

画 面 エ デ ィ タ:多 言語 サ ポ ー ト

ウ ィ ン ドウ機 能:テ キ ス ト参 照

辞書 参 照 な ど

対話型 翻訳 機 能

辞 書,文 法,規 則 の画面 エデ ィタ

イ メ ー ジ ・図 形 処 理機 能

③ 出 力

。 ドキ ュ メ ン ト・ プ リン タの 開 発

テ キス ト,イ メ ー ジ,図 形 の出 力

/ カ ラー 出 力
。音 声合 成 装 置 の開発

各 言 語 の任 意 の文 を滑 らか に抑 揚 をつ け て発 声

(2)将 来

機 械 翻訳 シ ス テ ムは,世 界の 各 地 域間 の交 流 が深 まれ ば深 ま るほ ど必

要 とされ る よ うに な る だ ろ う。 そ して,将 来 は,誰 もが 手 軽 に使用 で き

る機 械 翻 訳 シス テ ムが期 待 され る。 現在 の 技術 か ら出 発 す る と・人間 と

コ ン ピュー タの共 同 作 業 を前提 に した シ ス テ ムか ら,徐 々 に コ ン ピ ュー

タ 中心 の シス テ ム にな って い くも の と予 想 され る。 また・ 適 用 分野 や 言

語 の範 囲 も限定 され た も のか ら.よ り広 い もの にな って い くだ ろ う。 そ
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の た め には,意 味,文 脈,プ ラグ マテ ・ ・ク ス の処 理技 術 を 推論 や 知 識

ベ ー スな どの知 識 情 報 処 理 技 術 と共 に研 究 開発 す る必 要 が あ る。

これ か ら機 械 翻訳 シ ス テ ムを開 発 す るには,機 械 翻 訳 そ の もの の基 礎

技 術 の研 究 開 発 の他 に,マ ンマ シ ン ・イ ン ター フ ェー ス技 術 を始 め とす

る実用 化 の た め の技術,例 え ば,多 言 語 翻訳 用 の テ キス トエデ ィタ,辞

書,文 法 規 則 の エデ ィタ,OCR.音 声 入 出 力装 置 な どを 開 発 しな けれ

ばな らな いだ ろ う。

4
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2.3実 験 デ ー タ に よ る トラ ン ス レー タ の 分 析

2.3.11NSPECデ ー タに よ る実 験

(1)実 験 デ ー タ

INSPEC文 献 デ ー タベ ース(1981年)の 物 理,化 学,数 学 関係 の

論 文3,000文 献

② 実 験 方 法

1,000文 献 単 位 に以下 の方 法 で 行 った。

① 翻 訳 を行 し～ 未 登 録 語,翻 訳 不 可 能文 の 抽 出 を行 う。

② 翻 訳 不可 能 文 を調 べ,熟 語 の登 録 を行 う。

③ 未登 録 語 の登 録 を行 う。

④ 再 度 翻訳 を行 い,漏 れ な どを調 べ る。
1■

⑤ 次 の1,000文 献 を選 び,① ～③ を繰b返 す 。

最 初 の1,000文 献 のみ 全 文 を検 査 し,意 味,翻 訳 の程度 を調 べ た。

(3)実 験 結 果

表2-5,2-6,図2-8,2-9に 翻 訳 実験 結 果 をま とめ る。 こ

れ らの結 果 か ら以 下 の ことが言 え る。

。 翻 訳 速 度 は,約0.1秒/文 で あ った 。

。 文型パ ター ンは,次 の使用頻度上位4パ ター ンで99%以 上 の文 の処 理

が可 能 で あ った。

①

②

③

④

N,PREP,N

N

N,PREP,N,PREP,N

N,PREP,N,PREP,'N,PREP,N

(N:名 詞 句,PREP:前 置 詞 句)

45%

39%

12.3%

2.7%
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表2-5翻 訳 実験 結 果

●

計算機処理 翻訳不 単 語 ・熟 語

文献番号 時間(CPU 登録後の不 未登録語数 備 考

タイム) 可能文 可能文

1～ 熟語登録数79ブ

1,000 100.16sec 49文 11文 816語 ・グ ラ 白に 機能 追
c'

加 あ り 、

1,001～

」

10574sec 39文 16文 567語

2,000

2,001～

115.40sec 29分 15文 479語

3,000

※CPUタ イムに は ・ 未登 録語 の ・ ・イ・・出 力や 潮 訳不 可 能 文 の 骨格 パ

ター ンの編 集 出 力な どの時 間 を含 む。

表2-6実 験 前 後 の比 較

比較項 目
文 型 パ ター ン数 辞書 ・単語数 辞書 ・熟語数 備 考

実 験 前 13パ タ ー ン 9,410語
一

実 験 後 18パ タ ー ン 11,272語 467
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日本語訳出順

。正 の 数 字 は,対 応

す るパ タ ー ンの 品

詞の先頭か らの番

号

。-101以 後 の 数 字1

を 利 用 す る 。

o-23345:JEF

の 「は 」

一23310:〃 「を」

一23381:〃 「カ、」

文 型 パ タ ー ン

・ 「:」の 前 の 数 字 は

品詞番号

。 「:」の 後 の 数 字 は

日本語訳出順番号

!JPPTNO1

!JPPTNO2

!JPPTNO3

!JPPTNO4

▲JPPTNO5

!JPPTNO6

!JPPTNO7

!JPPTNO8

!JPPTNO9

!JPPTN10

!JPPTNll

`JPPTN12

JPPTN13

JPPTN14

JPPTN15

JPPTN16

JPPTN17

JPPTNI8

JPPTN19

SKPTNO1
'SKPTNO2

SKPTNO3

SKPTNO4

!SKPTNO5

!SKPTNO6

!SKP「rNO7

!SKPTNO8

!SKPTNO9

!SKPTNIO

!SKPTNIl

!SKPTN12

!SKPTNI3

!SKPTNI4

!SKPTN15

1.!SKPTN16
1!SKPTN17

1、.!SKPTN18

図2-8

一101
,5,4,3,2,1S

-101,1,2S

-101
,3,4σ2,1$

-101,7,6,5,4,3,2,1S

-101,6.5,3,472,1S

-101,1,-23345,3.-23310,2S

-101
,1,-23345,5,4.3,2S

-101,1,-23345,4,3,2S

-101,3,2,1,-23345ワ5,-23310,4S

-101
,4,3,2,-23310,1S

-101
,1,-23345,3,2S

-101,1S

-101,3,2,1$

-101〃9,8t7,6,5,4,3,2,1S

-101,2,1S

-1
,1,2,1,-101ワ1,2S

-101
,2,-23345,3,1,-23381$

-101,11,10,9,8,7,6,5ワ4,3,2,1$

-101,1,-23345,3$

9,11:16$

11:12$

11,9:2$

11,15,11:13S

11,15,11,9:3$

11,15r11,9,15,11:5S

lr,15,11,15,11:1S

11,15.11,15,11,15,11:4S

l1;15,11,15,11,15,11,15,11:14S

=L1,15,11,15,ll,15,11,15,11,15,11:18$

11,15,11,20,11:9S

11,20,1:11$

11ワ20,11:6S

ll,20,11,15,11:7S

ll,20,15,11:8S

20,11:15S

20,11,11:17$

20,11,15ワ11:10S

日本 語 訳 出 順 と文 型 パ ター ン
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n受 祷FRE(◎

oSKPTNNO

oSKPTNNO

oSKPTNNO

QSKPTNNO

ニミ1開需
oSKPTNNO

gSKPTNNO

SKPTNNO

SKPTNNO

▽SKPTNNO

SKPTNNO

oSKPTNNO

oSKPTNNO

oSKPTNNO

SKPTNNO

SKPTNNO

gSKPTNNO

「O」 は,最 初 の パ タ ー ン

OFSKFsTNUSAGE穆 畳砦

=1

=2

=3

=4

=5

=6

=7

=8

=9

=10

=11

=12

=13

=14

=15

=16

=17

=18

FREO

FREg

FRE⑩

FREO

FRE(D

FREQ

FRE⑤

FRE(9

FRE(9

FREO

FRE⑩

FREQ

FRE⑩

FRE⑤

FREg

FREQ

FRE⑨

FREQ

0

466

0

536
0

∩
》
7
・
41

2

2

0

1

0

1

1

0

2

1

1

3

INSPECl～1,000文 献

計1,190

L1文 献 の表題 中に,2つ 以上の解析

対象文が含 まれてい る場合があるた

め。

図2-9文 型 パ ター ンの使 用 頻度(INSPEC)

表2-7翻 訳辞書 の品詞別件数

●

品 詞(英 字表現) 件 数 品 詞(英 字表現) 件 数

形容詞(ADJ) 1330 複数名詞(PL) 1291

副 詞(ADV) 194 人 名(PN) 516

助動詞(AUX) 8 代名詞(PR) 25

比較級(COM) 18 前置詞(PREP) 59

接i続詞(CONJ) 9 疑問詞(Q) 1

冠 詞(DET) 5 三人称単称(S) 45

過去 分詞(ED) 565 記 号(SIG) 933

異綴字(EQ) 0 最上級(SUP) 12

現在進行形(ING) 643 動 詞(V) 247

同義語(MS) 0 数 詞(NUM) 37

名 詞(N) 161 26034
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(4)評 価

最 初 の1,000文 献 の 詳細 な 分析 で,以 下 の よ うな機 能 を追 加 した。

① 特 殊 記号 の処 理(図2-10,①,②)

。 「,」,「 一 」 の取 り扱 い

{L}十 冠 詞 の場 合,文 の 区切 り とみ な す。

。(～),1～,の 中は埋 め込 み 文 と して処 理 し,結 果 を名 詞 句 と

み な す。

② 規 則 的 な語 形 変 化 処理

複数 形,現 在 進 行 形,過 去 形,過 去分 詞形

③ 多 品詞 語 に よる 再処 理(図2-10,③)

入 力文 の 骨 格 パ ター ンが文 型 パ ター ンに マ ッチ ング しな い場 合

(名 詞 句,名 詞 句)
下 線の部 分 に 多 品詞 語 が あ れば 次 の 品 詞に 置

(形 容詞)
き換 えて 再処 理 を行 う。

(前 置 詞,前 置 詞)

④R'1・(RigidIdiom)の 拡 張(図2-10,④)

単 語 の 指定 の替 りに,品 詞 の 指定 を可 能 に した 。

上 記 の機 能 追 加 と未登 録 語 の 登 録,熟 語 の登 録 を行 った後,翻 訳 を行

い以 下 の よ うな結 果 を得 た。

。 処理不可能 な文 または処理の失敗 ……

ANDの 範 囲 の処 理の失敗

疑問文の未処理

関係代名詞の未処理

接続詞の処理の失敗

。 修 正 の必要 な 文

訳 語 の適 切 さ,文 の 滑 らか さ,言 い 回 しの 点 か ら判定

この こ とか ら,INSPECの デー タに 関 して は,約95%以 上 の文 が,

14文

4文

4文

1文

1文

等

34文
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①ENGLISH:NOTESONRADIOMETRYANDPHOTOHETRYL亙.USEINTRANSFORM

放 射 測 定 法 及 び 測 光 法 に つ い て の 注 意,変 換 で の 使 用

②ENGLISH:COMMENTSON旦BOUTT旦 ξ__Eg.旦VALENCξ_0[ユ 且且A上{A」11'SANP.、._pt1NKp魎SKL$_

ELECTRODYNAMICS'

'ア ブ ラ ハ ム の 及 び ミ ン コ フ ス キ ー の 電 気 力 学 の 等 価 性 に つ い て'に つ い て の コ

メ ン ト

③ENGLISH:ANOVELLOW-TEMPERATUREX-RAYGONIOMETERWITHCLOSED-CYCLECOOL川GTOABOUT「18K

、

約18Kへ の 閉 じ た サ イ ク ル 冷 却 に よ る 新 し い 低 温 度X線 角 度 計

④ENGLISH;TRANSPORTOFTHERMALNEUTRONSIND!SUB2/OINTHETEMPERATURERANGE
5TO60DEGREESCBASEDONANEWSCATTERINGKERNEL

新 し い 散 乱 核 に 基 づ く 温 度 範 囲5か ら60度Cで のD/サ ブ2/Oで の 熱 中 性 子
の 輸 送

図2-10翻 訳 の 改 良 例



あ る程度 使 用 で き る 日本 語 文 に翻訳 で きた と言 え る。 ま た,翻 訳 の質 の

向上 や 翻 訳不 可 能数 の 減 少 に最 も効 果 が あ った の は ・ 熟 語 の登 録 で あ る

こ とが 分 か った。 図2-11に 熟語 の登 録例 を示 す 。

形 容 詞 十 前 置 詞

例consistentwith

sensitineto

現 在 分 詞 十 副 詞 現 在 分 詞

過 去 分 詞+副 詞 過 去 分 詞

例narrowlngdown

basedmerely

from十 数 詞 十to十

例from170to138

from15.Oto18.25

名 詞 十disulfide名 詞

名 詞 十dioxide名 詞

{列carbondisulfide

carbondioxide

the十 数 言司 十th

lElii)the29th

the19th

■

図2-11熟 語 の 登 録 例
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2。4翻 訳 辞 書

自動 翻 訳 シ ス テ ムを構 成 す る場 合 には,単 な る単語 の置 き換 え とい う最 も

原 始的 な レベル か ら,各 言 語 に共 通 な レベ ル を介 して の 翻訳 とい う レベ ル に

至 るま で,い か な る シス テ ムで も翻 訳辞'書 の存 在 が不 可欠 で ある。

翻 訳辞 書 は上 記 の レベ ル の種 々の 段 階 で異 な った形 態 を と る もの と考 え ら

れ るが,そ の い ずれ に も共通 す るの は 次 の2点 で ある。

(1)翻 訳 に要 す る十 分 な 語数 を含 ん でい る こ と。 これは,ど の く らい の語 数

とい った 明 確 な数 字 は 示 せ な い し,語 数 を増 加す れ ば 必ず し も翻 訳 結 果 が

良 くな る とは 限 らな い(た とえば 同 音異 義 語 の 問題 が生 ず る)が,専 門分

野 を限 定 した場 合 に,そ の 分 野 で用 い られ る術 語は ほぼ 網羅 で きる よ うな

辞 書 が 必要 で あ ろ う。

② 拡 張 性 に富 む こ と。 た とえ 分 野 を限定 した と して も,新 しい術 語 の発 生,

元 か らあ る語 の意 味 の変 化 な どが 起 り うる。 そ の際 に余 り固 定 化 した辞 書

が 作 成 さ れ て い る と,そ の改 造 に 多大 の 労 力 を費す こ とに な る。

た とえ専 門 分野 を限 定 す るに して も,上 記 の 点 を満 たす 辞 書 を全 くの 白

紙 か ら作 るの は 多 大 の労 力 と時 間 を要 す る し,言 語の構 造 が未 だ に完 全 に

は 解 明 さ れ て い な い現状 では,良 い 翻訳 辞 書 を大規 模 に作 成 す るのは 困 難

で あ る。

そ こで既存 の辞書 を・ソピ。ニ タのフ・イ・レ上 にのせてデー タベース化 し・翻

訳 シス テ ム に合 う よ うな形 に変 換 す る こ とが 当面 では最 も可 能 性 の あ る方

法 とい え る。 既 存 の辞 書(日 英 翻訳 を行 う場 合 に は英和,和 英辞 典)は,

語 数 の上 か らは 十 分 で あ る し,こ れ を分析 す る ことに よ って逆 に翻 訳 シス

テ ム の研 究 に寄 与 す る面 も大 きい と思 われ る。以 下 で は既 存 の 辞 書 をコ ン

ピュー タ上 にのせた例 として,三 省堂の 「新 コンサ イス英和辞典」につい て簡 単

に述 べ る。
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この辞 典 は,文 部 省 特 定研 究 に よって フ ァイル化 さ れ た もの で,こ の辞 書

の内容がすべて コンピュー タの ファイル に格納 されてい る。 また,見 出 し語,発

音,語 義 な どが 段階 的 に構 造 化 され た フ ァイル も作 成 され て お り,デ ー タ

ベ ース 用 の言 語 を使 う と種 々の レベ ル で の検 索 が可能 に な ってい る。

この辞 書 デ ー タベ ー スは 現 在 の とこ ろ,我 々が 英和 辞 典 を普通 の や り方

で用 い るの とほ とん ど同 じ使 い 方 しか で きな い が,こ れ を翻 訳辞 書 を作 る

場 合 の ベ ー ス と して用 い る こ とは,上 に述 べ た点 で意 味の あ る こ とで あ る。

しか しなが ら,こ れ を翻 訳辞 書 にす るた めに は 次 の よ うな問題 点 が あ る。

(1)複 数 の 語義 を ど う扱 うか。 我 々が使 う身 近 な語 で あ るほ ど一 対 一 の

訳 とい うのは しに くい 。 曖 昧 ざ が 生 じ た と き に こ れ を ど の よ うに

解 消 す るか とい うこ とは,辞 書 そ の ものの 問題 で あ る と ともに,シ ス

テ ムの構 成 に もか か わ って くる。

(2)説 明的 な語義 を ど う扱 うか 。 訳 語 が 対応 す る もので あれば 問 題 な い

が,こ の辞 書 は も と も と人 間 が 使 い や す い よ うに作 られて い る の で,

語 に対 す る説 明 とな って い る部 分 が 多 い 。

(3)品 詞 の違 い。 英 語 では動 詞 で も 日本 語 では 形 容 詞,ま た そ の逆 な ど

とい った 例 も多 い。

実 際 の翻 訳 に あた って は た とえ ばofの か か り受 け を ど う扱 うか な

ど,文 法 事 項 に直 接 か か わ って くる問 題 も多 いが,こ れ を翻 訳 辞 書 レ

ベ ル で扱 うか,別 の レベ ル に す るか な ど も含 め て,今 後 解決 しな け れ

ば な らな い問 題 が数 多 くあ る。 従 って,翻 訳辞 書 の作 成 の問題 は,言

語 の研 究 の進 展,自 然 言 語処 理 技 術 の研 究 な ど とと もに,種 々の 実験,

改 良 を行 う必 要 が あ る と思 わ れ る。

翻 訳辞 書 の利 用 は,上 記 の よ うな機 械 翻 訳 の ほ か に も,翻 訳 者 の補

助手 段 な どが 考 え られ る。 そ の た め には,た とえ ば上 記 のデ ー タベ ー

ス を そ の まま利用する ことも考 えられ るが,コ ンピュー タの専門家 でない者

が デ ー タベ ー ス 言 語 の コマ ン ドを打 ち込 む こ とは 負担 が 大 きい の で望
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「

1

ま し くな い 。 そ こで素人 が使 え る よ うな知 的 なデ ー タベ ース の開 発 が

望 まれ る。 これは,コ ンピュー タとの対話 が 自然言語 で行え ることのみでな

く,た とえ ば ペ ー ジをめ くる よ うな イ メー ジ で使 え るグ ラ フ ィ ック端

末 な ど,シ ス テ ム構 成 の 面 か らの検 討 も必 要 で あろ う。

●



2。5イ メ ー ジ 文 書 処 理 と 入 出 力装 置

あ らゆ る翻 訳 シス テ ムに お い て,原 文 の入 力,翻 訳結 果 の表 示 や 出 力,誤

ま りの表 示 な どが問題 とな る。 翻 訳 前 の原 文 は,そ の 中 に,テ キス トの他 に,

図 や表,写 真 な どの イメ ー ジが 存 在 し,そ れ らが重 要 な場 合 が しば しば見 う

け られ る。 例 えば,社 名 入 りの レ ター ヘ ッ ドや,サ イ ン,グ ラ フ,カ タ ログ

な どで あ る。

この よ うなテ キス トと イ メニ ジの 混 合 した情 報 を扱 え る よ うにす るに は.シ

ス テ ムが 数種 類 の情報 表 現 を処 理 で きな げれ ば な らな い。 しか し,現 在 で は,

そ れぞ れ の 表現 に 規'格は あ る もの の,元 が異 な る ので 互換 性 を もつ こ とは な

いo

イ メー ジ文 書処 理 では パ フ ォー マ ンス は 非 常 に高 いた め,従 来 の 紙 タイ

プ ライ ター,鉛 筆,複 写,は さ み,の りな ど で行 え た こ とが 容 易 に で きる こ

とが 要 求 さ れ る。 つ ま リ イ メー ジ文 書 で は,画 像処 理 シス テ ム とは 異 な った

機 能 が要求 さ れ る こ とに な る。

そ の た め テ キス トの 中 に,画 像 や 手 書 きの もの を挿 入,削 除,複 写,拡 大,

縮 小 な どの機 能 が要 求 さ れ る。 この よ うな イ メー ジ文 書 を扱 え る ワー クス テ

ー シ ョン と して,ゼ ・ ックス社 のSTAR,ス リー リバ ー ズ コ ン ピ ュ 一 夕

社 のPERQ,シ ー メ ンス社 の テ キス ト/フ ァ ックス な どが あ る。

図2-12は テキス ト/フ ァックスの実験的 ワークステー シ ョンの構 成 例 を示 した

もの で あ る。 この シス テ ム の構 成 は,マ ル チ ・マ イクロプ ロセ ッサ に な って お

り,DMAバ ス を通 して接 続 され て い る。入 力 に は カ メ ラ,出 力 ス キ ャナ を

用 い,入 出 力用 コン ピ ュー タに よ って 接続 さ れ て い る。 編 集 用 に は フルペ ー

ジス ク リー ンの高 解 像 デ ィス プ レ イが 制 御用 コン ピュー タで コ ン トロール さ

れ て い る。 さ らに オペ レー テ ィ ング ・コンピュー タにはキ ーパ ッ ドとカー ソル・

操 作 デ ィス プ レ イが接 続 され て い る。 また フ ァイ リング ●コ ン ピ ュー タには,
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データ

スキャナー/

○ ・・ッピーデ・ス・

⊂コ

図2-・2テ キ ス ト/フ ・ ・ク ス実 験 的 ・一 クス テ ー シ ョソ

デ ィス ク と フ ロ ッ ピー デ ィス クが接 続 され よ う。外 部 との 通 信 は 伝 送 コ ン ビ

。._タ 経 由 で 接続 さ れ る.こ の よ うに オ ・ ・ス の ・一 クス テ ー シ ・ン と して

は か な り充 実 した もの が,す で に開発 され 実 験 され て い る。

こ のテ キス トフ ァ ックス を使 用 した例を図2-13に 示す よ うに,図 や表,写 真

な どの イ メー ジや テ キス トな どが 温存 した 資料 の入 出 力や 各 種 の処 理 や 編 集

が 自由に 行 え る。

この よ うな シス テ ムに よれ ば,論 文 や 出版 な どの分 野 に あた え る イ ンパ ク

トは 大 き く,著 しい 進 歩 を とげ るこ とに な る。、また,各 種 の翻 訳 シ ス テ ムの

ワー クス テー シ ョンや デ ザ イ ンオ ー トメー シ ョン用 ワー クス テ 三 シ ョン と し

て も期 待 さ れ る もの で あ る。

さ らに,資 料 中 の文 字 や 図 表,写 真 な どは イ メー ジ と して 認 識 し,文 字 認

識 や イ メ ー ジ認 識 を行 うこ とで さ らに発展 的 処 理 が可 能 とな る よ う研 究 が行

わ れ てい る。

また,イ メ ー ジ処 理 や イ メー ジ編集,さ らに,多 重 画面 に よる 各種 処 理 の

混 合 を可能 にす る ワー クス テー シ ョンの 例 と して・ ス リー リー バ ス コ ピュ一
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図2-13イ メ ー ジ文 書 処 理 の例

タ社 のPERQが あ る。PERQは,16ビ ッ ト,マ イ ク ロプ ログ ラ ム方 式

の プ ロセ ッサ で,768×1024ド ッ トのA4サ イズ の 画 面,60回/sec

の リフ レ ッシ ュ機 能,画 素 表 示情 報 の メモ リマ ッ ピング機 能,多 重 仮想 画 面

に よ る任 意 画 像 の 多重表 示 機能 な どを有 して い る。 そ の た め に,各 種 の イメ

ー ジ処 理 を可 能 に す る とど もに ,翻 訳 シス テ ムに 必要 と思 われ る多重 画 面に

よる原文 の表 示,翻 訳結 果 の表 示,誤 ま りの 指示,各 種 コマ ン ドな どの処 理,

翻 訳結果 の 各 種 編集 処 理 な ど を容 易 に 行 え る ワ ー ク ス テ ー シ ョン と して 期

待 さ れ て い る(図2-14参 照)。
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2.6LC-MARCの 実 験 準 備

LC-MARCと は,ア メ リカ議 会 図書 館が1969年3月 か ら頒 布 を開

始 した総 合 図 書 目録 テ ー プ で あ る。

今 回 実験 に用 い た テ ー プは,800bpi,2048バ イ ト/1レ コー ドで

あ った 。一 例 と して,次 の ような デ ー タが 記 録 さ れ て い る。 そ れ らは インデ

ィケー タに よってデ ー タの有 無 が示 され てい る。

・ 図書 ,雑 誌 等 の名 称

・ 著 者 名 ,称 号

・ 刊 年 ,年 代 推 定刊 年

・ 出版 国 ,コ ー ド

・ さ し絵 コー ド

・ 知 的 水準

・ 参 考 資料 コー ド

・ 言 語 コー ド

・ 目録 ソース コ㌣ ド

・ そ の 他

RIPSの 英 和 翻訳 シ ス テム に よる実 験 では,翻 訳 が どの程 度 まで可 能 か

を知 る こ とを 目的 と した ので,図 書 ・雑 誌 等 の タ イ トル の み を 目録 テ ー プか

ら抽 出 し て,FAIRS'デ ー タベ ー ス と して,英 和翻 訳 を会 話 型 情 報検 索 シ

ステ ムの 中 で行 った 。 結果 のサ ンプ ル を 図2-15に 示 す。 これ は,COM-

PUTERと い う用 語 とMANAGEMENTと い う用 語 のANDで 論 理 式 を組 ん

で検 索 し,結 果 につ い て英 和 翻 訳 した もの で あ る。 なお,FAIRSデ ー タベ

ース に登 録 され た 目録 は約32 ,000件 で あ った。
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"1

GENERALIZEDDATAMANAGEMENTSYSTEMSANDSCIENTIFICINFORMATION:

REPORTOFTHESPECIALISTSTUDYONCOMPUTERSOFTWARE:THEUSE

OFGENERAL工ZEDDATAMANAGE岡ENTSYSTE「 》|SFORHANDLINGSCIENTIF工Cl

NFORMAT10N=SYSTMESDEGESTIONDEBASESDEDONNESETINFORM

ATIONSCIENTIFIQUE:RAPPORTD.TUDEDESP
－般化デ ータ管理 システム及 び科 学的情 報=コ ン ピュータ ソフ トウエアについ てのSPECIALlST研 究の 報告:

科 学的情報=SYSTMESDEGESTIONDEペ ースDEDONNESET情 報SCIEN

TlFlQUE取 り扱 いのための 一般化デ ー タ管理 システムの使用:RAPPORTD'TUDEDESP

"2

MANAGE凹ENTGUIDETOCO岡PUTERSECURITYANDCONTROL!WILLIAME .

PERRY.

コ ンピュー タ保全及 び制御/WILLIAME .PERRYへ の管理 ガイ ド。

#3

TUTORIAL,SOFTWARECONF工GURATIONMANAGEMENT‡INITIALLYPRESENT

EDATCOMPSAC80,0CTOBER27-31,1980,THEIEEECOMPUTERSOCIETY
.SFOURTH工NTERNATIONALCO「 》1PUTERSOFTWARE&APPL工CATIONSCONFERE

NCE!COMPILEDBYWILLIAMBRYAN,CHRISTOPHERCHADBOURNE,STAN

SIEGEL.

指導,ソ フ トウエ ア構 成管理:INITIALLYはCOMPSAC80,0CTOBER27-31,1980を

で紹介す る,WILLIAMBRYAN,CHRISTOPHERCHADBOURNE,STANSIEG

ELに よ るIEEEコ7 .ピュ一夕協 会の四次国 際コ ンピュータソ フ トウエア&応 用会 議/COMPILED。

#4

STR .ATEGIESFORCOMPUTER-ORIENTEDPRODUCTIVITYANDEFFECTIVENESS

lNTHE80.S:ALONG-RANGEPLANFORTHEEDPCOMMUNITYOFILLINO

工SSTATEGOVERNMENT/PREPAREDBYTHESCOPE80.STASKFORCE,DE

PARTMENTOFADMIN工STRATIVESERV工CES,OFFICEOFMANAGEMENTINFORM

ATIONANDCOMMUNICATIONS.

80の での コ ンピュータ配向生産 性及び効 率のための戦 略:管 理情 報及び通信 のADMINISTRATIVEサ ービ

ス,事 務所の スコー プ80の クス クカ,部 によ って製作 され るILLINOIS状 態政府/のEDP共 同体の ための長

範囲計画。

#5

COMPUTERSECURITYMANAGEMENT!DONNB.PARKER.

コ ンピュー タ保全管 理/DONNB .PARKER。

#6

MANAGEMENTGUIDE・TOCOMPUTERSECURITY/J・R.TALBOT/ED工 ＴED8Y

D●M.POWELL・

コ ンピュータ保全/J .R.TALBOTへ の 管理ガイ ド;D.M.POWELLに よ るEDITED。

#7

MANAGEMENTGU工DETOCOMPUTERSECURITYANDCONTROL1

コ ンピュータ保全及 び制御/へ の管 理ガ イ ド

"8

COMPUTERSECURITYMANAGEMENTノ

コ ンピュータ保全管理/

"9

MANAGEMENTGUIDE .TOCOMPUTERSECURITY!
コンピュータ保全/へ の管理ガ イ ド

図2-15翻 訳 実 験 の 出 力 例
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1・ 文 章 情 報 関 連 資 料

1)「 用 語検討上 における一考察 」

2)「IR研 究 会 シソーラス部会議事録 」

(42年 第1回 ～第9回)

3)「 シ ソーラス部会用語委 員会議事録 」

(第3回 ～第5回)

4)「IR研 究会議事録 」(第1回,第2回,

第6回)

5)「ORA研 究会報告書(イ ンフ ォメーショ

ン ・リ トリーバル に関す る理論的研究)

6)「 同 上(ア パーチ ャー・カー ド・シ

ステム)」

7)「 イ ンフ ォメーション ・リトリーバル に

関す る研究(2)」

8)「InformationRetrieval

Systemの 現状 と動向 」

9)「 通 商産業省 に於い て使用 され る漢 字の

頻度調 査 」

10)「 情報検索 問題 の定式化 」

11)「 経営 科学va関 す る調査,イ ンフ ォメー

シ 。ン ・リトリーバルva関 す る研究(5)

12)「 イ ンフ ォメーション ・リ トリーバ ルに

関す る研究⑥ 」一その後のハ ー ドウェア

の進歩 とシソーラス部会 のまとめ

13)「 情報検 索用 シソーラス 」

14)「 シ ソーラス部会第1次 作業資料 」(1),

(3),(4),(5)

15)「 通 産省資料 の用語調査(シ ソーラス作

成 作業報告書1)」

1965年11月

1967年4月 ～

43年2月

1967年4月,

9月,11月

1967年5月,

43年2月

1963年8月

1964年3月

1965年7月

1965年8月

1965年7月

1965年3月

1967年4月

1968年6月

1965年3月

1965年4月,

6月,9月,

11月

1967年5月
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IR研 究会 ・シソーラス部 働 機械

振興協会経済研究所

同上

シソーラス部会日本貿易振興会貿易

資料センター

⑪ 機械振興協会経済研究所

ORA研 究会,日 本機械工業連合会

同上

IR研 究会 ・㊥機械振興協会経済研

究所

日本電子工業振興協会

通商産業省データ・センター

IR研 究会 ・機械振興協会経済研究

所

機械振興協会経済研究所

同上

IR研 究会 ・機械振興協会経済研究

所

IR研 究会

通産省官房調査課データ ・センター



16)「 省 内用語調査結果 」表5

17)「 シ ソーラス修正資料 」

18)「 情 報検索機 について 」

19)「 通 産省 に赴け る機械検索 について」

20)「SYSTEMMITI-IR第1部,第2

部 」

21)「 技 術情報の機械検索 についての現状 」

(特 許情報検 索システムを中心 として)

22)「 特 許情報機械検索 システムの開発研究)

23)「 科 学技 術情報処理 とサ ービス専門誌 」

(情 報管理)

24)「 情 報検 索用プログラム(KWOCシ ス テ

ム)」

25)「 数 理科 学11」(特 集:情 報検索)」

26)「 情報検索機JETACオ ペ レーシ ョン

ハ ン ドブ ック 」

27)「FUJITSU(漢 字 処理特集号)」

28)「 記事索引カー ド記入の手引－JETAC

-IRSYSTEM・ 一 」

29)「MITI情 報 検索システム第3部 英文情

報DIAシ ステム 」

30)「 文 字情報処理システム,文 書検 索サブ

システムの設計 」

31)「 日本語情 報処理 の調査分析 」

32)「 特定用語 自動抽出システ ム(シ ステ ム

設計書)」

33)「 公衆漢字端末検討会報告書.

一 その1一

1967年5月

同 上

1967年4月

同 上

1967年8月

1970年3月

同 上

1977年

1966年6月

1966年

1968年12月

1970年

1970年3月

1974年1月

1976年3月

1977年 ユ 月

1979年2月

1979年12月
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通 産省官房調査課デー タ・センター

同上

同 上

同上

同上

日本情報処理開発 センター

同上

日本科学技術情報センター

θ 日本電子工業振興協会

ダイヤモンド社

NEC日 本電気株式会社

富士通株式会社 株式会社富士通研

究所

日本貿易振興会貿易資料センター

通商産業大臣官房情報管理課

電子計算機利用に関す る技術研究会

開発研究分科会文字情報 システム開

発研究班

同上

同上

国立国会図書館,日 本科学技術情報
センター,日 本経済新聞社,日 本電

信電話公社,日 本特許情報センター

●



●

●

●

34)「On-1ine文 献 検 索 シ ス テ ムJOLDOR

35)「 第1回 ドキ メ ン テ ー シ.ン 研 究 集 会 予,

稿 集 」

36)「 検 索技 術 委 員 会 議 事 録 」(第1回 ～ 第

5回)

37)「JETRO貿 易 資 料 セ ン タ ー マ イ ク ロ

ン ス テ ム に つ い て 」

38)「 特 許 情 報 管 理 に 関 す る調 査 」

39)「 記 事 情 報 検 索 の た め の デ ー タ ・マ ネ ジ

メ ン ト 」

40)「 外 務 省 に 鉛 け る情 報 検 索 」

41)「 原 型 シ ソ ー ラ ス 作 成 の 研 究 」

42)「 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・情 報 管 理 用 語

集 一 英 和 編 一 」

43)「 技 術 情 報 サ ー ビ ス の 機 械 化 」

44)「 シ ゾ ー ラ ス の 作 成 統 計 確 率 モ デ ル を 採

用 し て 」

45)「JETROシ ソ ー ラ ス に関 す る報 告 書 」

46)「ComputerAnalysisofNatu】ral

Languages」

47)「ResearchonMachineAids

toanEditorofScientific

Translations」

48)「InformationStorageand

Retrieval」

49)「Syntax-DirectedRecognition

ofHand-Printed」

50)「TWO-DimensionalMathema-・-

tiCS」

51)「 情 報 検 索 シ ス テ ム入 門 」(基 礎 か ら オ

ン ラ イ ン ま で)

1973年

1964年11月

1967年1月 ～

4月

1970年3月

1972年3月

1966年2月

1969年2月

1968年3月

1967年

1970年5月

1969年3月

1967年6月

1日

1968年

1964年

1968年

同上

1971年6月
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働 日本情報処理開発センター

日本科学技 術情報セ ンター

シソーラス部会 日本貿易振興会

貿易資料センター

シソーラス部会検索技術委員会

日本貿易振興会 貿易資料 センター

日本情報 処理開発センター

同上

外務省大臣官房電子計算機室

日本科学技 術情報 センター

日本語 による標題索引技術委員会

同上

日本 ドク'メンテーシ.ン 協会

日本経済 新聞社

日本 貿易振興会貿 易資料 センター

SusumuKuno

AmericanMathematicFl

Society'

ThecomputationLaboratory

ofHarvardUniversity

RobertH.Anderson

同上

オーム社 長谷川寿彦 ・梨山修 共著



52)「 情 報検索 システム《特性 ・試験 ・評

価 》」

53)「 情 報検索 」

1972年5月 紀伊国屋書店Rウ ィルフ リッド・

ランカスター,中 村幸雄監訳

1974年8月 間 電子通信学会

54)「 情 報検 索 」(検 索言語,情 報構成 ・フ1970年10月 日本経営 出版会 チ ャールズ ・T・

アイル処 理)メ ドウ著,渡 辺茂監訳

55)「 海外研究開発レポー ト」(情 報検索技

術),(デ ー タ ・ペースと情 報検索),

(会 話型 デー タ ・ペース作成 と質問のた

めのシステム)

ComputerDataCenter

■

56)「MathematicalLinguistics1966年8月 ～TheComputationLaboratory

andAutomaticTranslation」70年12月ofHarvardUniversity

57)「 漢 字情報のKWICシ ス テム(詳 細設

計書)」

1973年3月 ㈱ 特許デ イタセンター

58)「BOOKTHESAURUS」 工 業(D,(n),

政 治(1),⑪,経 済 ・外報(D.(団,証 券,商 品

59)「 金属工学機械検索用分類逆引表 」

日本経済新聞社

1965年8月 日本科学技術情報 センター

60)「 現代雑誌九十種の用語用字 」(第1分

冊 総記および語彙表)

1962年9月 秀 英出版

61)「 専 門分野に よる漢字お よび漢字単語の

調査分析 」(1),(2)

1974年12月(肋 日本情 報処理開発 センター

62)「 行政情報処理用標準漢字選定のための

漢字の使用頻度および対応分析結果 」

1974年3月 行政管理庁 行政管理局

63)「 行政情報処理用標準漢字の選定に関す

る調査研究報告書 」「同資料編 」
同上 同上 ●

64)「 官報における漢字の使用頻度および分

析結果(中 間報告)」

1974年1月 行政管理庁 行政管理局

65)「 経済時系列作図プ ログラム パ ッケージ」 東洋電機製造株式会社計算セン

ター

66)「IR研 究 会 報 告 」1966年

(イ ン フ ォメー シ ョン ・ リ ト リー バ ル に 関

す る研 究(4)第1次 シ ソ ー ラス(1),(ID,

⑩

働機械振興協会経済研究所

67)卒 業論文 「情報検索語彙の変換 」 1967年 中央大学理工学部理工学科

陸 稲葉茂 高井二三勝

竹中範
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68)卒 業 論文 「グ ラフ理論 と電子計算機 」1967年1月

一 東京都道路網 における最短経路問

題 一

中央大学理工学部理工学科 田中博

宜 飯田次男 高橋誠 江口

69)「 技 術情報サー ビスの機械化 」一訪米視1967年

察 団調査報告一

θ 日本 ドクメンテー シ ・ン協会

70)「 文 献速報 自動作成 システム 」 1970年7月 特殊法人 日本科学技術情報センタ
ー電子計算機室

71)「 漢字電算植字システム適用例報告書

(工 業統計表)」

1974年7月 通商産業省調査統計部統計企画室

,

72)「 ドキ ュメンテーシ ョン ・情報処理用語1968年11月 特 殊法人 日本科学技術情報センター

集 一和英編一 」 日本語に よる標題索引技術委員会

73)「JICST情 報 検索システム ーBCD1970年9月 特殊法人 日本科学技術情報センタ

モー ドー 」 一電子計算機室

74)「 漢字 インブ'ト ・データのデ ィスプ レ1970年11月

イ装置を用いた校正実験総合報告書 」

75)「 マ イク ロフォームに よる情報管理セ ミ

ナー 」

同上

経済工学協会

76)「TeachingMachine,Training

Machine等 の 現 状 動 向調 査 報 告 書 」第

fi部

θ 日本電子工業振興協会

77)「InforrnationRetrieval

Systemの 現 状 と 動 向 」

78)「 日本語の作文技術」

1965年8月 ⑪ 機械振興協会経済研究所

1976年6月 朝 日新聞社 本多勝一著

●

79)「 日本語文献 テキス トの自動処理 につい

て 」

80)「JICSTシ ス テ ム 」

81)「 電気通信研 究所 におけ る電子検 索

(REWDAC)に つ いて 」

82)「REWDAC」

83)「 検 索語辞典 」

84)「 自動抄録法および自動索引法の研究 」1966年3月 外務省大臣官房電子計算機室
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85)「JEIPACに よ る金属工学文献機械検

索説明書」

日本科学技術情報センター

86)「THECONCISEOXFORD

DICTIONARYＬ

OXFORD

87)「 情報処理1言 語と概念 」 1968年10月 ㈱ 共 立出版 中村幸雄著

88)「 工業技術院

年度版)」

試験研究所計画(昭 和561981年10月 間 日本産業技術振興協会

89)「 文字情 報処理システム(カ タカナ入 力1975年3月

日本語情報処理システ ム)」

電子計算機利用に関する技術研究会

開発研究分科会 文字情報システム

開発研究班

9

90)「 文字情報システム開発研究班(日 本語1978年5月
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102)「

103)「
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同上 」第五巻 意味 ・語彙

104)「 日英語比較講座 」第2巻 文法
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107)「 法 令検索システム 」実験報告書
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肋

110)「 漢 文入 門」

111)「 数 理言語学入門」

112)「 言 語 と論理」

113)「 事 務管理 」(文 書処 理 システム)

Vol20.No5

114)「 機 械翻訳システムに関す る海外調査 」

115)

116)

117)

118)

「自然言語処理技術 と言語理論 」電子技

術総合研究所調査報告 第205号

「計算機 による自然言語の意味処理 に関

す る研究 」 同上 第797号

「ProcedingsoftheCOLING

80」

「情報処理学会 第23回(昭 和56年 後期)

全 国大会 」講演論文集

1978年6月

1979年7月

1979年1月

1972年5月

1976年3月

㈱ 大修館書店 服部四郎 大野晋

阪倉篤義 松村明

同上

同上 川本茂雄 国廣哲弥

林大

同上 国廣哲弥編

㈱ 秀英出版 国立国語研究所

㈱ 芙蓉情報センター
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1981年2月 インプ ッ ト研究所

1971年3月,

1973年6月

1962年12月

1972年10月

1978年5月

1981年5月

1981年
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1980年4月

㈱秀英出版 国立国語研究所

学燈社 藤堂明保著

東京図書株式会社 グ ロス,ラ ンタ

ン共著

紀伊国屋書店M・J-・ クレスウェル

日刊工業新 聞社

θ 日本電子工業振興協会 ・機械翻
訳システム調査委員会

工業技術院 電子技術総合研究所

同上

1981年10月Gd)情 報 処理学会
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120)「 情 報処理 」(大 特集/プ ログ ラミング

言語の最近の動 向)
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122)「TheGeneralInquirerＬttA

ComputerApProachtoContent
"

Analysis

123)「TrentinContentAnalysis」

1963年11月

1981年6月

1969年

1966年

1959年

研 究社出版 チ ・ムスキ一著

オーム社

岩 波書店 日本政治学会編

MITgP.J.Stone,eta1

1.D.S.pool(Ed)
7
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本 報 告書 は,本 事 業 初 年 度 と して,文 章情 報 デ ー タベ ー ス の総 合 的 な利 用 に

関 す る予備 調 査 を実施 し,総 合 解析 シ ス テ ム開発 のた めの 基 礎 的事 項 に つ い て

調 査 研 究 した成果 を と り ま とめ た もの で あ る。

今後 は,① 構文 解析,翻 訳,辞 書 等 の技 術的 問 題 の研 究,② 記 事 情 報 等 に よ

る国 際世 論 分 析,エ ネル ギ ー事 情 分 析 等 の最 終利 用 パ ター ンか らの 問題 設 定,

③ 適 用 デ ー タの リン ク利 用 法 の3つ の側 面 か ら調査 研 究 を推 進 し,文 章情 報 デ

ー タベ ース総 合 解 析 シス テ ムの あ るべ き姿 を追 究 す る と と もに,産 業 経 済 分野

で使 用 す る実 用 的 な シス テ ム を開発,運 用 し,段 階的 な改 良 を加 え て よ り完 成

度 の高 い シス テ ムを作 成 して い こ う とす る もの で あ る。

第2ス テ 。プと して,次 年 度 は,本 年 度調 査vaよ り洗 い 出さ れ た ・文 章 情 報

デ ー タベ ース の効果 的 な利 用 手法 や具 備 すべ きシス テ ム機 能 につ き,引 き続 き

検 討 を重 ね る と と もに,欧 米 の先 進例 を調査 しシス テ ム開発 の参 考 に資 す る こ

とを 目的 に海 外調 査 を実 施 す る。

また,モ デ ルデ ー タベ ース と して,官 公庁産 業 界等 に 広 く注 目を 集 め てい る

エ ネル ギー ・カン トリー ・リス クに 関す る新 デー タベ ース を構 築 し,総 合 解 析

シス テ ム のサ ブ シス テ ム と して デ ー タベ ース作 成 ・更新 シス テ ム並 び に 自動 イ

ンデ ックス フ ァイル作 成 シス テ ム の開発 に着 手す る。

第3ス テ ップ として は,前 記2シ ス テ ムを運用 体 制 に もって い くほ か,検 索

システ ム(シ ソー ラス利 用,自 然文 利 用),分 析,加 工 シス テ ム(定 量 化分 析,

自動 抄 録 作成,自 動 翻 訳)に つ き可 能 な ところ か ら開 発 に着 手 す る。

この よ うに徐 々 に シス テ ム機 能 を整備,拡 大 しっっ,将 来 的 には,諸 機 能 を

網 羅 した文 章情 報 デ ー タベ ー ス総 合 解析 シス テ ムの完 成 を 目指 す もの で あ り,

開発 過 程 に お いて は 既 存 の シス テ ム及 び デ ー タベ ース を積 極 的 に取 り入 れ,よ

り効 果 的,実 用的 な シス テ ム を作 成 して い くこ と とした い 。
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